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　アルク＝ストラーダ大陸。

　空から見下ろすと、

　まるで竜が翼を広げたような形をしたこの大陸では、

　五つの勢力が均衡を保っている。





　Ⅰ　竜の翼　　エスパーダ聖庁

　Ⅱ　竜の胴体　シェブロン王国

　Ⅲ　竜の顎門あぎと　ゼファロス帝国

　Ⅳ　竜の尾　　ラブロック商工都市連合






　そして──





　Ⅴ　竜の心臓　ロートレアモン騎士国








プロローグ









「遅いよ、ルッカ！」

　枝から枝へ──。

　軽やかに跳ちよう躍やくしつつ、エクブラッド人の少女は背後を振り返った。

「キーラ、速い……」

　はるか後方から、ルッカが返事をよこす。

　それは蚊の鳴くような声だったが、キーラの耳は特別だ。

　野鳥のさえずり、昆虫の鳴き声、小動物の足音──樹海に満ちる音の中から、ルッカの声をしっかりと拾っていた。

「仕方ないなあ」

　しなる枝の反動を利用して、キーラは跳とんだ。

　エルフのように尖とがった耳が、風の音を聞く。

　エクブラッド様式の民族衣装が、ふわりと風を孕はらむ。

　柔らかな木こ漏もれ日。

　紅あかく色づき始めた葉っぱ。

　湿った土の匂い。

　あたかも、森の息吹を全身に浴びているような気分だった。

　──すたんっ！

　あっという間に、キーラはルッカのそばに引き返していた。細い枝の上に悠ゆう然ぜんとして立つと、両手を腰にあてる。

「大丈夫？　そんなことじゃあ、マザー・ドラゴンに選んでもらえないよ？」

「う～……」

「仕方ないなあ」

　キーラが手をさしのべると、ルッカは紫水晶アメジストの瞳を潤うるませながら、ギュッと握り返してきた。

　故郷の森でも、数え切れないくらい繰り返してきた光景である。

　つないだ手の温ぬくもりが、とても愛いとおしくて──。

「じゃあ、ここらで休憩しよっか」

　ついつい、キーラはルッカを甘やかしてしまう。枝にちょこんと腰かけると、ルッカを隣に誘ゆう導どうしてやった。

「んしょ」

　ルッカは小さな声を漏もらすと、おずおずと腰を落ち着けた。一挙一動がぎこちなくて、あまりエクブラッド人らしくはないが、そこがルッカの魅力だとも思う。

「ルッカ。あたしの可愛かわいい妖精……」

「そっ、そんなに見られたら……恥ずかしい」

　ぽっと頰ほおを染めるルッカ。

「だって、本当に可愛いんだもん」

　キーラはルッカの横顔に見とれつつ、腰帯に結わえていた水筒を手に取った。栓を抜いて、こくんと一口。冷たい湧き水が、身体にしみわたる。

「ほら。ルッカも飲みな」

「ありがと……」

　ルッカは水筒を両手で受け取ると、ちびちびと飲み始める。そんな仕草は、なんだか木の実を囓かじるハムスターのように思えてしまい、キーラは微笑ほほえましく思うのだった。

「そうだ、ルッカ。そろそろ相パ棒ルの名前は決めたのかい？」

　ルッカは水筒を返すと、首を横に振った。

「そんな……。ドラゴンの幼生オーフアン、授かるかどうかも……まだ解わからないのに」

「はあっ!?　なにいってんだ！　授かるに決まってるだろ！」

「ううっ。じゃあ、キーラはもう……決めてる？」

「当たり前だ」

　キーラは力強くうなずいてみせた。

「聞いても……いい？」

　キーラは会心の笑みを浮かべると、その由緒正しき名前を口にする。

「ガウェイン！　あたしの相パ棒ルは、ガウェインだ！」

　それは──エクブラッドの里では子どもでも知っている、伝説の勇者の名前だった。





　　　　◇






　エクブラッド人といえば、世間では「森の妖精」と呼ばれている。

　樹海で暮らしていることもあり、森での行動には慣れっこのはずだが、ルッカは昔から鈍どん臭くさくて、頼りない部分があった。

「……わたし、キーラの足手まといになってるね」

　キーラに水筒を返すと、ルッカはしょぼんと肩を落とした。

　心なしか、耳まで垂れているように見える。

　森の外の連中は、エクブラッド人の耳を「エルフ耳」の一言で片づけてしまうが、もちろん個人差はある。

　中でも、ルッカの耳は格別に美しい。

　いつもルッカを見ているキーラだからこそ、その事実がよく解わかる。

「ははっ、気にすんな。それより、そんな風にうなだれていたら、綺き麗れいな耳が台無しだ」

　キーラは豪快に笑うと、ルッカの背中をバシッと叩たたいた。

「あうっ」

　ルッカは危うく、枝から落ちそうになってしまう。

「おっと！」

　キーラは素早く手を伸ばすと、ルッカの襟首をつかんでやった。

「ううっ、危なかった……」

　ルッカはなんとか体勢を立て直し、安あん堵どの吐息を漏もらす。そして、上目遣いでキーラを睨にらんだ。

「う～……」

　いや、本人は睨んでいるつもりかもしれないが、むしろ警戒心をあらわにした小動物のようで、可愛かわいらしさは増す一方だった。

「大丈夫だよ、ルッカ。森の外で暮らしてる連中と比べたら、ルッカのほうが森には慣れてる。そこは自信を持っていい」

　キーラは目を閉じると、全身の感覚を研ぎ澄ました。

　数刻前──このアルビオンの森には、百人程度の子どもたちが一斉に送りこまれた。

　あたかも、放し飼いにされた羊のように。

　子どもたちの大半は樹海に戸惑い、腰が引けている。「恐こわいよぉ！」、「お母さぁん！」、

「おうちに帰りたいよぉ」といった泣き言が、キーラの耳には克明に伝わってきた。

　あの情けない子どもたちがドラゴンと契約することは、まずないだろう。

　ちょっとした優越感を覚えつつ、キーラは余裕の笑みを浮かべた。

　──〈オーファンの儀〉。

　それが、この通過儀礼の名前。

　その目的は、森の奥に棲すまうマザー・ドラゴンから幼生オーフアンを授かること。

　先日、立て続けに七歳の誕生日を迎えたキーラとルッカもまた、騎士国政府から通知を受け取った。

　宮廷郵便士が届けてきた書状には、キーラとルッカの参加を命じる──との旨が記され、末尾には騎士王パラデインオズワルドの印章が捺おされていた。勅ちよく令れいの証あかしである。

　その印章を目の当たりにした瞬間、キーラは自分が「夢」の入口に立つことを許されたのだと、胸を躍らせたのだった。

「落ちこんでる暇ひまはないぞ、ルッカ。あたしたちには、大きな夢があるんだから」

　キーラは努めて明るい声をあげると、ルッカの両肩に手を置いた。

「竜騎士ドラグナーになって、騎き竜りゆう演えん舞ぶの奥義──〝双翼の誓雨オラトリオ〟を成功させるんだ！　ユルハ神殿で、一緒に誓っただろう？」

「うん、誓った」

　ルッカは真顔になると、うなずいた。

「あの大技には、どうしても二騎の竜騎士ドラグナーが必要だ。あたしたちのうち、どっちが欠けても夢は実現しない。なにがなんでも、マザーから幼生オーフアンを授からないとね」

「うん……頑張る」

　声は小さくとも、ルッカの声には熱がこもっていた。

「その意気だ、ルッカ」

　キーラは会心の笑みを漏もらすと、すっくと立ち上がる。

「それじゃあ、ちょっくらマザー・ドラゴンに会ってくるか！」




　そのときはまだ、キーラは確信していた。

　ふたり揃そろって、必ずドラゴンと契約できるんだ、と──。





"Kiira and Lukka ～A.S.B.1358.10～" is closed.








第一話　ウルスラの来訪









　ミントのような香りに鼻孔を刺激され、アッシュはぼんやりと目を覚ました。

「……？」

　エーコの匂いとは、ちょっと違う気がした。

　それに、ベッドの中はムンムンと熱がこもっている。季節は冬。アッシュとエーコのふたりだけなら、ここまで暖かくはならない気がした。

「う～ん……」

　アッシュは奇妙な違和感を覚えつつ、ゆっくりと目を開いた。

「──うおっ！」

　その途端、ギョッとして全身を強こわ張ばらせる。瞬時にして、眠気は吹き飛んだ。

「ミラベル王女……じゃなくて、ミラベルさん!?」

　アッシュの視界を占めているのは、ミラベルの美び貌ぼうだった。

　顔と顔の距離が、びっくりするほど近い。

「すぅ、すぅ……」

　窓から射さしこむ朝陽が、ミラベルの銀髪をきらきらと輝かせている。

　掛け布団の縁からは、真っ白な撫なで肩がたが覗のぞいていた。

　寝間着の肩かた紐ひもが、妙に色っぽい。

「なっ、なんでミラベルさんが俺のベッドに!?」

　アッシュは慌ててミラベルから離れようとしたのだが、今度は背中に柔らかな感触を覚えた。

「うにゅ……」

　エーコだった。熟じゆく睡すいしたまま、アッシュの背にしがみついてきたのである。淡くふくらんだ胸の感触を意識した途端、アッシュは鼓動を跳ねあげた。

「わたくしの見たてでは……。エスカヴァロンが建造されたのは……ゾノ・トーン文明時代の中期頃かしら……すぅ、すぅ……」

　と、ミラベルが寝言を漏もらしつつ、アッシュの首に手を回してきた。

　ミント系の香りが、より濃密になって、アッシュの本能を刺激する。ふと気づけば、小ぶりながらも形の良い乳房が、アッシュの胸板にギュッと押しつけられていた。

「こ、ここ、これはヤバい……！」

　動くに動けず、アッシュは悶もん々もんとするばかり。

　ずっと理性的に行動してきたアッシュだが、それでも健康な男子には違いない。エーコとミラベルの体温や感触、そして匂いを意識した途端、心拍数が一気に跳ね上がった。

「──ずるいわよ、アッシュ？」

　と、突然、目の前で魔力反応の光が明滅したかと思うと、ナヴィーが降臨した。

　鋭く尖とがった双角。小悪魔めいた微笑。匂い立つような色香。しかも、今回はセレスが着ているような、丈の短いメイド服姿だった。フリルとレースが満載の、どちらかというと少女向けの衣装なのだが、意外とよく似合っている。

　ナヴィーは舞い降りると同時に、アッシュの腹部に馬乗りとなった。

　妖しげな微笑を漏らすと、両手でアッシュの胸板や脇腹、さらには太ももを撫でる。

「だ、駄目だ……ナヴィー。そんな風に触られたら、俺……」

「あら、どうなってしまうの？」

　ぺろりと舌なめずりをするナヴィー。

　その双そう眸ぼうは、虎こ視し眈たん々たんと獲物を狙う女め豹ひようのようだ。

　アッシュが本能的な危機感を覚えた、そのときだった。

　──がしゃん！

　天井の通風孔をふさいでいたフェンスが、床に落下したのである。かなりの音が響いたが、エーコとミラベルの寝息に乱れはなく、そのまま熟睡を続けている。

「やっぱり、アッシュ様のお部屋につながっていましたわ！」

　通風孔から歓喜の表情を覗かせたのは、なんとジェシカだった。だが歓喜の声をあげたのも束つかの間ま、ピキッと凍りついてしまう。

「アッシュ様!?　わ、わたくしの知らないところで……事態は、ここまで進んでいたのですか？　しかもミラベル様まで!?」

「待ってくれ、ジェシカ！　これは誤解だ！」

「うふふふふ……」

　と、ジェシカは天井裏から不気味な笑みをこぼす。通風孔から華麗に飛び降りると、ぼふっ！　と音をたて、ベッドに着地した。

「ねぇ、アッシュ様？」

　ジェシカは身体の輪郭もあらわな、視覚的にかなり際どい寝間着を着用していた。

「今日という今日こそ、アッシュ様の子こ胤だねを頂戴しますわ！」

「待て待て！　どうしてそうなる!?」

「元々、わたくしはそれが目当てで、艦内を探検していたのです。苦労の甲か斐いあって、アッシュ様のお部屋に忍びこむルートは発見しました！」

「いやいや、誇るところじゃないからな!?」

「あとは純情なアッシュ様をどう説得するか、それだけが悩みの種だったのですが……既にお楽しみの最中だったのですから、わたくしも交ぜてもらいます！」

「だから、これは誤解なんだって！」















「そもそも一国の元首たる者、お世継ぎのことも考えねばなりませんわ！」

　もはやジェシカは聞く耳を持たず、じりじりと迫ってくる。

　その豊満な肉体から、柑かん橘きつ系けいの匂いがふんわりと立ちのぼった。

「なるほど、世継ぎね。ジェシカのいうことにも、確かに一理あるわ」

　意外にも、ナヴィーは納得したようだ。アッシュを解放すると、ベッドの縁に大人しく腰かけた。アッシュはようやく上体を起こすと、ジェシカを諭す。

「えっと、ジェシカ？　俺はまだ、その……世継ぎとかは考えてなくてだな。大体、今はそれどころじゃないと思うんだ。今の俺たちには、他にやるべきことが──」

「大丈夫ですわ。痛いのは最初だけですし、すぐに気持ち良くなります！」

「それはお前のほう──じゃなくて！　会話が成立してないぞ!?」

　アッシュが頭を抱えたそのときだった。

「──あ、あのう……アッシュ様？」

　遠えん慮りよがちな声が、部屋の片隅から聞こえてきたのである。

　アッシュもジェシカも、ビクンとして声の主に視線を向けた。さすがにナヴィーは最初から気づいていたようで、動じたりはしなかったが。

　壁際にたたずんでいたのは、ミラベルの専属メイド──ユニスだった。

「ユニスさん!?　いっ、いつからそこに……？」

「はい。寝ぼけた姫様が、間違ってアッシュ様の寝室に入りこんでしまわれたときから、三時間ほど……」

「一部始終じゃないですか！」

　恥ずかしさのあまり、アッシュは赤面してしまう。

「お願いですから、今すぐミラベルさんを運んでくれませんか？」

「ですが、姫様がこんなにも穏やかな寝顔をされているのは、本当に久しぶりで……無理に起こしてしまうのは、なんだかもったいない気がして……」

　そういって、ユニスはミラベルの寝顔に視線を向けた。

「もしかしたら、姫様はアッシュ様のことを──」

　だが、アッシュはユニスの言葉を最後まで聞くことはできなかった。

　部屋の扉が荒々しく開け放たれたかと思うと、

「アッシュ、今すぐ起きるのだ！」

　なんと、シルヴィアが慌ただしく駆けこんできたのである。

「たった今、ロートレアモン聖竜騎士団が到着したぞ！　さっさとユリエルの身柄を引き渡して──」

　あいにく、シルヴィアは最後まで言葉を続けることができなかった。

「アッシュ!?　こっ、これは一体どういうことだ？　エーコは相パ棒ルだから百歩譲って仕方ないにしても、ナヴィーにジェシカ、それに姉上とユニスまで……！」

　シルヴィアは顔面蒼そう白はくとなって、わなわなと全身を震わせている。

「なにごとですか、騒々しい……」

　と、鈴を振るような美声とともに、ついにミラベルが起き上がった。だが、まだ寝ね惚ぼけているのか、アッシュの肩にちょこんと顎あごを載せてくる。

「──っ！」

　アッシュはしゃっくりのような声を漏もらすと、ぴきっと硬直した。

　さらさらの銀髪が、アッシュの頰ほおに触れている。

　アッシュの肩に顎を載せたまま、ミラベルは不思議そうにつぶやいた。

「ユニス？　今朝のあなたは、なんだか……逞たくましいのね」

　どうやら、アッシュをユニスだと勘違いしている様子だった。

　およそ弱点のなさそうな〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉だが、朝にはかなり弱いようだ。以前、シルヴィアが「姉上は低血圧」と指摘していたのを思い出す。

　微笑ほほえましく思ったのも束つかの間ま、アッシュは目をみはった。

　ミラベルの身体を覆っていた掛け布団と毛布が、すとんと滑り落ちたのだ。

「うわっ！　ミラベルさん!?」

　薄絹一枚に包まれた上半身が、惜しげもなくさらされる。















　見てはいけないと思いつつ、アッシュはミラベルの肌から目が離せなくなった。

　雪白の肌は朝陽を浴びて、神々しいまでに輝いている。左の肩かた紐ひもが二の腕までずり落ちていて、そこはかとなく扇情的だ。思わずドキリとさせられた。

「えっ!?」

　アッシュの声を聞いて、ミラベルはようやく異変を察知した。ユニスだと思っていた相手が男の声で喋しやべったのだから、当然だろう。

　とろんとしていた双そう眸ぼうに、理知的な輝きが戻る。

「お、おはようございます……ミラベルさん」

　もはや逃げることもごまかすこともできず、アッシュは朝の挨拶を口にした。

「いやあああっ！」

　その直後、ミラベルの口から絹を裂くような悲鳴が響きわたる──。





　　　　◇






　魔導艦エスカヴァロンは、王国と騎士国を隔てる国境付近──騎士国側の山陰に身を潜めていた。

　ロートレアモン聖竜騎士団を出迎える役目は、アッシュとシルヴィアが務めることになった。

　ミラベルは茫ぼう然ぜん自じ失しつとなって、今も自室に閉じこもっている。

　そしてエーコをはじめ、乗員の大半は就寝中である。昨夜は激戦だったし、負傷者も少なくない。無理に起こすのは、さすがに悪いだろう。

　アッシュとシルヴィアが甲板に出ると、三体の聖竜マエストロが横一列に並んでいた。

　白銀の毛並みが朝陽を浴びて、壮観だった。

　中でも中央の一体は、頭部から胸部に至るまで、絢けん爛らんたる装身具で飾り立てている。

　──聖竜マエストロガラハッド。

　ロートレアモン聖竜騎士団の団長、ウルスラ・Ｌ・セルウィンの相パ棒ルであった。

　ふたりの副官を従えて、ウルスラはつかつかと歩み寄ってくる。

　聖女と呼んで崇あがめたくなるような、浮世離れした美び貌ぼう。

　星くずのように煌きらめく騎士甲かつ冑ちゆうは、ガラハッドが献けん呈ていした聖騎甲アークである。あたかも後光が射さしているかのようだ。

「シルヴィア殿下におかれましては──」

　その場で跪ひざまずこうとしたウルスラを、シルヴィアは制した。

「格式張った挨拶は不要だ。ところで……姉上は私の勝手な行為を、やはり怒っておられるのだろうか？」

　シルヴィアは騎士国の大使として、魔導艦エスカヴァロンに乗りこんだ──その行為について訊たずねているのだろう。

　教皇ラクエルⅣ世を乗せた神殿艦エスペランザを通じて、一連の状況は既にフォンティーン城にも伝わっている。

　だからこそ、ウルスラはこれほど迅速に動くことができたのだ。

　シルヴィアの独断専行も、ヴェロニカ第一王女には筒抜けのはずだった。

　ところが、ウルスラは首を横に振ったのである。

「いえ。最近のヴェロニカ殿下は、政治や軍事よりもむしろ、他のことに気を取られておられるご様子。シルヴィア殿下につきましては、特になにも……」

　シルヴィアは安あん堵どすると同時に、怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「そうなのか？　しかし、他のこととはなんなのだ？」

「具体的には、美容や服飾、そして……社交ダンスなどですね」

「えぇえええええええええっ!?」

　予想外の回答に、アッシュもシルヴィアも仰天した。

「……おい、アッシュ。まさかとは思うが、お前が絡んでいるのではあるまいな？」

　シルヴィアは半眼になっている。

「そっ、それは……！」

　アッシュは口ごもった。先日、フォンティーン城で開かれた晩ばん餐さん会かいを思いだす。

　ヴェロニカはアッシュのために、わざわざドレス姿で登場してくれた。しかもハプニングが発生し、アッシュの目の前で乳房をさらしてしまった──。

「ところで、ユリエル王子の身柄ですが」

　アッシュの雑念を破るように、ウルスラが本題を切り出した。

「ああ、コゼットがここまで連れてくる手て筈はずになっている。しばらく待つがいい」

　シルヴィアの言葉にうなずくと、ウルスラは視線を転じた。なぜだか、アッシュの顔をまじまじと見つめてくる。

　その聖女じみた美び貌ぼうを前に、アッシュは気恥ずかしくなった。

「アッシュ殿。オスカー殿を救うためとはいえ、この魔導艦を領土とする独立国家を立ち上げるとは。随分と、思い切ったことをなされましたね」

「……恐縮です」

「我がロートレアモン聖竜騎士団は、アッシュ殿に大きな借りがあります。なにかお困りの際は遠えん慮りよなく、我々を頼ってください。国家を運営していくには、それなりの苦労も出てくるでしょうから」

　ほんのりと微笑を浮かべ、ウルスラはアッシュに手をさしのべてきた。

「ありがとうございます、ウルスラ団長」

　アッシュも笑顔になると、その手を握り返す。聖女というより天使かもしれない……思わず、そんな他た愛あいのないことを考えてしまう。

「これは一体、どういうことだ!?」

　と、シルヴィアが啞あ然ぜんとしてつぶやいた。

「どうしたんだよ、姫様？」

　アッシュが不思議に思って訊たずねたが、シルヴィアはウルスラを凝視したままだ。

「……奇妙なことだな、ウルスラ団長。宮廷では〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉と呼ばれ、積極的に他人と関わろうとはしなかったあなたが、自分のほうから──しかも、男に対して握手を求めるなど……ゴシップ好きな記者たちに見せてやりたいくらいだ」

　ウルスラはアッシュの手を離すと、しばらく思案していたのだが、

「確かに、シルヴィア殿下の仰おつしやる通りです。今の行為は、およそ……わたくしらしくありませんでした。どうしてなのでしょう？」

　きょとんと小首をかしげた。栄えあるロートレアモン聖竜騎士団のトップとは思えないほど、無む垢くな表情を浮かべている。どうやら、ウルスラには天然な一面があるらしい。

「いや、私に訊きかれても困るのだが……」

　シルヴィアは調子を狂わされてしまったのだろう。腕組みをすると、そっぽを向いた。

「──お連れしましたわ」

　ちょうどそのとき、コゼットがユリエルを連れてきた。

「ほう。あのウルスラ団長自らのお出迎えとは、大儀だな」

「軽口を叩たたけるくらいには回復したようだな」

　アッシュが嘆息すると、ユリエルはニヒルな笑いを返してきた。

　昨夜、救出した時点では廃人同然の状態で、一時は再起不能かと思われたのだが、今では自分の足で歩いている。

「君たちが〈ユノネス〉と呼んでいる、あの医療装置のおかげだな。それについては、礼をいおう──」

「ユリエル第三王子。これより、あなたの身柄をフォンティーン城に移送します」

　と、ウルスラが厳げん粛しゆくな面持ちで告げた。

「了解だ。抵抗が無意味なのはわかっているし、今さら自害するつもりもないから、安心するがいい」

「その言葉、信じましょう」

　ウルスラはうなずくと、ユリエルを背後の副官たちに預けた。

　聖騎甲アークを装備した騎士たちに囲まれて、連行される寸前──。

「聞け、アッシュ」

　唐突に、ユリエルはアッシュを振り返った。

「魔薬〈ガラテア〉を調合した宮廷薬師は、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンという」

「……変わった名前だな。王国民でも騎士国民でもないようだけど」

「当然だ。彼女はエクブラッド人だからな」

　エクブラッド人と聞いて真っ先に思い浮かんだのは、やはりルッカの顔だった。

「薬草調合技術にかけて、キーラの右に出る者はいないだろう。オスカーを治療したいなら、彼女を捜さがすのが一番の近道だな」

「その薬師は今、どこにいる？　アーカム城か？」

「いや、しばらく城は離れている。それに、私が逮捕されたと知れば、二度とアーカム城には戻らんだろう。正直なところ、どうにも得体の知れん輩やからでな……」

「どんな風に得体が知れないんだ？」

　アッシュが訊たずねると、ユリエルは「ふっ」と鼻先で笑った。

「たとえば……私が魔薬〈ガラテア〉の調合を依頼した際、彼女はこんな交換条件をつきつけてきた。魔薬の材料として、六百六十六人分の命を要求する──とな」

「六百六十六人!?　〈ガラテア〉を調合するのに、それほどの命が？」

「いや、違う。〈ガラテア〉のために流された血は、せいぜい十人といったところだ」

「ということは……」

「そうだ。私が魔薬を欲したように、キーラもまた、なんらかの魔薬を調合したがっていたのさ。そのために必要な人命が、六百六十六人ということらしい。彼女がどんな魔薬を欲していたのか、それは不明だが……」

「じゃあ、お前がブレイスフォード領の人々を連行したのも？」

「ああ。〈ガラテア〉のためではなく、キーラの要求を満たしてやるためだった」

　アッシュは固唾かたずを吞のんだ。

　──キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセン。

　アッシュの想像以上に、危険な人物のようだった。

「だけど、ブレイスフォード領の人々はエスパーダ聖庁のおかげで解放されたわけだし、キーラの野望は閉ざされたってことだよな？」

　アッシュの問いに、しかし、ユリエルは首を横に振った。

「いや、ブレイスフォード領の人間は、あくまでも予備として捕らえるつもりだっただけだ。王都アーカムの刑務所だけで、キーラの要求はなんとか満たすことができた」

　ユリエルの涼しげな態度に、アッシュは怒りを覚えた。

「たとえ囚人とはいえ、お前は人の命をなんだと思っているんだ!?」

　と、ウルスラがスッと腕を伸ばし、アッシュを制した。

「アッシュ殿。お気持ちは解わかりますが、今は情報収集が最優先かと」

　ウルスラの澄んだ瞳に見つめられた途端、不思議と激情はやわらいだ。

「そうですね。すみません……」

　アッシュは気を取り直すと、新たな質問を口にした。

「キーラとやらがどこにいるのか、心当たりはあるのか？」

「残念ながら、彼女の行き先は私も聞いていない。ただ、騎士国の〈三つの森トライ＝フオレスト〉に関する文献を、しきりに読み漁あさっていたな」

　ユリエルの鋭い視線が、アッシュを射い貫ぬく。

「騎士国民なら当然、知っているだろう？」

「〈三つの森トライ＝フオレスト〉か。地理の授業で習った気もするけど……なんだっけ？」

　座学の苦手なアッシュは、ぽりぽりと頭を搔かいた。

「こら、アッシュ！　地理の授業で習っただろうが！」

　案の定、シルヴィアが憤然と叱しつ咤たを飛ばしてくる。

「アルビオンの森、ノームの森、そしてエクブラッドの森だ。ちゃんと覚えておけ！」

　アッシュが小さくなっていると、ユリエルが言葉を続けた。

「〈三つの森トライ＝フオレスト〉は、薬草の宝庫としても有名だからね。キーラが〈三つの森トライ＝フオレスト〉のどこかにいる可能性は高い」

「……探索するのは大変そうだけど、情報提供には感謝するよ」

　素直に礼を述べたアッシュとは対照的に、シルヴィアはユリエルを睥へい睨げいした。

「やけにあっさりと教えてくれたものだな、ユリエル。まさか罠わななんてことは？」

　ユリエルは肩をすくめて苦笑した。

「別に、お前たちのためでも、オスカーのためでもないさ。はっきりいえば、あまり時間がないのだよ」

　アッシュもシルヴィアも、首をかしげた。

「私とオスカーが不在となった今、いずれ王国内では、無能な王子たちによる内戦が勃ぼつ発ぱつするだろう」

「なんだと!?」

　アッシュとシルヴィアが異口同音に叫ぶ。

「なんといっても、王位継承権を持つ者は百人を超えるのだ。あまり長引くようだと、周辺諸国に飛び火する可能性もある」

「確かに、ユリエル王子の言葉にも一理ありますね」

　深刻そうな顔でつぶやいたのは、ウルスラだった。

「くっ、どうすればいいんだ？」

　アッシュは奥歯を嚙かみしめた。

「落ち着くがいい、アッシュ・ブレイク。まだ策はある」

　なぜだかユリエルは、憎たらしいほど泰然としている。

　今のユリエルは、まだ「王子」の顔をしていた。

「オスカーほどの傑物ならば、この国難を打破できる可能性はある。そうすれば、大臣どもや国民も認めざるを得ないだろう。オスカーが王国史上初の女王として、君臨することをな。実績さえ示せば、性別詐称の罪など些さ細さいなことだ──」





　　　　◇






　夜明けの空を駆けるウルスラたちを見送りつつ、アッシュは拳を握りしめた。

「一刻も早く、オスカーを魔薬の呪いから解き放とう」

「ああ、私も同じ気持ちだ」

　シルヴィアも胸を張って、アッシュの言葉に応えた。

　自然と互いの視線が交錯する──。

　ふいに、アッシュは思いだした。

　この甲板で、シルヴィアと濃厚なキスと抱擁を交わしたことを。

　そして別れ際、シルヴィアは恥ずかしそうに告げたのだ。

　──この続きは、お前が無事に帰ってきたらな！

　思いだした途端、アッシュは胸の高鳴りを覚えた。

「そっ、そんなに見つめるな……」

　シルヴィアも同じことを思いだしたのだろう。頰ほおを染めると、そわそわしてしまう。

　朝陽が、シルヴィアの金髪をきらきらと輝かせている。

　シルヴィアは軽く顎あごを上向けると、そっと目を閉じた。

　もはや言葉は要らなかった。アッシュはシルヴィアの肩に、おずおずと手を伸ばそうとして──ハッと我に返ると、周囲に視線を巡らせた。

「あらあら、わたくしのことはお気になさらずに。うふふふふ」

　案の定、背後にはコゼットが満面の笑みを浮かべて、ふたりのキスを今か今かと待ち受けているのだった。

「おっ、愚か者ぉおおおおおおおっ！」

　シルヴィアは耳たぶまで紅潮させると、逃げるように駆けだした。





"Crisis of The Kingdom ～A.S.B.1365.12～" is closed.















第二話　ルッカの過去









　午前八時を過ぎた頃──。

　生活居住区の食堂では、朝食を兼ねた会議が始まろうとしていた。

　団長のアッシュを筆頭に、エーコ、シルヴィア、ミラベル、レベッカ、ルッカ、ジェシカ、アーニャ、セレス、マックス、レイモンが顔を揃そろえている。ちなみに、食事が不要なナヴィーだけは、相変わらず不参加だった。

「…………」

　アッシュはちらりと、横目でミラベルの様子を窺うかがう。

　普段と変わらぬ、頭ず脳のう明めい晰せきな〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の表情だった。

　早朝の一件で、ミラベルはずっと自室に引きこもっていたのだ。ウルスラ団長の来訪にも顔を出さなかったのだから、かなりショックだったのだろう。そのミラベルがちゃんと列席していることに、アッシュはホッと安あん堵どした。

　食卓には、既に朝食がずらりと並んでいる。

　艦内食となると、どうしても保存食がメインになりがちだが、今朝は格別だった。

　焼きたてのロールパンに、ふわふわのプレーンオムレツ。焼き目のついた、香ばしいソーセージ。根菜たっぷりのスープ。蜂蜜がたっぷり入ったヨーグルト。飲み物はミルクティーである。

　さらには、作りたてのクレープも添えられていた。クレープといえばエーコの大好物。コゼットがエーコのために、気を利かせてくれたのだろう。

「アンサリヴァンに帰るまでは食べられないと思ってたけど……感激だわ！」

　エーコは感涙すら浮かべて、真っ先にクレープを頰ほお張ばった。

「ふにゅう～」

　もぐもぐと口を動かしながら、至福の表情を浮かべている。

　アッシュも釣られて、クレープを手に取った。一口囓かじってみる。

「んっ、これは……！」

　その途端、苺いちごの甘酸っぱさと、薄切り林りん檎ごのシャキシャキ感、そしてとろけるようなクリームが、舌の上で絶妙なハーモニーを奏でた。

　店で出せるクオリティだな……と、アッシュは感嘆した。

　厨ちゆう房ぼうでは、今もコゼットとユニスがてきぱきと働いている。竜綺華晶のおかげで、調理に必要な火力は充分のようだ。

「こんなに新鮮な食材、どうやって手に入れたんです？」

　アッシュが不思議に思って訊たずねると、コゼットは笑顔で振り返った。

「ウルスラ団長のお土産ですわ」

　そんな話は聞いていなかったので、アッシュは驚いた。支援物資をこっそり置いていくとは、ウルスラも粋なはからいをしたものだ。

　アッシュは心の中でウルスラに感謝すると、一同の顔をぐるりと見わたした。

「それでは、朝食を摂とりながらとなりますが……今後の方針について、話し合いたいと思います」

　誰もがアッシュに注目する。

　アッシュはまず、ユリエルから得た情報を伝えることにした。

「今朝、ロートレアモン聖竜騎士団のウルスラ団長に、ユリエル王子の身柄を引き渡したんですが……そのとき、ユリエル本人から意外な情報を得ることができました」

「ユリエルが？　信じても大丈夫なのかしら？」

　眉根を寄せたのは、ミラベルだった。

「俺も最初は罠わなの可能性を疑ったんですが、ユリエルなりに、王国の将来を案じているようでした。俺は信じても大丈夫だと思います」

「ユリエルは、君になにを伝えたんだ？」

　鋭く問いかけてきたのは、レベッカだ。昨夜は、あわやユリエルの魔手にかかるところだったが、順調に回復している。まだ本調子には遠いようだが、その程度で欠席するような〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉ではない。

「現状のままだと、いずれシェブロン王国では王位継承戦争が勃ぼつ発ぱつするそうです」

　アッシュの言葉に、食卓はしんと静まり返った。

「俺たちとしても、そんな状況は見すごせません。今回、俺は正しいことをしたつもりですし、ユリエルを倒したことを後悔はしていません。ですが、その結果、王国内で無用な内乱が続き、無む辜この民が苦しむようなことだけは……避けたいです」

「道理だな。私もアッシュに賛成だ」

　重々しくうなずいたのは、シルヴィアである。

「問題は、どうやって王位継承戦争を回避するかね。さすがに、このエスカヴァロンで王国全土を飛び回り、火種を消すのは大変でしょうし……」

　ミラベルは顎あごに指を添え、考えこんでいる。

　アッシュは再び、皆の顔を見回した。

「これもユリエルの言葉ですが、もはや内乱勃発を阻止できそうな実力者は、オスカーだけです。それに、オスカーが王国史上初の女王として即位するためには、やはりオスカー自身がすべての王子を屈服させるのが一番です」

「あなたのいいたいことは、解わかりました。わたくしたちが真っ先に為なすべきことは、オスカーの治療というわけね」

　ミラベルの言葉に、アッシュはうなずいた。

「はい。オスカーを魔薬〈ガラテア〉の呪いから解放しないことには、なにも始まらないというわけです」

「魔薬について、ユリエルから情報は得られなかったのか？　今のところ、不可解な点が多すぎるぞ……」

　もどかしそうに訊たずねてきたのは、セレスである。オスカーを心配するあまり、食事もほとんど喉を通らない様子だった。

「ユリエルからは、宮廷薬師の情報を聞くことができた。名前は、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセン──」

　──がたっ！

　その瞬間、激しい音が響きわたった。

　ルッカが椅子を蹴倒して、立ち上がったのだ。

　誰もがびっくりして、ルッカを眺めている。

　ひとたびガウェインに騎乗すれば、ルッカは〈天翔る妖精エルフイン・ダンサー〉としての天性を発揮する。

　だが、普段はおっとりしていて、動作も緩やかなのだ。そんなルッカが椅子を蹴倒すなど、この場の誰が想像できただろう。

「キーラは……キーラはどこにいるの!?」

　しかも、あのルッカとは思えないほど、鋭い声で叫んでいた。血の気が引いたような顔をして、ぷるぷると震えている。

　ルッカの異変に気け圧おされつつ、アッシュはなんとか答えた。

「キーラの居場所は、ユリエルも知らないそうだ。ただ、〈三つの森トライ＝フオレスト〉のどこかに向かった可能性があるとか……」

　それだけ聞けば充分とばかりに、ルッカは素早く駆けだした。

「……早く追いかけてあげなさい、アッシュ。団員の心のケアも、団長の務めよ」

　呆ぼう然ぜんとたたずむアッシュを促したのは、ミラベルである。

「うむ。いささか不本意ではあるが……あの様子、ただごとではなさそうだ。どうやら、その薬師とは浅からぬ縁があるようだな」

　シルヴィアも腕組みをしつつ、ぼそぼそと告げた。

「……ったく、仕方ないわね。ほら、さっさと捕まえてきなさいよ？」

　意外にも、エーコまでがアッシュの背を押してくれた。

　最近のエーコは、本当に大人びたと思う。

　アヴァロン聖竜皇として覚醒しただけでなく、アッシュに完全なる聖騎甲アークを献けん呈ていしたことで、心に余裕が生まれたのかもしれない。

「その代わり、あんたのクレープはあたしのモノよ！」

　アッシュが感心したそばから、エーコはひょいと手を伸ばす。一瞬の早業で、アッシュの皿からクレープを奪取した。

「待て待て、食べかけだぞ!?」

「今さら間接キスくらい……どうってことないでしょ？」

　エーコはほのかに頰ほおを染めると、アッシュの歯型が残るクレープを頰張った。

「『今さら間接キスくらい』、ですって!?　それは聞き捨てなりませんわね……」

　ぼそりと低い声でつぶやいたのは、ジェシカである。なにやら黒いオーラを全身から漂わせていた。

　いや、ジェシカだけではない。エーコの爆弾発言がきっかけで、いつしか女性陣の間には、不穏な空気がゆらゆらと流れていたのである。

「えっと、俺……行ってきます！」

　視線の槍やりを無数に浴びながら、アッシュは食堂をあとにした。





　　　　◇






「ルッカ！　待ってくれ！」

　艦内の廊下は狭く、そして入り組んでいる。見え隠れするルッカの背中を追いながら、アッシュは何度も呼びかけた。

　やがて、アッシュは格納庫の入口にたどり着いた。

「はぁ、はぁ……」

　格納庫の扉は半開きとなっている。竜族が好むアンサル・ハーブの香りが、ほのかに漏もれていた。

　アッシュは嫌な予感を覚えた。

「まさか……ガウェインに乗って出ていくつもりか!?」

　扉の隙間から身体を滑りこませると、四体の聖竜マエストロたち──クー・フリン、トリスタン、ランスロット、アリアンロッドの姿が目に入る。

　偉大なる聖竜マエストロたちに交ざって、水竜ハイドラリアンノンと地竜アーシアブリギットの姿もあった。

　どのドラゴンも朝食を終えたばかりで、のんびりと身体を休めている。

　だが、聖竜マエストロガウェインだけは例外だった。

　ルッカを乗せたガウェインは、甲板へと続くゲートの前に移動していた。

　ゲートは魔導式と機械式の複合型で、装置に内蔵された竜綺華晶が竜族の意思に感応し、自動的に開閉する仕組みが採用されている。

「待つんだルッカ！」

　全力で駆けるアッシュ。

「ガウェイン、早く！」

　ルッカが切羽詰まった声をあげる。

「今のルッカは正気じゃないんだ！　止まってくれ、ガウェイン！」

　ルッカの声をかき消すように、アッシュは叫んだ。

「ぐるるるる……」

　ガウェインは苦悩の唸うなりを漏らしつつ、うなだれた。

　──今だ……！

　ガウェインが逡しゆん巡じゆんしている隙をついて、アッシュはその背に飛び乗る。

「単騎で飛びだすなんて、ルッカらしくないぞ？」

「わたし、キーラに会う。会わなくちゃ……駄目なの」

「なぜ、そこまでキーラにこだわる？　お願いだから、事情を聞かせてくれないか？」

　アッシュはルッカの肩に手を置いた。

「……駄目」

　意外にも、ルッカはアッシュの手を振りはらった。そしてガウェインの首筋にすがりつくと、懇願するような口調で叫ぶ。

「わたしの言葉を聞いて、ガウェイン！」

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおお……！」

　ガウェインが唸うなりつつ、鎌首をもたげた。

　ゲートに埋めこまれた竜綺華晶が、まばゆく発光する。

　──ごごごごご……。

　重苦しい機械音とともに、ゲートが少しずつ開き始める。

　ガウェインの足もとを、朝陽が照らしだした。

「くっ……！」

　アッシュは拳を握りしめた。やはり、ガウェインは飼い主であるルッカの意志を優先させようとしているのだ。

　既にゲートは半分近く開いている。もう時間はない。

　アッシュは嫌な胸騒ぎを覚えた。

　ルッカとキーラの間には、ただならぬ過去が秘められているらしい。このままルッカを行かせてしまったら、もう二度と会えなくなるような気がした。

　──どんな手段を使っても、行かせるわけにはいかない！

　決意は一瞬だった。

　ルッカが離脱するためには、絶対にガウェインが必要となる。「将を射んと欲すれば、まず馬を射よ」──このとき、アッシュはそんな格言を思い出していた。

「ごめんな、ルッカ！」

　アッシュは先に謝ると、両腕に渾こん身しんの力をこめた。

「ふえっ!?」

　あまり感情を表に出さないルッカが、驚きよう愕がくの声をあげる。

　アッシュは一瞬にして、ルッカを横抱きにしていた。

　いわゆる「お姫様抱っこ」である。

　その結果、ルッカの身体は完全にガウェインから離れた。

　今ではもう、ガウェインの背に跨またがっているのはアッシュだけなのだ。

「ぐるるる……」

　案の定、ガウェインは突然の騎手交代に戸惑っている。

　アッシュは〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟としての特性を利用して、ガウェインの主導権を奪ったのだった。

「駄目！　私、キーラに会わなくちゃいけないの……飛んで、ガウェイン！」

　アッシュに横抱きにされたまま、しかし、まだルッカは諦めていなかった。

「ぐぉおおおおおおおおん！」

　ガウェインが吼ほえた。その意思に反応し、さらにゲートが開いていく。冷たい風が格納庫に吹きこんでくる。

「くっ！　やっぱり飼い主の命令が優先されるのか!?　いや、まだ諦めないぞ！」

　過去に様々なドラゴンを乗りこなしてきたように、アッシュはガウェインに思念の糸を伸ばしていく。

「ぐるるるるっ！」

　ガウェインは憤ふん怒ぬの唸うなりを漏もらしながらも、食い下がった。

「くっ。さすがはガウェインといったところか……」

　ガウェインが他のドラゴンよりも手て強ごわいのは、選抜合宿で嫌というほど思い知らされている。

　あのとき、アッシュは何度もガウェインに挑んだ結果、重傷を負う羽目となった。

　だが、アッシュも当時と比べれば成長している。

　なんといっても、アヴァロン聖竜皇たるエーコを乗りこなしているのだから。

「もっとだ、もっと──」

　アッシュは全神経を集中させると、思念の糸をさらに伸ばしていく。大樹の根が大地に張り巡らされるようなイメージで、少しずつガウェインを追い詰めていった。

　その刹那──ぴくっ……と、ガウェインの身体が震えた。

「うぐるぅうううううううううう……！」

　先ほどまでとは調子の違う唸り声が漏れた。

　アッシュの介入に必死で抵抗しているのだろう。















　逆にいえば、アッシュの騎乗が効いているという証明でもあった。

　今がチャンスだと、アッシュは確信する。

「〈アヴァロンの騎士〉として命じる！　俺を信じろ、ガウェイン！　本当にルッカのためを想おもうなら、ここに留とどまってくれ！」

「ぐおぉおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　ガウェインが背中をのけ反らせる。両手がふさがっているアッシュは、左右の太ももでガウェインの背をしっかりと挟みこみながら、なんとかこらえた。

「安心しろ！　ルッカは必ず俺が護まもる！」

　アッシュの決意を受けて──。

「くぅうううん……」

　ガウェインはゲートの前から離れると、その場で膝を屈した。

　半開きとなったゲートが自動的に閉ざされて、静せい寂じやくが戻った。




「大丈夫か、ルッカ？」

　アッシュはルッカを抱いたまま、ガウェインから飛び降りた。そして、ルッカを床に立たせてやる。

「アッシュ、強引……」

　ルッカはうつむき加減に、ぼそぼそとつぶやいた。

「それに、こんな形で〝お姫様抱っこ〟なんて……してほしくなかった」

　ちょっぴり拗すねた表情を浮かべるルッカ。

　ぼんやりしているようで、根は乙女なのだろう。

「ごめん！　だけど、どう見てもルッカは自分を見失っていたし……。俺、絶対にルッカを行かせるわけにはいかないって、そう思ったんだ」

「……私を、心配してくれたの？」

「当たり前じゃないか！　お願いだから、ひとりで全部を抱えこもうとしないでほしい。俺にできることなら、なんでも協力する。さっきガウェインにも約束したしな」

　ちらりとガウェインを窺うかがうと、「うぉん！」と勇ましい声が返ってきた。

「アッシュ……」

「もしかしたら、嫌なことを思い出させてしまうのかもしれない。だけど、ルッカの過去になにがあったのか、教えてくれないか？」

　アッシュは真しん摯しな気持ちで、ルッカを見つめた。

　ルッカはしばらく唇を震わせていたが、やがて意を決したように顔を上げた。

「今のわたし……まだ混乱してる。うまく話せる自信……ない」

「そうか……」

　やはりルッカにとって、キーラとの過去はかなりデリケートな問題のようだ。

　気持ちの整理がつくまで、少し待ったほうがいいかもしれない──アッシュがそんな風に考えていたら、

「今夜、十時頃……甲板に来て」

　意外な申し出が、ルッカの唇から紡がれた。

「えっ!?」

「わたし、待ってるから……」

　ルッカはアッシュの耳もとでささやくと、パタパタと駆けだした。





　　　　◇






　アッシュは単身、食堂に戻った。

「ルッカと話はできたのか？」

　開口一番、シルヴィアが問いかけてくる。

「ああ、ちゃんと話せたよ。ガウェインに乗って離脱する寸前だったんだけど、間一髪で間に合った」

「単騎で離脱か。あのルッカとは思えない行動だな……」

　レベッカが心配そうにつぶやく。

「それで、アッシュ？　ルッカとキーラの関係は聞き出せたの？」

　冷静な口調で訊たずねてきたのは、ミラベルである。

「えっと、気持ちの整理がつくまで、少し待ってほしいとのことです。だけど、必ず話してくれると、俺は信じています」

　今夜、甲板で会う約束をしたことは、あえて黙っておいた。

　下手に口にしてしまうと、エーコやシルヴィア、そしてジェシカあたりは「自分も一緒に行く」と主張しそうな気がしたのだ。

「それでは、ルッカの件についてはアッシュに一任します。問題なのは、オスカーを治療するために、アヴァロン聖竜皇騎士団にできることはなにか……ということね」

　ミラベルの言葉を聞いて、誰もが真剣にうなずいたが、どの表情も暗い。

　アッシュ自身、どうすればオスカーを救うことができるのか、見当もつかない。

　生きた人間が材料だという、非人道的な薬物──それが魔薬である。

　解毒剤の調合法など想像もつかないし、そもそも解毒剤が存在するのかどうかも、定かではないのだ。

　やはりキーラを捜索するのが一番の近道なのだろうか。だが、〈三つの森トライ＝フオレスト〉の中からキーラを探しだすなど、砂漠で一粒の砂金を見つける行為に等しい。

「……………………」

　おそらく、誰もがアッシュと同じことを考えているのだろう。食堂は重苦しい沈黙に支配されつつあった。

　と、ミラベルが顔をあげると、冷徹な眼まな差ざしを向けた。

「これは、わたくし個人の案だけど……エクブラッド人自治区になら、魔薬〈ガラテア〉に詳しい者がいるかもしれないわ。運が良ければ、解毒剤について知っている薬師に会えるかもしれないし」

「それは名案です、姉上！」

　シルヴィアがグッと拳を握りしめる。

「あたしも賛成だ！」

　セレスも手を挙げて、同意を示した。その隻せき眼がんは、暗闇に射さしこんだ一条の光を見つめているかのようだった。

　アッシュをはじめ、他の面々もうなずいている。

「特に反対意見はないようね。それでは、システム・メンテナンスを終わり次第、我々はエクブラッド人自治区を目指しましょう」

「メンテナンスには、どのくらいかかる予定ですか？」

　アッシュが訊たずねると、ミラベルはしばらく思案したのちに答えた。

「そうね。早ければ、明日の早朝には離陸できるはずよ」

　かくして、朝の会議は幕を閉じた。





　　　　◇






「……そろそろだな」

　暗がりの中、アッシュは銀時計の蓋を閉じると、ゆっくり上半身を起こした。

　ルッカとの約束の時間が、刻一刻と近づいている。

　結局、ルッカは自室に閉じこもったまま、一度も顔を出さなかった。それでもアッシュはルッカを信じ、無理に会おうとはしなかった。

　そして、夜が訪れた。

「くぅ～。すぴぃ……すぅ～……」

　すぐ隣では、エーコが大の字になって熟じゆく睡すいしている。

　これがアポロ舎のベッドだったら、アッシュは床に落とされているところだろう。この寝室のベッドは充分に広いので、エーコの寝相の悪さにも対応できるのだった。もっとも、そのせいか甘あま嚙がみの頻度が増えているような気もするのだが。

　エーコの純じゆん真しん無む垢くな寝顔を見ていると、こっそり部屋を抜け出すことに後ろめたさを覚えたが、ルッカとの約束を破るわけにはいかない。

　アッシュは音をたてないよう、抜き足差し足で寝室をあとにした。

　甲板を目指して、常夜灯にうっすらと照らされた廊下を進む。

　皆は既に寝静まっているのだろう。基本、艦内での生活パターンは、学生寮に合わせているのだ。

　やや緊張感を覚えつつ、アッシュは甲板へと続く扉を開放した。

　重たげな金属音とともに、冷たい夜気が忍びこんでくる。

「寒っ……！」

　アッシュがつぶやいた途端、唇から真っ白な吐息が漏もれた。

　外に一歩を踏みだすと、世界は冷たい夜に覆われている。

　細い月が、夜天の一角をほのかに照らしていた。

　ルッカの姿は──いちいち捜さがすまでもなかった。

　神秘的な月明かりのもと、ルッカは甲板の縁にひっそりとたたずんでいる。アッシュの気配に気づくと、こちらを振り返った。

　後光が射さしているかのように、ルッカの肢体はほんのりと輝いている。

　まさしく、妖精の美しさだった。

「寒くないか？」

　ルッカの服装を見て、アッシュは少し心配になった。ルッカは薄地の寝間着の上に、外がい套とうを羽織っただけの格好なのだ。

「これくらい、エクブラッド人なら平気。ここ、座って」

　ルッカはあっさり応えると、アッシュをうながした。

　足もとには、エクブラッド風の敷物が広げられている。その上には、数種類のハーブや擂すり鉢ばち、魔導式のコンロなど、薬師の工房に置かれていそうな道具が並んでいた。

「一緒に、お茶……しながらじゃ駄目？　そのほうが、うまく話せる……と思う」

「解わかった」

　アッシュはうなずくと、敷物の上に腰をおろした。




「わたしが五歳の頃、エクブラッドの森で、感染病……流は行やった。薬草も全然、効かなくて……たくさんのエクブラッド人、亡くなった。わたしの両親も──」

　普段のルッカからは想像もつかない過去に、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「孤児になったわたし、ヘンリクセン家に引き取られた……」

「ヘンリクセンって、キーラの家か？」

　アッシュは思わず身を乗りだした。

「うん。名家のひとつ……。わたしの他にも、孤児を何人も受けいれてた」

「じゃあ、キーラの親がルッカを養子として迎えたってわけか……」

　アッシュがつぶやくと、ルッカは首を横に振った。

「養子、違う。召使いの卵として、雇われただけ」

「そうか……」

「だけど、〝働く〟という意識……ほとんど、なかった。わたしの役目、キーラの遊び相手だったから」

「キーラはどんな子だったんだ？」

「わたしと同い年。誕生日も、たまたま同じ日だった。いつも笑顔で、明るくて……行動力もあった。薬草術よりも、狩りが好きな女の子……」

　薬草を擂すりつぶしながら、ルッカは遠い目をした。




　キーラはルッカの手を引いて、毎日のように森の中を駆け回ったという。

　ルッカの他にも召使いはたくさんいたし、ルッカは人と話すのが苦手で、あまり仕事も得意ではなかったのだが──キーラは特にルッカを可愛かわいがった。

　最初は戸惑うばかりだったが、やがてルッカも召使いではなく、友達としてキーラに接するようになる。

　いつしか、お嬢様と召使いという壁は、完全に消え失せていた。

　そんなキーラは、竜騎士ドラグナーに心底、憧れていた──。




「……粗茶だけど」

　ルッカは碗わんに薬草茶を注ぐと、アッシュに差しだした。

「ああ、ありがとう」

　アッシュは居住まいを正すと、碗に口をつける。生姜ジンジヤーとレモンの香りがした。一口すすっただけで、身体の芯からポカポカと暖まってくる。

　ルッカの淹いれた茶といえば、その絶大な効果とは対照的に、見た目も味も奇抜なことが多いのだが、これは例外だった。日常的に飲みたいと思ったほどだ。

「美う味まいな。なんていうお茶なんだ？」

　誉ほめられるとは予想外だったのか、ルッカはもじもじと恥じらっていたが、やがて真顔に戻った。

「名前、特にない。ヘンリクセン家に、代々伝わるハーブティー。あの家の召使いは、真っ先に……このお茶の淹れ方を教わるの」

　ルッカは膝の上で小さな拳を握りしめると、うつむいた。

「そして、このハーブティー……キーラの好物だった」

　おそらく、これはルッカとキーラの友情を象徴する薬草茶なのだろう。

　アッシュは茶を飲み干すと、静かに碗わんを置いた。

「……七歳の誕生日を迎えたキーラとわたしに、お城から通知が来た」

「〈オーファンの儀〉だな？」

　ルッカは顔をあげると、かすかにうなずいた。

「キーラには、とても大きな夢、あった」

「竜騎士ドラグナーになるとか？」

「それは、大前提。キーラの夢は〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うこと」

「聞いたことがないな。それって、何番目の舞になるんだ？」

「〝双翼の誓雨オラトリオ〟は、特別。零ゼロ番目なの」

「零ゼロ!?　一体、どんな演舞なんだ？」

「詳しいこと、一部の大人しか知らない」

「そうか……」

「だけど、これだけは確か。実演するには、二騎の竜騎士ドラグナー、必要……」

　ルッカの言葉に、アッシュはハッと顔をあげた。

「なるほどな。だから〝双翼〟ってわけか」

　ルッカが単騎で披露した壱から参番目の舞ですら、その旋回速度は驚異的だった。ましてや二騎で舞うともなれば、互いの呼吸が完全に合っていなければ無理だろう。

　そこまで聞いて、アッシュは気づいた。

「……そうか。キーラが一緒に〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞いたいと思っていた相手は、ルッカなんだな？」

「……………………」

　見る見るうちに、ルッカは表情を曇らせた。

　よく見ると、小刻みに肩を震わせている。その姿は、抗あらがいようのない現実を前に、必死で耐えているように映った。

　アッシュは、ルッカと初めて会ったときのことを思いだした。

　あのとき、レベッカは明言したのだ。

　──今現在、この学院に通っているエクブラッド人は、ルッカだけだ。

「マザー・ドラゴンはルッカだけを選んで、キーラは選ばなかったのか……」

　ルッカは無言でうなずくと、しょぼんと肩を落とした。

　冷たい夜風が、甲板の上をサッと吹き抜けた。





　　　　◇






　ルッカを部屋まで送ったあと、アッシュは自室に戻った。

　正直、ルッカをひとりにしておくのは心配だったが、

　──わたしはもう、大丈夫。

　別れ際、ルッカは耳をぴんと立てて、宣言したのだった。

　過去を打ち明けたことで、少しは気が楽になったのなら良いのだけど……と、アッシュは思った。

　物音をたてないよう、目の前の扉をそっと開く。

　その途端、目が合った。

「おわあああああっ！」

　アッシュはびっくり仰天して、尻餅をついた。

「……随分と遅いお帰りだったわね？」

　扉がバァン！　と開け放たれ、寝間着姿のエーコが現れた。携帯用の竜華灯を、胸の前に掲げている。

「エーコ!?　どうして？」

「いつまでも、あたしをお子様扱いしてるんじゃないわよ。夜中に目を覚ますことだってあるんだからね？」

「そうか……。それはともかく、さっさと寝るぞ。夜更かししてたら、明日の朝がつらくなるしな」

　アッシュはエーコの頭にポンと手を置くと、部屋に足を踏み入れた。事実、自分の部屋に戻った途端、眠気がドッと押しよせてきたのだ。

　あいにく、アッシュの希望は叶かなえられなかった。

「んがっ!?」

　エーコが背後から、襟首をむんずとつかんできたのである。

「……エーコ？」

「真夜中に部屋をこっそり抜け出して、あんたが、どこで、誰と、なにをしていたのか……まだ聞いてないわよ？　あとでナヴィーから聞いてもいいんだけど、自分の口でちゃんと報告したらどうかしら？」

「そ、そうだな」

　アッシュは観念すると、事情を説明することにした。




「──と、いうわけだ」

　アッシュが語っているうちに、エーコの表情は次第に真剣なものに変わっていった。

「それで、ルッカがドラゴンとの契約を果たしたあとは、どうなったの？」

「ルッカの人生は変わった。ドラゴンの幼生オーフアンを授かった功績を買われて、統領の養子として迎えられたそうだ」

「トウリョウ……って、なに？」

　まだ幼いエーコには、聞き慣れない単語だったようだ。

「まあ、エクブラッド人自治区における王様みたいなもんかな。王様とは違って、世襲制ではないんだけど」

「ふうん……」

「つまり、ヘンリクセン家の召使いに過ぎなかった女の子が、一夜にしてお姫様のような立場を手に入れたってわけだ」

「キーラとしては、やっぱり複雑な心境だったのかしら？」

　アッシュは重々しくうなずいた。

「だろうな。ルッカの話によれば、キーラの心は荒すさみきってしまったらしい。ルッカに対しても、邪険な態度をとるようになった。その上、魔薬に強い興味を示すようになって……ついにはエクブラッド人が厳しく管理していた禁書──『魔薬学大全』を盗み出し、里抜けしてしまったんだとか……」

　今でもキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンは、エクブラッド人自治区内では重罪人として指名手配されているそうだ。

　もし、キーラもドラゴンの幼生オーフアンを授かっていたら。

　あるいは、キーラもルッカも落選していたら。

　ふたりの仲がこんな形で引き裂かれることは、なかったのかもしれない。

「マザー・ドラゴンに悪気はなかったと思うけど、やるせない話だよな……」

「はあ!?　あんた、なにいってるのよ！」

　突然、エーコがぷりぷりと怒りだしたので、アッシュはビクッとした。

「本っ当の本当に友達だったら！　たとえ自分が選ばれなかったとしても、そこはルッカを祝福すべきでしょうが！」

　エーコの鋭い指摘に、アッシュはハッとした。

「確かに、そうだ。それが友達ってもんだよな」

　問題なのは、今現在のキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンが、なにを企たくらんでいるのか──ということだ。

　ユリエルが残した言葉が、ふと胸をよぎる。

　──私が魔薬を欲したように、キーラもまた、なんらかの魔薬を調合したがっていたのさ。そのために必要な人命が、六百六十六人ということらしい。

　六百六十六人もの命を要する魔薬が、この世界にいかなる影響を及ぼすのか？

　今のアッシュには、まだ想像もつかない。

　それでも、ひとつだけ断言できることがあった。

「ルッカのためにも、オスカーのためにも──そしてキーラ自身のためにも、俺たちが止めないとな」

　アッシュは決然として、拳をグッと握りしめた。

「……！」

　と、アッシュの横顔を眺めていたエーコが、ポッと頰ほおを赤らめる。そして、自分の鼓動を確かめるように、手で胸を押さえた。

「……エーコ？　どうかしたのか？」

　アッシュはきょとんとして、エーコの顔を覗のぞきこもうとしたのだが──。

「なっ、なんでもないわよ！　別に、今のアッシュがちょっとだけカッコ良かったとか……そんなこと、これっぽっちも思ってないんだからねっ！」

　エーコは逃げるようにベッドに潜りこむと、頭から毛布を引ひっ被かぶったのだった。





"The Shackles of Convention ～A.S.B.1365.12～" is closed.















第三話　聖なる森～エクブラッド人自治区～









　翌朝。魔導艦エスカヴァロンは予定通り、エクブラッド人自治区を目指して離陸した。

　天気は快晴で、冬場とは思えないほど暖かく、風も穏やかだった。

　おかげで、航行は順調に進み──。

　アッシュたちの眼下に「エクブラッドの森」が見えてきたのは、午後に差しかかった頃のことだった。





　　　　◇






「おぉおおおおおおんっ！」

　エスカヴァロンが森の入口付近に着陸するなり、格納庫で休んでいたドラゴンたちは意気揚々と飛びだして、森を目指した。

　──五体の聖竜マエストロに、地竜アーシアと水竜ハイドラが一体ずつ。

　広大な森林地帯は、あっという間にドラゴンたちを吞のみこんだ。

　一般に、竜族は神聖な森を好む。〈三つの森トライ＝フオレスト〉のひとつ──エクブラッドの森ともなれば、なおさらだろう。

「飛行中、ずっと格納庫の中に閉じこめられていたんだ。好きなようにさせてやろう」

　竜族たちを見送ると、レベッカが苦笑交じりにつぶやいた。

「そうですね」

　相づちを打ったアッシュの脇では、エーコが気持ちよさそうに伸びをした。

「う～ん、空気がおいしいわね！　あたしもお昼寝したくなってきたわ」

　エーコ自身、一刻も早く森の中に入りたくて、ウズウズしているのだろう。幼竜の証あかしである角も艶つやを増して、淡い光を放っている。

「アッシュ」

　と、ルッカがアッシュの前に進み出た。

「案内……わたしに任せて」

「ああ、頼む。いったん森の中に入ったら、ルッカだけが頼りだからな」

　アッシュの言葉に、ルッカはほんのりと頰ほおを染めた。

「む！」

　その途端、エーコたちの視線が背中に突き刺さったので、アッシュはドギマギした。




　ルッカを先頭に、アッシュたちは徒歩で森に入った。

　いきなり大所帯で押しかけるのは失礼な気がしたので、森に入るメンバーは事前に決めてあった。

　まずは案内役として、ルッカ。

　アヴァロン聖竜皇騎士団の代表として、アッシュ。

　アヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいにして、アッシュの相パ棒ルを務めるエーコ。

　騎士国の第四王女にして、エスカヴァロンに駐在する大使でもあるシルヴィア。

　シルヴィアの付き人として、コゼット。

　アンサリヴァン騎竜学院の生徒会長であり、交渉術にも長たけたレベッカ。

　そして、生き人形と化したオスカーと、その介護役であるセレス。オスカーは歩けないので、車椅子に乗せてセレスが押すことになった。

　残念ながら、ミラベルは艦内に居残ることになった。アッシュとしては同行してほしかったし、ミラベル自身、古代のエルフとつながりのあるエクブラッド人には興味津々の様子だったが──魔導艦エスカヴァロンについては、まだまだ未知の部分が多く残されている。停泊している間に、解析作業を進めたいとのことだった。

　ルッカに先導されて、アッシュたちは歩き続ける。

　生い茂る枝が天蓋を形成し、わずかな木こ漏もれ日が天の恵みのように感じられた。

　目指すは、エクブラッド人自治区を治める統領の屋敷である。

「なあ、ルッカ。統領ってのは、どんな人なんだ？　なんだか恐こわそうなイメージがあるんだけど……」

　アッシュが前を往ゆく背中に声をかけると、

「厳しいけど、優しい人。みんな、尊敬してる」

　ぼんやりとしたルッカにしては珍しく、即答が返ってきた。

　どうやら、かなり求心力のある統領らしい。それほどの人物ならば、魔薬について重要な手がかりを知っているかもしれない。

「ん……？」

　ふと、アッシュは気づいた。

　樹上に点在する、小屋のような建造物が目に留まったのだ。

「あれは一体……？」

　アッシュが樹上を指さすと、ルッカも樹上を見上げた。

「エクブラッド式の、住居。エクブラッド人、みんな樹の上で暮らしてる」

「へえ、そいつは初耳だな」

　ちょっとした観光気分で、アッシュが樹上の家々を眺めやったそのとき、

「──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　そんな叫びが聞こえたかと思うと、森の中が急に騒然となった。

　まるで森そのものに生命が宿り、ドッと騒ぎ始めたかのようだ。

　驚いた野鳥たちが、いっせいに羽ばたく。

　さらには、太鼓や笛、竪たて琴ごとの音色も聞こえてきた。

「待て待て！　一体、なにが起こっているんだ!?」

　アッシュは思わず立ちすくんだ。

「ちょっと、うるさいわよっ!?」

　エーコも身震いすると、アッシュの腕にすがりつく。

「はわわっ！　ま、まさか……超古代の怨霊か!?」

　シルヴィアは顔面蒼そう白はくになって、コゼットに抱きついている。

「あらあら、まあまあ」

　さすがはコゼットというべきか、こんな場合でも動じることなく、シルヴィアの背を優しく撫なでていた。もっとも、コゼットが狼ろう狽ばいしている姿など想像もつかないが。

「……………………」

　レベッカとセレスは、車椅子のオスカーをかばうように立つと、油断なく周囲に視線を飛ばしている。

「──統領ラースの娘、ルッカが帰ってきたぞ！」

　と、はるか遠くから、そんな叫び声が聞こえてきた。

「もしかして、ルッカの知り合いか？」

　アッシュがおそるおそる訊たずねると、

「いつものことだから……」

　ルッカは恥ずかしそうに、頰ほおを染めてうつむいた。

　そのときだった。

「ルッカよ！　冬季休暇には少し早いようだが、なにゆえ帰ってきた？」

　峻しゆん厳げんとした声が、朗々と響きわたったのである。

　やがて、ずしん、ずしん……と、森を揺るがすような地響きとともに、森の奥から一騎の竜騎士ドラグナーが現れる。

　精せい悍かんな顔つきをした、エクブラッド人の男だった。

　年の頃は四十代半ばといったところだろうか。

　すらりとした長身に、たくましい筋肉。

　亜麻色を基調とした、エクブラッド式の民族衣装。

　首飾りや腕輪など、エキゾティックな装身具の数々。

　とにかく野性味にあふれていて、エクブラッド人と聞いて誰もが思い浮かべるイメージとは、大きくかけ離れている。肌は健康的に日焼けしているし、妖精さながらの繊せん細さいさとも無縁だった。

　そして、極めつけは独特の騎乗スタイルである。聖竜マエストロの頭部に胡座あぐらをかいているのだ。もし、騎竜学院で生徒が同じことをしたら、教官から「行儀が悪い！」と大目玉を食らうだろう。

　男はアッシュを一いち瞥べつすると、朗々と名のりをあげた。

「我が名はラース・ノルデンショルド・サーリネン！　エクブラッド人自治区の統領である！」





　　　　◇






　統領の屋敷は、森の奥地にあった。

「すごいな……」

　アッシュはぽかんとして、頭上を仰いだ。

　おとぎ話にでも登場しそうな、規格外に大きな広葉樹。その上に、エクブラッド様式の建築物が建てられているのだ。

　樹木の生長に合わせて、改築を繰り返してきたのだろう。複数の木造建築を組み合わせたような、複雑怪奇な外観だった。

　ラースは飼い竜の頭から華麗に跳ちよう躍やくすると、樹上の玄関先に降り立った。だが、アッシュたちはそうもいかない。

　と、ラースが気を利かせ、縄なわ梯ばし子ごを降ろしてくれた。

「そこから上るといい」

　アッシュは縄梯子の先端をつかむと、背後を振り返った。

「えっと、誰から上る？　俺は最後でいいけど」

　アッシュとしては騎士道精神に則のつとり、女性を優先させようとしただけだったのだが、それが裏目に出た。

「おい、アッシュ。お前はそんなにも……私たちの下着を見たいのか？」

　握りしめた拳をぷるぷると震わせながら、シルヴィアが抗議する。

　今さらながら、アッシュは気づいた。

　そう、女性陣は皆、スカートを穿はいているのだ。

「き、気づかなくてごめん！　じゃあ、俺が先に上るから」

「当たり前だ！」

　シルヴィアの叱責から逃げるように、アッシュは慌てて縄梯子を上る。

　アッシュが樹上にたどり着くと、エーコ、シルヴィア、レベッカ、コゼット、そしてルッカの順に続いた。

　最後に、セレスとオスカーの番が訪れた。

「大丈夫か、セレス!?」

「あたしを舐なめるなよ！　手を貸す必要はないからな！」

　強情なセレスは、頑として協力を拒むと、ドレス姿のオスカーを背負った。が、ただでさえ縄なわ梯ばし子ごは不安定で、四苦八苦している。

　かといって、縄梯子に意識を集中しようとすると、今度はオスカーが転落しそうになってしまうのだった。

「──うぉん」

　と、樹の下で昼寝モードに入りつつあったドラゴン──ラースの相パ棒ルを務める聖竜マエストロが、のっそりと立ち上がった。

「へっ!?　ちょっ、待て……！」

　目を白黒させながら、セレスが戸惑いの声を漏もらす。が、聖竜マエストロは意にも介さず、ひょいと前肢を伸ばした。そしてセレスとオスカーを載せると、軽々と持ちあげる。

　あっという間に、セレスとオスカーは統領宅の玄関先に運ばれていた。

　のみならず、聖竜マエストロはオスカー用の車椅子を器用にくわえると、再び昇降機の役目を果たしてくれた。

「あ、ありがとう……」

　セレスが呆ほうけた顔で礼を述べると、

「ふぉおおん」

　聖竜マエストロは眠たげな声で応じると、昼寝を再開したのだった。





　　　　◇






　召使いの女性に案内され、アッシュたちは応接間に通された。

　床に直接座るタイプの、風変わりな部屋だった。壁際には香炉が置かれ、シダーウッドの香りが漂っている。

　驚くべきは、とても樹上の屋敷とは思えないほど、広々とした空間が確保されていることだった。

「──待たせたな」

　やがて、ラースが応接間に現れた。どっかり胡座あぐらをかくと、一同の顔を見回す。

「は、はじめまして。アッシュ・ブレイクと申します……」

　ラースの迫力に気け圧おされつつも、アッシュは名のった。

「ほう、そなたがアッシュ・ブレイク殿か。噂うわさは聞いておるぞ。相パ棒ルのエーコとともにフォンティーン城を死守したと思ったら、今度は魔導艦エスカヴァロンを領土とする独立国家を立ち上げて、あのユリエル王子に一泡吹かせたそうではないか」

「そこまでご存ぞん知じなんですか!?」

「無論だ。騎士国政府とエクブラッド人自治区は、密接に結びついておるからな。そうした情報はすぐさま、わしにも届くようになっておる。さすがに、ルッカまでがエスカヴァロンに同乗していたとは予想外だったが……」

　そういって、ラースはじろりとアッシュを見据えた。

　今さらながら、アッシュは重大な事実に気がついた。シルヴィアと同じように、ルッカもまた、王女に相当する身分ではないのか──と。

「たっ、大切なお嬢さんを巻きこんでしまったこと……まずかったでしょうか？」

　アッシュはブルブルと震えつつ訊たずねたのだが、

「いや、構わぬぞ」

　ラースはあっさりと了承して、アッシュを拍子抜けさせた。

「選抜合宿の話も、ルッカ本人から聞いておる。アッシュ殿のおかげで、ルッカは再びガウェインに騎乗できるようになったし、騎き竜りゆう演えん舞ぶを成功させることができたのだ。親として、厚く礼を申す」

「あっ、頭を上げてください！」

　意外な展開に、アッシュは恐縮するばかりだったが、頭を上げたラースが次に放った言葉には、さらに驚かされた。

「随分と奥ゆかしい性格なのだな、アッシュ殿は。なるほど、ルッカがそなたに惚ほれてしまったのも、解わかる気がするぞ。はっはっは！」

「おっ、お義と父う様……！」

　ルッカが真っ赤になって制止の声をあげたが、ラースは豪快に笑うばかり。騎士王パラデインオズワルドと違って、娘の恋愛には寛容な父親らしい。

　と、ラースは真顔に戻ると、今度はエーコのほうを向いた。

「竜の角を生やした少女……なるほど、そなたが幼竜エーコか。いや、もはやアヴァロン聖竜皇のエーコ殿と呼ぶべきかな？」

「べ、別に、ただのエーコでいいけど……」

　エーコは照れ臭そうに、うつむいてしまった。

　次にラースが注目したのは、シルヴィアだった。

「そちらは……もしやシルヴィア殿下ではありませんか？」

「うむ。久しぶりだな、ラース殿」

　さわやかに微笑ほほえむシルヴィア。どうやら、ラースとは面識があるようだ。エクブラッドの統領ともなれば、フォンティーン城に足を運ぶ機会も少なくないのだろう。

「はっはっ。学生服をお召しになっているので、なかなか気づきませんでしたぞ。それにしても、わざわざ殿下までがお越しになったということは……どうやら、よほどの難事を抱えておいでらしい」

　そういって、ラースはオスカーのほうに鋭い一いち瞥べつをくれた。

　アッシュたちの後方、オスカーはビスクドールさながら、車椅子に腰掛けている。

　アッシュは居住まいを正すと、これまでの経緯を説明することにした。

「実は、俺たちはオスカーを治療する方法を探しているんです──」




　アッシュが話し終えると、ラースはオスカーの脇に移動した。しばらくオスカーの様子を観察していたが、

「……ううむ。なんとも面妖な症状だ」

　やがて深刻そうな表情を浮かべて、嘆息した。

「魔薬〈ガラテア〉か……。わしも書物で読んだことはあるが、実際に症状を目の当たりにするのは初めてだ」

「解毒剤の調合はできませんか？　もし必要な薬草があるなら、俺たちが採ってきます。どんな秘境にだって、エスカヴァロンで行ってみせますから」

　アッシュの懇願に、しかし、ラースは首を横に振って応えた。

「無理だ、アッシュ殿。既に知っておられるとは思うが、魔薬とは生きた人間を主原料とする秘薬。仮に、解毒剤の調合法があったとしてもだ。その解毒剤を調合するためには、やはり尊い命を犠牲にせねばならんだろうな」

「そんな……！」

　予想外の事実を突きつけられ、アッシュは拳を震わせた。

「……ということは、仮にキーラを捜さがしあて、解毒剤の情報を白状させたとしても──調合は無理ということになるな。生きた人間を材料にするなど、無理に決まっている」

　レベッカの言葉に、アッシュは重々しくうなずいた。

「もちろんです。ただ、そうなると……俺たちは解毒剤に頼ることなく、オスカーを救わねばならないわけで……。くっ、どうすればいいんだ!?」

　このままでは、オスカーを救えないだけではない。シェブロン王国では内戦が始まり、王国だけでなく、大陸全体が混迷の時代を迎える可能性もある。

「そんな……。せっかくここまで来て、こんなことって……」

　無念のつぶやきを漏もらしたのは、セレスだった。その隻せき眼がんから悔し涙を流しつつ、がっくりと床に手をついてしまう。

　誰もが絶望のあまり、言葉を失った。

　暗あん澹たんとした空気が、応接間を満たしていく。

「──いや。方法がないわけではないぞ、アッシュ殿」

　重苦しい沈黙を破ったのは、ラースだった。

「本当ですか!?」

　アッシュは身を乗りだした。

　わらにもすがる思いで、ラースの鋭い視線を受けとめる。

「騎き竜りゆう演えん舞ぶ、零の舞──〝双翼の誓雨オラトリオ〟。騎竜演舞の究極奥義だ」

　アッシュはハッとした。

　その演舞の話なら、既にルッカから聞いていた。だが、効果についてはルッカも知らない様子だった。

「もしかして、〝双翼の誓雨オラトリオ〟は治癒系の魔法を発動させるんですか？」

　アッシュは逸はやる気持ちを抑えつつ、慎重に訊たずねた。

「そうかもしれんし、そうではないかもしれん」

「……？」

「この演舞は、どちらかというと宗教的な儀式に近いものなのだ。だが、見事に成功させた暁には、奇跡を起こすこともできるだろう」

「統領。いくらなんでも、それでは漠然としすぎているというか……」

　シルヴィアが苦々しげに指摘すると、ラースは困惑の表情を浮かべた。

「申し訳ありませぬ、殿下。ですが、仕方ないのです。〝双翼の誓雨オラトリオ〟が最後に成功したのは、かれこれ七百年前……」

「そんなに昔のことなんですか!?」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。

「うむ。ルッカの両親が流行はやり病やまいで亡くなったことは、聞いておるか？」

「……はい、聞きました」

　厳げん粛しゆくな気持ちで、アッシュはうなずいた。

「古来より、このエクブラッド人自治区では、数百年おきに発生する流行性感冒が悩みの種でな。我々の薬草術でさえ、この手の流行病にはあまり利かんのだ。記録によれば、七百年前に流行った感染症は史上最悪……あわやエクブラッド人を全滅させるほどの猛威を振るったそうだ」

「全滅……」

　アッシュはごくりと唾を吞のんだ。

「そんな折、民を救うべく、エクブラッド人の竜騎士ドラグナーが立ち上がった。果敢にも〝双翼の誓雨オラトリオ〟に挑み、成功させたのだ。そして、奇跡は起きた。伏せっていた患者たちが、次々と回復したのだ。かくしてエクブラッド人は絶滅の危機を乗り越え、現在に至るというわけだ」

「じゃあ、ルッカが〝双翼の誓雨オラトリオ〟を成功させてくれれば、俺たちの願いが叶かなって、オスカーは助かるかもしれないと……？」

「そう簡単ではないぞ、アッシュ殿。〝双翼〟の名が示す通り、零の舞を完成させるためには、ふたりの竜騎士ドラグナーが必要なのだ」

　アッシュは昨夜、ルッカから聞いた話を思いだした。

　そう、キーラはルッカと一緒に〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うことを夢見ていた……。

「それなら、統領とルッカにお願いすれば──」

　一いち縷るの望みを託し、アッシュはラースを見つめた。

　現在、エクブラッド人の竜騎士ドラグナーはラースとルッカだけなのだ。〝双翼の誓雨オラトリオ〟を完成させるには、このふたりに運命を託すしかなかった。

「……すまんな、アッシュ殿」

「そんな！　どうしてです!?」

　ラースが溜ため息いき交じりに断ったので、アッシュは腰を浮かした。

「待て、アッシュ」

　と、シルヴィアがアッシュの肩に手を置いた。

「ああ見えて、ラース殿はご高齢なのだ。相パ棒ルの聖竜マエストロロズ＝ベルグも、既に高速飛行は無理だと聞いている……」

「ええっ!?」

　アッシュは狼ろう狽ばいして、ラースとシルヴィアの顔を交互に眺めやった。

　どう見ても、ラースの容姿は四十代。まだまだ働き盛りに見えるのだが……。

「シルヴィア殿下の仰おつしやる通りだ。わしはかれこれ、一世紀半を生きておる。無論、あのゼノグラヴィア戦争にも馳はせ参さんじた」

「信じられないわね……」

　エーコもかなり衝撃を受けたのだろう。ラースの顔をまじまじと見つめている。

「絶滅したエルフほどではないが、一般人と比べたら、エクブラッド人も長命種といえるだろう。平均寿命は二百年で、老化も遅い。例えばアッシュ殿が五十歳になった頃、ルッカはようやく成人式といったところだな」

「むう、これは盲点だったな……」

　喉の奥でうなったのは、シルヴィアである。どうやらルッカが長命種だと判明したことで、女として脅威を覚えたらしい。

「老化が遅いというのは、女の武器としては反則技に近いといえるぞ？」

　意外にも、レベッカまでが深刻そうな顔をしている。

「おい、エーコ！　お前はなんとも思わないのか？」

　と、シルヴィアがエーコの耳もとでささやいた。小声だったが、アッシュの耳にも伝わってきた。

「へっ？　あたしは竜族だし、人間の女みたく、すぐさま老化はしないと思うけど？　大体、あたしはまだ幼竜なんだし、焦る必要なんてないわ」

　エーコは意地悪く、「すぐさま」という単語を強調してみせた。

「むぐっ！　なんということだ……！」

　ずーん……と落ちこんでいるシルヴィアはさておき、アッシュはラースに問いかけた。

「ですが、統領。それだと結局、〝双翼の誓雨オラトリオ〟も不可能ということでは？　騎き竜りゆう演えん舞ぶとは、エクブラッド人の竜騎士ドラグナーにだけ可能な技だと聞いています」

「確かにそうだ。だが、この指ゆび環わを使えば……あるいは、一般人にもエクブラッド人の代役が務まるかもしれん」

　ラースは厳げん粛しゆくな顔になると、右手の小指にはめていた指環を外した。

「この指環を、そなたに託そう」

　アッシュはきょとんとしながら、指環を受け取った。

　サイドの彫りこみが見事な、銀製の逸品である。トップには大粒の宝石がセットされている。森の息吹を象徴するかのような、美しい翠すい玉ぎよくだった。

「お義父様。その指環、統領の証あかしじゃ……」

　ルッカが心配そうに口を開いたものの、ラースは厳粛な顔で制した。

「構わぬ。確かに、この指環は代々の統領に受け継がれてきたものだが、お前がアッシュ殿から受けた恩に報いるためならば、安いものだ。それに、この指環があろうとなかろうと、わしが統領であることに変わりはない。森の民も、きっと解わかってくれるだろう」

「……はい」

　ルッカがうなずくと、ラースはアッシュを見据えた。

「着けてみるといい」

「解りました」

　アッシュは戸惑いながらも、指環を受け取った。

　巨漢のラースが小指にはめていた指環は、アッシュの場合、左手の人さし指にフィットした。

　その途端、アッシュは全身が灼しやく熱ねつの炎にとらわれるような感覚に襲われた。

「うわっ！　なんだこれは……!?」

　アッシュは慌てて、自分の身体を見下ろす。

　決して不快ではない。

　むしろ、あふれんばかりの昂こう揚よう感を覚えていた。

　左腕の〈星刻〉も指環に反応し、光と熱を帯びている。まるで〈星刻〉と指環がつながったような感覚だった。

「よいか、アッシュ殿。その石は、はるかなる太古、エルフが錬成した魔力結晶体だ。いわば、竜綺華晶のエルフ版といえるだろう。純血のエルフが遺のこした結晶は、もはやそれだけなのだ」

「そんな大事なものを、俺に!?　構わないんですか？」

「その指ゆび環わをはめているときに限り、そなたはエクブラッド人と同等の属性を得ることができるのだ」

「じゃあ、俺でも騎き竜りゆう演えん舞ぶを舞えるんですね!?　ありがとうございます、統領！」

　歓喜の声をあげたアッシュに対し、ラースは厳しい表情を崩さなかった。

「勇猛というか、無鉄砲というか……。失敗すれば命を落とすやもしれぬのだぞ？　それに、今やそなたはアヴァロン聖竜皇騎士団の団長でもある。人の上に立つ者は、軽々しく死ぬわけにはいかんのだ。ルッカの相方は、別の者に任せるという手もあるぞ？」

　ラース自身がエクブラッドの統領であるからこそ、その言葉には重みを感じた。

「いえ。むしろ団長だからこそ、俺がやります」

　それでも、アッシュは決然と答えた。

「よくいったわ、アッシュ！」

　その直後、エーコが喝采の声をあげた。

「うむ、それでこそアッシュだ」

「団長としての貫かん禄ろくがついてきたな」

　シルヴィアとレベッカも、惜しみない賛辞を送る。

　と、ラースが一同を戒めるように、重々しく告げた。

「ただし、ひとつだけ問題があるぞ。おそらく、聖竜皇になったエーコ殿と、ガウェインとでは……体格差がありすぎて釣り合わんだろう。確か、アッシュ殿はどんなドラゴンでも乗りこなせると聞いたことがあるが……？」

「はい、できます」

「ならば、ガウェインと体格的に釣り合う聖竜マエストロを選ぶがいい」

「解わかりました。ガウェインと釣り合うなら……ランスロットはどうでしょう？」

「うむ。ランスロットなら問題はないだろうが──シルヴィア殿下、よろしいかな？」

「もちろんだ」

　シルヴィアが快諾した途端、急にエーコが割りこんできた。

「ちょっと待って！　あんたがランスロットに乗るってことは、ランスロットも〝あの感覚〟を感じるわけで……あたしとしては納得いかないわ！」

「あの感覚？　なにをいっているんだ、エーコ？」

　アッシュは不思議に思い、首をかしげた。

　エーコは一体、なににこだわっているのだろう？

「なっ、なんでもないわよっ！」

　なぜだかエーコは真っ赤になると、うつむいた。

　ただ単に、アッシュが他のドラゴンを駆ることに嫉妬しているのだろうか？　アッシュは怪け訝げんに思ったが、今は騎き竜りゆう演えん舞ぶの話を進めるべきだろうと考え直す。

「そうだ、統領。もうひとつ、お聞きしたいことがあるのですが」

「なんだ、アッシュ殿？」

「〝双翼の誓雨オラトリオ〟なんですけど、空にどのような航跡を描けばいいんでしょうか？」

　統領がすぐには答えなかったので、アッシュは妙な緊張感を覚えた。

「……そうだな。説明するよりも、実際に見てもらったほうが早いだろう」

　ラースはゆっくり腰を上げると、重々しく告げた。

「これから、そなたらを『ユルハ神殿』に案あ内ないしよう──」





"The Head of Ecblad ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第四話　エルフの大いなる秘法









　聖竜マエストロロズ＝ベルグを駆るラースの先導で、アッシュたちは森の西部へと向かった。

　ロズ＝ベルグのすぐ後方には、ルッカとガウェインが続く。

　その次は、シルヴィアとランスロットである。アッシュとエーコも相乗りさせてもらっていた。

　殿しんがりを務めるのは、レベッカとクー・フリンである。

　なお、セレスとコゼットはオスカーの面倒を見るため、統領の自宅に残った。




　森の中を延々と進んだ末に、突如として視界が開けた。

　森に特有の暗がりから一転、あふれんばかりの陽ひ射ざしが燦さん々さんと降り注ぐ。

「うっ」

　まぶしさに順応できず、アッシュは思わず手をかざした。

「なんて綺き麗れいなの……！」

　真紅ルビーの瞳を輝かせつつ、つぶやいたのはエーコだ。

　そこには、目の覚めるような湖が広がっていた。

　まるで、森の奧に蒼あおい鏡面が現れたかのようだった。

　時代に忘れ去られた場所かと思えるほど、あたりはしんと静まり返っている。

　ただ眺めているだけで、アッシュは厳げん粛しゆくな気持ちにさせられた。

「あれは……？」

　ふと、アッシュは湖畔にたたずむ人工物に目を留めた。

　屋根も壁面も存在しない、不思議な建造物だった。なにかをぐるりと取り囲むように、石柱がずらりと並んでいる。各々の柱には、精せい緻ちな唐草紋もん様ようが彫られていた。

「うむ。あれこそが、絶滅したエルフの遺産──ユルハ神殿だ」

　ラースが粛然として答えると、神殿の入口前でロズ＝ベルグを停とまらせた。

「エルフの遺産、か……」

　悠久の太古に想おもいを馳はせながら、アッシュは神殿を見上げる。

「──ユルハ神殿へ、ようこそ」

　と、列柱の隙間から、たおやかな人影が現れた。

　柔和な表情が印象的な、エクブラッド人の少女だった。

　少女が身に着けているのは、神官服の類たぐいなのだろう。大自然に囲まれたエクブラッド人自治区において、一点の曇りなき純白の長衣は異彩を放っていた。

「わたくしは、神官長のフレデリカです」

　神官長と聞いて、アッシュはびっくりした。十代の少女にしか見えない容姿と、神官長という厳粛な役職が、なかなか脳裏で結びつかない。

　そういえば、統領からエクブラッド人は長命種だと聞いたばかりだった。

　おそらく、フレデリカも実年齢はもっと上なのだろう。

「はじめまして、アッシュ・ブレイクと申します！」

　アッシュは慌ててランスロットから飛び降りると、一礼した。

「実はな、フレデリカ──……」

　ラースの説明を受けたフレデリカは、音もなくきびすを返すと、

「事情は解わかりました。それでは、ご案内しましょう──」

　一同を神殿内部へと誘いざなうのだった。





　　　　◇






「これが〝双翼の誓雨オラトリオ〟の航跡図っ!?」

　アッシュの視線を奪ったのは、この神殿が祀まつる御ご神しん体たい──厳おごそかに安置された、巨大な石盤だった。

　その表面には、王家の家紋のような紋章が彫られている。

　アッシュが挑戦者という立場でさえなければ、単に美しい紋章芸術として、惚ほれ惚ぼれと眺めるだけですんだのだろうが──。

「とんでもないな……」

　ただ眺めているだけで、気が遠くなりそうだった。

　構図としては、一対の翼とみなすことができるだろう。

　だが、おそろしく精せい緻ちなのだ。

　羽毛の一本一本までもを、きちんと描写せねばならない。

　航跡を暗記するだけでも、四苦八苦させられるだろう。

　その上、騎き竜りゆう演えん舞ぶには絶対的な速さと正確さが要求される。時間をかけて、じっくりと描くわけにはいかないのだ。

　とはいえ、ここで尻込みしている場合ではない。〝双翼の誓雨オラトリオ〟だけが、オスカーを救えるかもしれない唯一の方法なのだから。

　アッシュは気合を入れると、ルッカを振り返った。

「早速、今日から特訓を始めよう」

「うん」

　ルッカは胸の前でグッと両拳を握りしめると、うなずいた。

　と、ラースが厳げん粛しゆくな顔をして、アッシュとルッカを交互に見やった。

「〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うのは、満月の夜が望ましいだろう。月の光には、騎竜演舞の効果を増幅する力があるからな」

「満月……ですか。ということは……えっと……」

　アッシュが月齢について頭を悩ませていると、

「次の満月は、およそ十日後だ。それを逃すと、さらに一ヵ月も待たねばならなくなる。その頃にはもう、シェブロン王国では内戦が勃ぼつ発ぱつしているかもしれない」

　助け船を出してくれたのは、レベッカだった。

「十日後……！」

　その鋭い指摘に、アッシュは冷や汗を浮かべる。

　と、重苦しい沈黙を破るように、フレデリカが口を開いた。

「当神殿に秘蔵されている古文書によりますと、〝双翼の誓雨オラトリオ〟において最も重要なのは、竜騎士ドラグナー同士の関係です。互いを思いやり、慈しみ、理解しあわねばなりません。東方には『阿あ吽うんの呼吸』という言葉がありますが、まさにそれですね」

「阿吽……」

　耳慣れない言葉だったが、アッシュは不思議と好感を覚えた。

「そのためには、これから十日間……当神殿の〈奥の院〉にて、ルッカお嬢様とアッシュ殿が寝食を共にするのが最善の方策かと存じます」

「えぇええええええええええええええっ！」

　あくまでも冷静なフレデリカとは対照的に、アッシュたちは叫んでいた。

　特に大きかったのは、エーコとシルヴィアの声である。

「なにを驚いているのです？」

　フレデリカは不思議そうに小首をかしげると、言葉を続けた。

「おふたりが同じ空気を吸い、同じ物を食べ、同じ時間を過ごし、黙っていても互いの心を読み取れるような関係を築くことができれば、〝双翼の誓雨オラトリオ〟はおのずと完成することでしょう」

「解わかりました。ただ、ユルハ神殿の〈奥の院〉とは一体……どういう場所なんです？」

　アッシュは神殿内部に視線を巡らせつつ、フレデリカに訊たずねた。

　ざっと見たところ、内部には祭壇が設置されているだけだ。〈奥の院〉と呼べるような場所に続く扉など、どこにも見あたらない。そもそも、神殿の内部に騎竜訓練ができるような場所があるとは思えなかった。

「皆さんが不思議に思うのも、当然ですね。当神殿の〈奥の院〉は、物理的な部屋ではないのです。太古のエルフが持てる限りの魔力を駆使して構築した、特殊空間なのです。正式名称は、古代語で〈エルフの秘法領域エスパス・エルフイオレ〉といいます」

　フレデリカの説明を聞いて、アッシュは納得した。

「それなら、望むところです。ルッカも大丈夫だよな？」

「うん、大丈夫」

　アッシュに全幅の信頼を寄せるように、ルッカはこくんとうなずいた。

　その直後だった。

「ちょっと待って！」

「異議ありだ！」

　エーコとシルヴィアが眉を吊つり上あげ、割りこんできたのである。

　さらには、あのレベッカまでが一歩を踏みだした。

「若い男女が、密室で十日間もふたりきりというのは……感心しないぞ。アンサリヴァンの生徒会長としては、見過ごすわけにはいかないな」

　レベッカまでが反対意見を口にしたので、アッシュは驚かされた。

　エーコとシルヴィアの反対なら予想していたが、まさかレベッカまでが……。

「そ、それなら、こういうのはどうでしょう？　俺とルッカがふたりきりにならないよう、他の誰かも一緒に入ってもらうとか……」

「それはなりませぬ。〈奥の院〉に入る資格があるのは、〝双翼の誓雨オラトリオ〟に挑む騎士だけです。掟おきてを破ることは、神官長として看かん過かできません」

　アッシュが提案した苦肉の策は、フレデリカに呆あつ気けなく却下された。

「はぁ……仕方ないわね。だけど、アッシュ？　ルッカに変なことをしたら、ただじゃすまないんだからね？」

「私もエーコと同意見だ！　そもそもエクブラッド人の寿命を考慮すれば、十四歳のルッカは一般人の七歳に相当する！　手を出した時点で、お前は犯罪者だぞ？」

「わっ、解わかってるよ！」

　エーコとシルヴィアに迫られて、アッシュはじりじりと後退する。

「君が紳士的に振る舞ってくれることを、期待しているぞ」

「当然ですよ、レベッカさん！」

　口調こそ穏やかだったが、むしろレベッカの言葉のほうが、腹にずしりと響いた。あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉に「期待している」とまでいわれて、裏切るわけにはいかない。

「ふむ。どうやら話はまとまったようだな。では、フレデリカよ。早速、〈奥の院〉の扉を開いてやるといい」

　苦笑交じりに事態を見守っていたラースが、フレデリカをうながす。

「了解しました」

　フレデリカはうなずくと、呪文の詠唱を始めた。

「ユルハ・アールト・クロンヴァール・ソメルサルミ……」

　やがて、祭壇前の石畳に異変が生じる。

　──ごごごごご……。

　地響きのような音とともに、床の一部が発光した。石畳の上に、まるで〈星刻〉のような魔法円が顕けん現げんしたのだ。いや、それは一般的な〈星刻〉の紋もん様ようよりもはるかに複雑だった。おそろしく高度な術式なのだろう。

「魔導式の転送機です。アッシュ殿とルッカお嬢様。ドラゴンに騎乗して、こちらへどうぞ──」

　フレデリカの指示で、アッシュはランスロットに、ルッカはガウェインに騎乗すると、魔法円の上に移動した。

　二体の聖竜マエストロが並んでも余裕があるほど、魔法円は大きい。

「それでは、転送します──」

　フレデリカが凜りんとして宣言すると、まばゆい光輝がアッシュたちを包みこんだ。





　　　　◇






　視界が閉ざされ、不思議な浮遊感を覚えたのも束つかの間ま──。

「ここが〈奥の院〉？」

　目を開いた途端、アッシュは呆ぼう然ぜんとした。

「わたしも、ここに来るのは初めて」

　ルッカもぽかんとして、きょろきょろと周囲を見回している。

　アッシュたちを包むのは、見わたす限りの大自然だった。

　青空の一角には、太陽が燦さん々さんと輝いている。冬場を迎えた外部とは対照的に、気候は温暖。上着を着たままだと、暑いくらいだった。

　視界一杯に緑の草原が広がり、その中央には巨大な石盤──祭壇に設置されていたのと同一の御ご神しん体たいが安置されている。

　その後方には、小さな湖がきらきらと輝いていた。湖畔には、木造の一軒家が建てられている。おそらく、修行者が住むための家なのだろう。

「おおおおん……！」

　と、ランスロットとガウェインが意気揚々として、雄お叫たけびをあげた。今にも駆けだしたくて、ウズウズしている様子である。

「こらこら、駄目だって！」

　アッシュは慌てて手綱を引くと、ランスロットを制せい馭ぎよした。

「めっ！」

　ルッカもガウェインのうなじを撫なでると、なんとか大人しくさせた。

　どうやら竜族にとって、この空間は居心地が良いらしい。

「魔法でこれだけの空間を構築するなんてな……」

　古代に生きたエルフが、どれほど偉大な種族だったのか──アッシュはまざまざと、思い知らされた気がした。

『──無事、〈エルフの秘法領域エスパス・エルフイオレ〉にたどり着けたようですね』

　と、脳裏で厳げん粛しゆくな声が響く。ナヴィーやラクエルの念話を体験ずみだったので、それほど驚かずにすんだ。

「フレデリカさんですか？」

『念話で失礼します。そちらの様子はいかがですか？』

「そうですね。ちょっと圧倒されていますが……特に問題はないです」

『それでは、本日より十日後──再び転送魔法が発動するよう、術式を組んでおきます。なお、転送魔法はむやみに使える魔法ではありませんので……』

　フレデリカが口ごもったので、アッシュは事情を察した。

「解わかりました。十日間、俺たちはずっとこちら側で過ごします」

『ご理解いただけて、助かります。それと、小麦粉や香辛料の備蓄はありますが、それ以外の食料は自給自足でお願いします』

　予想外の言葉に、アッシュは目を丸くした。

「はい？　自給自足といわれても……」

『小動物を狩るなり、魚を釣るなり、木の実や野草を採るなり……いくらでも方法はあります。〈奥の院〉では、食物連鎖も忠実に再現されていますので、問題はありませんよ』

「マジですか!?」

　アッシュは思わず、ランスロットの鞍くらから落っこちそうになった。

『アッシュ殿は不慣れかもしれませんが、森に生まれ森で育ったルッカお嬢様でしたら、問題はないでしょう』

「うん、慣れてる」

　フレデリカの言葉に、ルッカはうなずいてみせた。

　どうやら、食事についてはルッカに一任したほうが良さそうだ。

『それでは、最後に統領からの伝言です。〝鍛錬に励むがよい。くれぐれも、怪け我がにだけは気をつけるように〟──とのことです』

「ありがとうございます。統領によろしくお伝えください」

　アッシュの言葉を最後に、フレデリカとの交信は途絶えた。





　　　　◇






　本来ならば、安全のためにも騎竜服ドラグスーツに着替えるべきなのだが、まさかこんな展開が待っているとは予想していなかったので、持参してはいない。

　アッシュとルッカは制服姿のまま、訓練を始めることにした。

「まずは騎き竜りゆう演えん舞ぶのコツを教えてくれないか、先生？」

　アッシュがおどけてみせると、

「せっ、先生だなんて……」

　ルッカはボフッと音をたて、ガウェインの毛並みに顔をうずめた。

「う～……」

「悪い悪い。別にからかったつもりはないんだ」

　予想以上の照れっぷりに、アッシュは苦笑した。

「実際問題、騎竜演舞についてはルッカのほうが経験豊富だからな」

「それは、そうだけど……」

「というわけで、心構えとか、注意点とか、なんでもいいから教えてほしいんだ」

　ようやく、ルッカは顔をあげた。

「わたし、説明するの下手。実際に体験したほうが、たぶん早い……」

　アッシュは苦笑した。

「じゃあ、ガウェインに相乗りさせてもらうか。選抜合宿のとき以来だな」

「うん。わたしが、アッシュを意識するようになったのも、あのとき……」

　ルッカのエルフ耳は湯気をたてそうなほど、薔ば薇ら色いろに染まっていた。

「そっ、そうか」

　予想外の言葉に、アッシュは頰ほおを熱くした。

　今日のルッカは、普段に増して可愛かわいく見える。

　ましてや、今はふたりきり。

　この〈エルフの秘法領域エスパス・エルフイオレ〉の内側では、邪魔をする者は誰もいない……。

　アッシュが悶もん々もんとしていたら、ルッカがガウェインの背から身を乗りだしてきた。

「……アッシュ？　もしかして、エッチなこと考えてる？」

　びっくりするほど、顔の距離が近い。

　紫水晶アメジストの瞳が、濡ぬれたようにきらきらと輝いている。

「わわっ！　そんなわけないだろ!?」

「わたしなら、別に構わ……」

「ルッカ!?」

「なっ、なんでもない！　今のは忘れて……」

　ルッカは再び、ガウェインの背中に突っ伏してしまった。




　なんとかルッカが落ち着いたあと、アッシュはガウェインの背に跨またがった。

「しっかり、捕まってて」

「了解だ」

　いわれた通り、アッシュはルッカを背中から抱きしめた。

　硝子がらす細工の人形さながら、その腰は細い。

　触れた部分を通して、ルッカの体温がほんのりと伝わってくる。

　騎竜服ドラグスーツを装備していれば、硬い装甲が機能して、ここまでルッカの身体を意識することはなかったのだろうが……。

　ふと、ハーブの香りを感じた。

　一般的な女子生徒のような、フルーツ系の香りではない。だが、とてもルッカらしい匂いだと思った。

「それじゃ、まずは〝片翼〟を描くから」

　ルッカの声を聞いて、アッシュはハッと我に返った。

「了解だ──って、もう〝片翼〟の航跡を覚えたのか!?」

　アッシュが驚くと、ルッカは小さくうなずいた。

「さっき、石盤を見て……大体は覚えた」

「すごいな」

　改めて、アッシュはルッカの才能に驚嘆させられた。あの短時間で、あれほど複雑怪奇な航跡図を暗記したのだ。もはや神業といっていいだろう。

「まずは、準備運動」

　ルッカの意思に呼応して、ガウェインが雄お叫たけびをあげた。

　その巨体に、じわじわと魔力がみなぎっていく。

　そして飛ひ翔しよう。

　風とともに、地面がどんどん遠ざかっていく。

　ルッカの腰を抱きしめながら、アッシュは気を引きしめる。

　──しっかり学ばせてもらうぞ！

　やがて準備運動が終わり、ガウェインが宙空に静止した。

「〝片翼〟……始める」

　ルッカのつぶやきと同時に、ガウェインが動いた。

　──轟ごうっ！

　耳もとで烈風が唸うなる。

「くっ！」

　アッシュは歯をくいしばった。

　選抜合宿で体感した壱の舞──〝浄化の蜜雨アムリタ〟も壮絶だったが、レベルが違う。飛行速度はもちろん、旋回のたびに襲いくる遠心力もまた、段違いだった。

「ちょっ、噓うそだろ!?」

「まだまだ、これから」

「ええっ、マジか!?」

「喋しやべっちゃ駄目。舌、嚙かんじゃう！」

　あのルッカにしては鋭い声で指摘され、アッシュは慌てて口を閉ざす。

　その途端、さらに速度が上がった。

　高度もぐんぐんと上がっていく。

　いつしか湖の全景が見渡せるほど、地上は遠ざかっている。

　大気が少しずつ冷えていく。濃度も薄くなっていく。

　──待て待て！　どこまで上昇する気だ!?

　と思ったら、今度は急下降。

　ガウェインが完全に魔力を断ったため、なんと自由落下である。

　アッシュの感覚だと、これはもう墜落に等しい。

　ぐんぐんと大地が迫りくる。

　──死ぬ……このままじゃマジで死ぬっ！

　と、大地に激突する寸前、ガウェインが魔力を強制放出。

　地面に大穴が穿うがたれると同時に、再びガウェインは急上昇。

　アッシュはホッと一安心。

　ところが──。

　そうした無む茶ちや苦く茶ちやな飛行ですら、まだ序曲にすぎなかったことを、アッシュは思い知らされることになる。

　まさしく縦横無尽。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶの本質はこれからだといわんばかりに、ルッカとガウェインは舞う。

　くるくると舞い続ける。

　アッシュは顔から血が引いていくのを自覚した。

　次の瞬間、視界が暗転する。

「えっ!?」

　アッシュはうろたえた。

　ちゃんと目は開けているはずなのに、なにも見えない。

「噓うそだろ!?　どうして……うわぁああああああああああっ！」

　もはや、肉体的にも精神的にも限界だった。

　アッシュは絶叫とともに、ガウェインの背から投げだされた。

　まるで弩いしゆみから射出された石いし塊くれのように、アッシュの身体は軽々と宙を舞う。

「──アッシュ!?」

　ルッカの声を最後に、アッシュの意識は途切れた。





　　　　◇






「うーん……」

　ぼんやりと目を開いた途端、

「アッシュ!?　アッシュ！」

　ぼやけた視界を埋めつくしているのは、ルッカの泣き顔だった。

　後頭部には、柔らかな感触。

　アッシュはようやく、ルッカに膝枕されているのだと気づいた。

「俺、生きてる……のか？」

　どうやら身体は無事のようだ。

　アッシュはまざまざと、気を失う直前のことを思いだした。

　腕に力が入らなくなった挙げ句、空中に放りだされた気がする。おそらく、気づいたルッカがガウェインを旋回させて、拾ってくれたのだ。

　そうでなければ、アッシュは地面に叩たたきつけられて──つぶれた果実のようになっていただろう。

　そこまで考えて、アッシュはゾッとした。背中に冷たいものを覚えつつ、起き上がろうとする。

「無理は駄目！」

　と、ルッカが意外な力を発揮して、アッシュの頭を押さえつけた。ぷにぷにとした太ももの感触に、アッシュはドギマギするばかり。

　ふと、ひんやりとした感触に気づいた。

　濡ぬれタオルが額に載せられているのだ。アッシュはルッカの気遣いに感謝したが、今は和んでいる場合ではない。

「気になることがあるんだ。意識を失う前に、視界が真っ暗になったんだけど……」

「それ、ブラックアウト。わたしも、経験ある」

「ブラックアウト……」

　その単語には、聞き覚えがあった。

　騎竜学院に入学した頃、翼竜ストラーダ乗りの実技教官から教わったことを思い出す。

　巨大な負荷が竜騎士ドラグナーにかかると、脳が貧血を起こして、下半身に集中する場合がある。その結果、視野が暗くなったり、呼吸困難などを引き起こしたりするのだ。

　なお、ブラックアウトとは逆方向の負荷によって誘発される症状は、レッドアウトと呼称される。その名が示す通り、血液が眼球内の血管に集中し、視界は赤く染まるという。

　アッシュはごくりと唾を吞のんだ。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶの訓練を続けていくならば、ブラックアウトとレッドアウト──双方の危険性と隣り合わせということだ。

「まだ序の口だってのに、こんな形でつまずくなんてな……」

　アッシュは無念の声を漏もらした。

　だが、自嘲ばかりでは前に進めない。

　まずは騎竜演舞のスピード感、そして強烈な遠心力に慣れるのが先決だろう。

「しばらくはルッカの足を引っぱりそうだけど……付き合ってくれるか？」

　アッシュが手をさしのべると、

「うん、付き合う」

　ルッカはこくこくとうなずきながら、ギュッと握り返してくれた。





"The Shrine of Jylh ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第五話　平穏な日常と、背中合わせの凶兆と









　アッシュとルッカが修行を始めてから、二日が過ぎた。

「むぅ～」

　魔導艦エスカヴァロンの甲板でクレープを囓かじりながら、エーコは不機嫌な猛獣よろしく唸うなっている。

「るん、るん……」

　エーコとは対照的に、鼻歌交じりに洗濯物を干しているのはコゼットだ。魔導艦の甲板を物干し場として利用するあたり、メイドらしい発想といえた。

　エスカヴァロンの向こうには、広大な森林地帯が広がっている。今日も空は蒼あおく、冬場とは思えないほど快晴だった。

「なんだかね……」

　のどかな風景とは裏腹に、エーコは悶もん々もんとしている。

　今この瞬間も、アッシュはルッカとふたりきりで過ごしているのだ。

　もちろん、エーコはアッシュを信じている。

　今はオスカーの治療とシェブロン王国の危機という、予断を許さない状況なのだ。アッシュがルッカと不適切な関係になるようなことは……ないと思う。

　だが、特殊な閉鎖空間で、十日間も一緒に過ごすのだ。

　アッシュが真面目なのは知っているが、それでも健康な男子には違いない。むしろ、なにも起こらないほうがおかしいのではないか……そう考えると、エーコはいても立ってもいられなくなるのだった。

「はぁ……。だからって、〈奥の院〉に突入するわけにもいかないし──うにゅっ!?」

　──ぺたっ！

　急に視界をふさがれて、エーコは戸惑った。顔面を覆うように、濡ぬれた布地が張りついたのである。洗剤の香りがした。

「あらあら」

　エーコが硬直していたら、コゼットが布きれを剝はがしてくれた。

「ぷはー！　何事かと思ったわよ、もう！」

「うふふ、ごめんなさいね」

　謝りながらも、コゼットは満面の笑みである。

　と、エーコは眉をひそめた。

　コゼットがなにげなく手にした「布」に、注意を引かれたのである。

「ちょっと、コゼット！　それって、もしかしてシルヴィアの下着なのっ!?」

「そうですけど？」

「ちょっと、よく見せて！」

「はい、どうぞ」

「な、なんなの……これはっ！　レースが多すぎじゃないの！　シルヴィアったら、いつもこんな下着を穿はいているの!?」

「ええ、そうですわ。以前は、もう少し大人しいデザインがお好みだったのですが」

「も、もしかして……やっぱり、アッシュのために!?」

「そうかもしれませんわね。うふふ」

「──おい、お前たち。なにを話しているのだ？」

　と、噂うわさをすれば影。

　そこにシルヴィアがやって来たのだが、自分の下着を手に会話しているエーコとコゼットを見るなり、柳眉を吊つり上あげた。

「こら！　それは私の下着ではないか！」

「いいところに来たわね、シルヴィア！　この派手派手な下着の意味について、ちょっと教えてもらおうかしら？」

　ごごごごごご……と、黒い闘気オーラをほとばしらせるエーコ。

「いや、待て。ここに、もっとすごい下着があるぞ!?」

「ちょっと、ごまかすつもり？」

「いやいや、そうではない！　ほら、よく見ろ！」

　シルヴィアが指さした先には──目の覚めるような真紅。

　エーコは固唾かたずを吞のんで、その下着を見つめた。

　確かに、シルヴィアの下着よりもさらにレースの比率が高く、紅べに薔ば薇らの花弁を思わせる装飾がほどこされている。しかも、お尻の部分ときたら……ほとんど紐ひもなのだ。

「なっ、なんて破廉恥な下着なの!?」

　ただ眺めているだけで、エーコは頰ほおが熱くなるのを覚えた。

　どう考えても、自分にこの下着を穿くような勇気はない……。

「ねぇ、シルヴィア？　この燃えるような真紅なんだけど。もしかして、レベッカじゃないの？」

「うむ。私も今、会長の顔を思い浮かべたところだ」

「──ご明察。確かにそれはわたしの下着だが、どうかしたのか？」

　と、またしても噂をすれば影。

　現れたレベッカを前に、エーコもシルヴィアも身構える。

「教えてもらおうかしら、レベッカ！　生徒会長が穿くにしては、ちょっと色気を出しすぎなんじゃないの？」

　ビシッと指を突きつけて、エーコは糾弾する。

「私もエーコと同感です、会長！　この下着が意味するところとは、一体!?」

　シルヴィアも額に汗を浮かべつつ、レベッカをまじまじと見つめている。

「無論、勝負下着だが」

「なっ！」

　レベッカの堂々とした返事に、エーコは思わずのけ反りそうになった。

「だっ、誰に対する勝負下着なのですか？」

　シルヴィアも額に汗を浮かべつつ、さらに質問を重ねる。

「ふふっ。それは秘密にしておこう」

　レベッカはあくまでもクールに、微笑を浮かべた。

　格の違いだろうか。

　その微笑ひとつで、エーコとシルヴィアはそれ以上の質問を封じられてしまった。

「それよりも、そろそろ午後のティータイムだ。ユニスさんが皆を呼んでいたから、食堂に集まるようにな」

　レベッカは用件を告げると、颯さつ爽そうと立ち去った。

　その後ろ姿が扉の向こうに消えた途端、シルヴィアが「うぅむ」と唸うなった。

「秘密といわれてもな……。会長が好意を寄せている男子といえば、アッシュくらいしか思い浮かばんぞ？」

「あたし……あんたはともかく、レベッカには女として勝てる気がしないんだけど」

「こら、エーコ！　ちょっと私を舐なめすぎじゃないか？　まあ、会長に勝てる気がしないというのは同感だが……。そもそもアッシュもけしからん！　いつの間に会長ほどの女性を振り向かせていたというのだ？」

「やっぱり、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの予選かしら？」

「うむ。確かに……あれは怪しかったな」

　共通の敵（？）を得たせいか、妙に会話が弾んでしまうのが不思議だった。

「まあまあ。まずは、美お味いしいお茶とお菓子をいただきましょう」

　と、コゼットが苦笑を漏もらしつつ、エーコとシルヴィアをうながした。





　　　　◇






　ミラベルはひとり、エスカヴァロンの操そう舵だ室しつに残っていた。

　なにげなく懐中時計を取りだすと、もうすぐティータイムだ。そろそろユニスが迎えに来る頃合いだろう。

　ユニスが来るのを待つか、それとも自発的に食堂に行くべきか──そんな他た愛あいのないことを考えていた矢先、

『──こんにちは、ミラベル先生』

　ザザッというノイズが走り、予期せぬ通信が入った。

　モニターに映しだされたのは、蒼輝色シヤイニング・アズールの髪をくるくると巻いた少女である。

　頭には大きな教皇帽ミトラを載せ、右手には翼十字ウイング・クロスの教皇杖。

　くりっとした双そう眸ぼうは、右が青玉、左が翠すい玉ぎよくの色を帯びている。

　たとえモニターごしでも、少女の神聖さは充分に伝わってきた。

　エスパーダ聖庁に君臨する教皇、ラクエルⅣ世である。

「猊げい下か？　なにかありましたか？」

　可か憐れんな九歳児とはいえ、教皇である。ミラベルは恭うやうやしく起立した。

『はい。緊急を要するわけではないのですが……教会が得た情報によれば、シェブロン王国の情勢がかなり危うくなっています。これまではユリエル王子に頭を押さえつけられていた、およそ百名の王子たち──彼らが着々と軍備を整えているのです』

「そうですか。予想はしていましたが、こんなにも早く動きがあるとは……」

『はい。一応、わたくしのほうからも、喪が明けるまで王位継承戦争は禁じると通告はしておいたのですが……無駄だったようですね。表だっての軍事行動こそ見られませんが、宮廷では権謀術数が渦巻いている模様です。もっとも……王国の歴史を紐ひも解とけば、こんなことは定例行事のようなものですが』















　とても九歳児とは思えない言葉だったが、ラクエルをよく知るミラベルにとっては、驚くほどのことではない。

「いかんせん、王子の数が多すぎますね。これほど大規模な王位継承戦争は、さすがに史上初ではないでしょうか？」

『そうなんです。しかも教会の分析によりますと、王位継承戦争を早期決着できるほどの実力者は、見あたりません』

　ラクエルがさらりと「教会の分析」などという言葉を使ったので、ミラベルは苦笑を漏もらしそうになった。

　教会が独自の諜ちよう報ほう組織を有していることを、暗に肯定したようなものだからだ。そんな脇の甘さは、まだまだ子どもらしいといえた。

「そういえば──ユリエル自身も、アッシュに同じような意見を述べたそうです。彼は自分以外の王子たちを無能呼ばわりしていたそうですが……どうやら、単なる自惚うぬぼれではなかったようですね」

『はい。そうした王子たちが、思いのままに戦争を始めてしまったら、最悪、王国内の秩序は失われます。教皇として、信徒の身にそのような災いが降りかかるのは、なんとしても避けたいものですが……』

　シェブロン王国の民は、その大半がロサ・マリア教徒である。ラクエルが憂慮するのも当然といえた。

　そんなラクエルを勇気づけるように、

「大丈夫ですよ、ラクエル」

　ミラベルはあえて、ラクエルを名前で呼んだ。

　かつて、ラクエルに剣を教えていた頃を思いだしながら。

『ミラベル先生？』

　ラクエルは虚を衝つかれたのか、きょとんとしている。

「王位継承権を有する者の中で、ただひとり、あのユリエルを相手に堂々と戦った人がいます」

『オスカー・ブレイスフォード殿ですか？　でも、あの方は……女性であることが世間に知れわたってしまったのですよ？』

「それでも、今の王国を統一できるだけのカリスマ性を秘めているのは、オスカーだけなのです。彼女ならば、旧ふるき因襲を断ち切って、王国史上初の女王になることも夢ではありません。そのために、わたくしたちは今も活動を続けています」

『そういえば……エスカヴァロンは今、エクブラッドの森の付近に停泊中ですよね？　治療の手がかりは見つかりましたか？』

「ええ。騎き竜りゆう演えん舞ぶの奥義──〝双翼の誓雨オラトリオ〟が成功すれば、オスカーを魔薬の呪縛から解き放てるかもしれません。統領の話を聞く限り、治癒効果は望めそうです」

『零の舞ですね？　一応、話に聞いたことはありますが……しかし、ルッカさんの相方は誰が務めるのです？　統領では、年齢的に厳しいと思われますし』

　そこまで熟知しているとは……と、ミラベルは感心した。

「ルッカの相方は、アッシュが務めることに決まりました」

『へっ？　アッシュお兄ちゃんが!?』

　珍しく、ラクエルが年齢相応の反応を見せた。

「なんでも、統領から借りた指ゆび環わを装着すれば、一般人でもエクブラッド人と同じ属性を得られるんだとか」

『そっ、それは初耳です！　すごいです！　じゃあ、アッシュお兄ちゃんは今、ルッカさんと修行をされているのでしょうか？』

「ええ、そうよ。魔力で構築された限定空間で、あの可愛かわいらしいルッカとふたりきり……寝食も共にしているそうですし……」

『あ、あのう、ミラベル先生？　ひょっとして、怒ってます？　やっぱりミラベル先生、お兄ちゃんのことを──』

「な、なにをいっているのです!?　怒ってなんかいないわ！」

『ごっ、ごめんなさいです～！』

「い、いえ……こちらこそ、柄にもなく取り乱してしまいました」

　ミラベルは「こほん！」と咳せき払ばらいをして、その場を取り繕った。

　どうして心が穏やかでなくなったのか……ミラベル自身、よく解わからない。

『それでは、オスカー殿の治療はアッシュお兄ちゃんとルッカさんに託すとして……』

　そこまで告げると、ラクエルは急に口ごもった。

「あなたの事情は解っているつもりです。エスパーダ聖庁としては、万が一にそなえて保険をかけておきたいのでしょう？」

『すみません……そういうことです。もしオスカー殿の治療が間に合わなかった場合は、アヴァロン聖竜皇騎士団に協力を要請するかもしれません……』

「解りました。わたくしとて、隣国が泥沼の内戦状態に突入するところなど見たくはありませんし、団長のアッシュも同じ気持ちでしょう。もちろん、今はアッシュとルッカを信じて待つのみですが」

『はい、それはもちろんですっ！』

　ラクエルは天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべて、力強くうなずいたのだった。




「ふぅ……。ラクエルを安心させることはできたけど、前途多難には違いないわね」

　通信を終えたミラベルは、再び艦長席に腰を落ちつけた。

　ぼんやりと虚空を見つめながら、独り言を続ける。

「あなたは今頃、どうしているのかしら、アッシュ……」

　その名前を呼んだ途端、胸がトクンと高鳴った。

　──つまり、俺にはミラベル王女が必要なんです。

　アッシュの言葉が脳裏に甦よみがえる。

　アッシュ本人にとっては、なにげない一言だったのかもしれない。

　きっと他の女の子たちにも、同じような言葉をかけているのだろう……とも思う。

　だが、不思議とミラベルの心に響いた。

　幼い頃から部屋にこもりがちで、話し相手といえばユニスばかり──そんな日々を送ってきたミラベルにとって、あんな言葉をかけられたのは……生まれて初めてだった。

「い、嫌だわ。わたくしったら……どうしてしまったのかしら？」

　顔が熱い。いや、顔だけではない。

　今ではもう、全身がこんなにも火ほ照てっている。

　どうしてこんな気分になってしまうのか、自分でもよく解わからない。

「アッシュ……」

　今もアッシュは、ルッカと特訓に励んでいるのだろう。

　あの妖精のように可か憐れんなルッカと、密室でふたりきり……。

「だっ、大丈夫よ。アッシュならきっと、真面目に訓練をしているはず。ここで疑ったりしたら、アッシュとルッカに対して失礼だわ」

　自分にいい聞かせるように、ミラベルはつぶやく。

　だが、頭では理解できていても、心のほうは釈然としない。過去、ミラベルが読み漁あさったどんな文献にも、こんな気持ちについては書かれていなかった。

　エスカヴァロンの解析作業は順調に進んでいるのに、ミラベルは自分のことが解らなくなってきた。

「駄目だわ。わたくし、どうにかなってしまいそう……」

　身体が無性にムズムズする。

　この奇妙な感覚を抑えるためには、どうすればいいのだろう？

　ミラベルはなんとなく、周囲にちらりと視線を巡らせる。

　操そう舵だ室しつには、ミラベルの他は誰もいない。

「……………………」

　それは、ほとんど無意識の動作だった。

　服の上から、自分の胸にそっと両手を添える。

　両手で円を描くようにして、少しずつ乳房に刺激を与えていく。

　決して書物に教えられたわけではない。

　それは本能的な行為だった。

「あっ……」

　思わず声が漏もれてしまう。

「はぁ、はぁ……」

　自然と吐息が弾んできた。

　もじもじと太ももをすり合わせながら、ますます指に力をこめていく。

「もし、これが……アッシュの指だったら……」

　──つまり、俺にはミラベル王女が必要なんです。

　再び、アッシュの声が胸をよぎってしまう。

「はうっ！」

　それだけで、全身がビクンと跳ねた。

「だ、駄目よ……。わたくしったら、なんてはしたないことを……こっ、こんなこと、聖女ロサ・マリアだってお許しにならないわ……」

　かろうじて残っていた自制心を、なんとか振りしぼろうとする。

　だが、そんな努力を嘲あざ笑わらうように、身体はどんどん熱を帯びていく。

　ついには、襟もとのリボンをほどこうとして──。

「失礼します」

　その刹那、凜りんとした声が背後で響いた。

「──っ！」

　ミラベルは息を吞のむと、全身を硬直させた。

「姉上？　もうお茶会が始まっているのですが、なにをしておられるのです？　そもそもティータイムを忘れるなんて、姉上らしくもない……」

　ミラベルは焦った。自分があんなはしたない行為にふけっていたことを、絶対に知られるわけにはいかない……！

「な、なんでもないわ！　すぐに行きます！」

　艦長席の背もたれに隠れるようにして、ミラベルは声を振りしぼった。が、そんな態度はシルヴィアを怪け訝げんに思わせただけのようだ。

「どうかされたのですか、姉上？」

　シルヴィアはつかつかと歩み寄ってきて、ミラベルの顔を覗のぞきこんだ。

「お顔が赤いようですが、もしや熱があるのでは？」

「ね、熱なんてありません！　エスカヴァロンの解析作業に没頭していただけよ」

「そうですか」

　シルヴィアはそれ以上の追及はせず、くるりときびすを返した。

　ホッと胸を撫なで下おろそうとミラベルだが、次の瞬間──。

「姉上？」

　急に振り返るシルヴィア。

「なっ、なにかしら!?」

「早くしないと、姉上の大好きな紅茶が冷めてしまいますよ？」

　それだけを告げると、今度こそシルヴィアは退室した。

「ふう……」

　ミラベルは大きな溜ため息いきを漏もらしつつ、がっくりとうなだれた。

　まだ心臓がドキドキと暴れている。

　そもそも、こんなことになった元凶といえば──。

「アッシュ・ブレイク、なんて罪な殿方なのかしら……」





　　　　◇






「……およそ七年ぶりだな」

　エーコたちが午後のティータイムを楽しんでいる頃、騎士国最大の聖地──アルビオンの森では、ひとりの少女が潜入を果たしていた。

　アルビオン聖堂騎士団による厳重な警備を嘲あざ笑わらうように、少女は外がい套とうの裾を悠ゆう然ぜんとなびかせながら、堂々と歩を進める。

　少女にとって、警備の騎士などは案か山か子しに等しい存在だった。

「〝森に潜んだエクブラッド人は、森に隠された木の葉に等しい〟──か。あんまり上う手まいことはいえてないけどな」

　少女がつぶやいたのは、大昔にシェブロン王国で生まれた諺ことわざだった。

　──ばさり。

　ふいに少女は立ち止まると、被かぶっていたフードを下ろした。

　そして、頭上を振り仰ぐ。

「このときを、どれほど待ったことか……」

　フードの下から現れたのは──濃褐色の肌に、先端が鋭く尖とがった耳。

　その肌は山岳民族タンタロスよりもさらに黒く、妖しい雰囲気を漂わせている。

　切れ長の双そう眸ぼうは爛らん々らんとして、あたかも紫水晶アメジストの中に昏い炎を閉じこめているかのよう。

　浮世離れした美しさの中に、どこか禍まが々まがしさを感じさせる容貌は、世界各地の神話や伝説に登場する悪役──ダークエルフそのものだった。

「我われはここに戻ってきたぞ、マザー・ドラゴン」

　呪じゆ詛そのように、少女はつぶやく。

　否いや、それはきっと、呪じゆ詛そそのものなのだろう。

「〈オーファンの儀〉で拒絶されてから、七年あまり──貴様への恨み、忘れた日は一度としてなかった……」

　少女は拳を振り上げると、手近な樹木に拳を叩たたきつけた。

「なぜだ、マザー！　どうして貴様は我われを選ばなかったのだ!?　貴様が、我が願いを叶かなえてさえいれば……」

　徐々に興奮が高まるにつれ、目の前の景色が歪ゆがむ。

　色が反転し、森の緑が赤く染まる。

　肌という肌を、大量の蜘く蛛もが這はいずり回るような感覚。

　いつしか、キーラは全身に汗をかいていた。

　指先の震えが止まらない。

　マザー・ドラゴンに拒絶されて以来、キーラはずっと、この忌まわしき発作に苛さいなまれてきた。

　一応、薬の力で抑えること自体は可能だった。その知識もあった。

　だが、キーラはあえて、そうしなかった。

　己の復ふく讐しゆう心しんを、決して風化させぬために──。

「……マザー・ドラゴン。ついに準備は調った」

　キーラは陰鬱な声でつぶやくと、フードを被かぶりなおした。

「貴様の命日は、もうすぐだ──」





"Mirabel's Romance ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第六話　復讐のダークエルフ









　アッシュとルッカがユルハ神殿の〈奥の院〉に入ってから、五日目──。

　初日にブラックアウトを起こしたアッシュだが、ルッカから高速飛行のコツを教わることで、それはなんとか克服しつつあった。

　もっとも、期限が迫っていることを考えると順調とはいえない。十日間にわたる修行期間のうち、もう半分近くが経過したのだ。

「ふぅ……」

　アッシュはランスロットから降りると、柔らかな草原にドッと倒れこんだ。大の字になって、一面の空を見上げる。

　エルフが構築した魔法空間内では、外の世界と同じように時間が流れている。

　今は夕刻で、空は茜あかね色いろに染まっていた。

　汗で濡ぬれそぼった身体を、涼しい夕風が癒いやしてくれる。

「やっぱり、ルッカとガウェインはすごいな」

　空の一角に目を留めると、アッシュは感嘆の声を漏もらした。

　そこには、ルッカとガウェインが残した航跡がうっすらと残っている。

　あの石盤に描かれていた紋章の右半分──〝片翼〟が、綺き麗れいに描かれていた。

　鋭く尖とがった翼の形状も、精せい緻ちな羽毛の模様も、あの石盤の通りである。

　それでもルッカ本人によれば、点数をつけるなら七十五点ほどらしい。

「あれが七十五点なら、俺のほうは……せいぜい三十点か？」

　見事な〝片翼〟から離れた位置には、アッシュとランスロットの航跡がまざまざと残っている。かろうじて翼には見えるが、まだまだ課題は山積みだった。

「くぅ～ん」

　と、ランスロットが弱気な声を漏らして、頭こうべを垂れた。

「いやいや、お前のせいじゃないぞ。むしろ、問題なのは俺の経験不足のほうだ」

　アッシュは苦笑した。

　今までは気づかなかったが、こうして一緒に生活してみると、ランスロットには意外に弱気な一面があるのだ。案外、飼い主に似てしまったのかもしれない。

「まあ、昨日までは幼児の落書きレベルだったし、一昨日なんて完走すらできなかったんだから、一日ごとに進歩しているのは確かだ。これからは、もっともっと厳しい修行が待っているけど、一緒に頑張ろうな」

「おぉおおおおおん！」

　ランスロットは、今度は勇壮な雄お叫たけびをあげてくれた。

　──かーん！　かーん！

　と、金属的な響きに耳じ朶だを打たれ、アッシュは振り返った。

　一軒家の窓から顔を覗のぞかせたルッカが、頭上でお玉たま杓じやく子しとフライパンを打ち鳴らしている。屋根の煙突からは、もくもくと煙が立ち上っていた。
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　アッシュが玄関に足を踏み入れると、ハーブの香りが鼻を刺激した。

　ずっと訓練に没頭していたせいで、腹の虫が鳴ってしまう。

「お帰りなさい、アッシュ」

　ルッカが厨ちゆう房ぼうの入口から、ひょいと顔を覗かせる。

「ああ、ただいま」

　まるで新婚夫婦みたいだな……と思いつつ、アッシュは洗面所で手を洗った。そして居間に向かう。

　食卓には夕食が並び、ほかほかと湯気をたてていた。

　すべてルッカの手作りだ。石窯で焼いたパン。野の兎うさぎの香草焼き。白身魚のフライ。きのこと野菜のスープ。飲み物は、野菜と果物を摺すりおろしたジュースである。

「今夜もご馳ち走そうだなあ」

　ルッカが厨房から戻ってくるのを待ちながら、アッシュは料理の匂いを堪能する。

　修行の日々を通じて、アッシュはルッカに家庭的な一面があることを知った。

　失礼な話、ルッカが自ら「料理は任せて」と申し出たとき、アッシュは不安を覚えた。

　統領の養女として育ったルッカに、料理の経験などあるのだろうか……と思ったのだ。エーコとシルヴィアの料理対決で災難に遭あった経験も、不安に拍車をかけた。

　ところが、そんな予想は良い意味で裏切られた。

　話を聞いてみれば、エクブラッド人の女性にとって、料理は当然のたしなみだという。統領の娘だからといって、甘やかされていたわけではないのだった。

　しかも、ルッカは修行の空き時間を利用して、動物を狩ったり、湖で魚を釣ったり、野菜や果物、薬草を採取したり……と、大活躍。

　おかげで、アッシュは今日も修行に専念することができた。

「お待たせ、アッシュ」

　と、ルッカがエプロンで手を拭きながら、顔を出したのだが──。

　アッシュは噴き出しそうになった。

「ルッカ!?　その格好は一体……」

「これ？　今日は暑かったから」

　きょとんとして、小首をかしげるルッカ。

　アッシュは目のやり場に困った。

　今のルッカは、素肌の上にエプロンを着けただけの姿なのだ。

　エプロンでは隠しきれない部分──華きや奢しやな肩、鎖骨の窪くぼみ、ほっそりとした腕、しなやかな脚線美が、惜しげもなくさらされている。

　普段のルッカからは想像もつかない、大胆な姿だった。

　ふと、アッシュは気になった。

　エプロンの下は素っ裸なのか。

　それとも、下着くらいは着けているのだろうか。

「こういうの、アッシュは嫌い？」

　ルッカはその場で、くるりと回転してみせた。

「わわっ！」

　アッシュは慌てて両手で目をふさいだが──。

　つい出来心で、指の隙間から覗のぞき見てしまう。

　ふわりと広がるプラチナ・ブロンド。処女雪のように白い背中。

　キュッと引き締まったお尻は、緑と白のストライプ生地に包まれていた。

　下着はちゃんと穿はいていることが判わかったので、アッシュはホッとした。

「それじゃあ、冷めないうちにいただくとするか」

「うん」

　アッシュに応じて、ルッカも席に着く。

　修行五日目の夕食が始まった。




　まずは野の兎うさぎの香草焼きにナイフを入れる。パリッとした表面の切れ目から、じゅわっ……と肉汁があふれた。フォークで突き刺して、口に運ぶ。

　ハーブの芳香と、スパイスの辛みが舌の上に広がった。肉は軟らかくて、見た目ほど脂っこくもなく、さっぱりしている。これなら、いくらでも食べられそうな気がした。

　美食家さながら、アッシュは「うんうん」と何度もうなずいてしまう。そして一声。

「うん、美う味まい！」

　ルッカもちょうど、切り分けた兎肉を口に放りこんだところだった。アッシュと同じようにうなずきながら、「うん、おいしい」とつぶやく。

「このフライもいけるな。魚釣りなら、俺も故郷の村でよくやったんだけど……」

「駄目。アッシュは、訓練に集中するべき」

「はは、だよな……」

　アッシュが苦笑していると、ルッカも白身魚のフライを頰ほお張ばった。

「しかし、このジュースは……いつもながら壮絶だなあ」

　左手でコップを手に取ると、アッシュは逡しゆん巡じゆんした。濃緑色の液体はドロッとして、見るからに不ま味ずそうだが、目を瞑つぶって一気に飲み干す。

　ルッカもアッシュと同じく、左手でコップを取ると、目をギュッと閉じた。そして、男勝りな一気飲み。

「……？」

　アッシュはなんとなく、違和感を覚えた。

　普段のルッカなら、決してそんな飲み方はしないだろうと思ったのだ。

　アッシュがパンを千切れば、ルッカも一瞬遅れてパンを千切る。

　アッシュがスープを飲めば、ルッカもすぐさまスープを飲む。

　ようやく、アッシュは重大な事実に気づいた。

「もしかして、ルッカ？　俺の真ま似ねをしているのか？」

　ルッカはふるふると首を振った。

「真似……違う。アッシュの動き、予想しながら食べてる。今夜は、的中率が上がったみたい」

「予想って、なんのために？」

「〝双翼の誓雨オラトリオ〟……成功させるには、パートナーとの同期シンクロが大事」

「シンクロ……」

「アッシュと同じ呼吸、同じ行為を心がける。そうやって、アッシュとの一体感、高めていくの。アッシュの考えていること、手に取るように解わかれば……演舞の完成度も上がる」

「なるほど」

　ルッカがそこまで考えていたことに、アッシュは感嘆した。

　つまり、ルッカは初日からアッシュとの同期シンクロを心がけていたのだろう。その成果が、今夜になって表れたというわけだ。

「じゃあ、俺もルッカのこと、ちゃんと見ておかないとな。ルッカの気持ちを的確に感じ取れるように、頑張るよ」

「あんまり見られたら、恥ずかしいけど……」

　ぽっ、と頰ほおを染めるルッカ。

　その初々しい表情に、アッシュは思わずドキリとさせられた。

　──それにしても……。

　パンを囓かじりつつ、アッシュは思う。

　この五日間、アッシュはルッカの騎竜技術の高さを思い知らされた。

　総合的に採点すれば、まだレベッカやシルヴィアのほうに分があるだろう。

　だが、およそ「飛ぶ」ことにかけては、学院随一といっていい。

　実技にはそれなりに自信のあるアッシュですら、ルッカの演舞を眺めるたび、

　──俺ではとても、届かない……。

　そんな風に痛感させられるのだった。

　間違いなく、ルッカは天才だ。その事実を目の当たりにすればするほど、アッシュはある考えに囚われるようになった。

　もし、アッシュが〈オーファンの儀〉を受けた際、シルヴィアにランスロットを譲っていなければ、エーコを託されたのはルッカかもしれない──という考えである。

　マザー・ドラゴンと交わした会話が、脳裏で甦よみがえる。

　──エーコのことですが……本来ならば、あと数年は、わたくしの手もとで管理する予定でした。

　──それって、つまり……もし俺があなたに逆らわずに、ランスロットを素直に受け容れていたら……エーコは他の誰かのパルになっていたと？

　──そうです。既に候補は決まっていました。あなたと同じく、その身に〈聖杯〉を宿すものです。

　アッシュよりも年下で、竜騎士ドラグナーとしての才能に恵まれた誰か。

　ルッカなら、年齢的にも才能という面でも資格は充分のような気がした。

　もっとも、マザーが告げた〈聖杯〉については、いまだに謎のままだが……。

「なあ、ルッカ。実は──」

　アッシュは思いきって、マザー・ドラゴンの教えをルッカに語ることにした。




　話を聞き終えると、ルッカは慎重な表情を浮かべた。

「アッシュの予想、正しいかどうか……解わからない。わたしより、もっとすごい人……他にもたくさん、いると思う」

「いやいや、たくさんはいないと思うぞ？」

　アッシュがさりげなく指摘すると、

「あのね、アッシュ……」

　ルッカはフォークを置いた。

「わたし、ガウェインが好き。家族だと思ってる。だから、今のままで問題ない」

「ルッカ……」

「それに、わたしが〈アヴァロンの騎士〉だったとしても……アッシュと同じこと、できなかったはず。アッシュだからこそ、みんなを救えたの」

　ルッカの真しん摯しな眼まな差ざしに、アッシュは胸を撃ち抜かれた。

　と同時に、自分が励まされたことに気づく。

　そもそも、食事中にあんな話を切りだした時点で、アッシュは弱気になっていたのかもしれない。騎き竜りゆう演えん舞ぶの修行が遅々として進まないため、自信を失いかけていたのだろう。

「ありがとな、ルッカ」

　アッシュが笑いかけると、

「うん」

　ルッカも笑顔で応えてくれた。
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　夕食後、アッシュは少しでも上達すべく、単騎訓練を再開することにした。

「悪いな、ランスロット」

「うぉん」

　ランスロットは「気にするな」といわんばかりに、ひざまずいた。

　その厚意に甘えて、アッシュは素早く騎乗する。鐙あぶみをしっかり踏みしめて、手綱を手に取った。そして、月夜を見上げる。

　外界と同じように、この〈エルフの秘法領域エスパス・エルフイオレ〉にも夜が訪れていた。

　夜天に浮かんでいるのは、上弦の月。

　その満ち欠けは、どうやら本物の月とリンクしているらしい。

　レベッカが予想した通りのペースで、月は満ちつつあった。

　満月になるまで、あと五日しかない。

「舞うぞ、ランスロット！」

「うぉおおおおおおおおおん！」

　びりびりと夜気が震えた。

　その雄大な翼に、徐々に魔力が満ちていく。

　闇の中、ランスロットの瞳と角、そして四肢の爪が蒼あお白じろく発光し、周囲を照らしだす。

　そして飛ひ翔しよう。

　まるで月を目指しているかのように、ランスロットは一直線に上昇した。

　いつしか、統領から託された指ゆび環わが輝いている。

　その翠すい玉ぎよくから放出された魔力が、アッシュの〈星刻〉を通じて全身に波及していた。

　今のアッシュは、まさしくエクブラッド人と同等の属性を帯びているのだ。

　アッシュは不思議な昂こう揚よう感を覚えていた。

　ルッカの励ましが効いたのだろうか。

　ランスロットも、アッシュの前向きな気持ちに感応しているのだろう。活き活きと夜空を駆けている。

　──今夜は調子がいいな。

　アッシュは自然と笑みをこぼした。

　自分に割り当てられた〝片翼〟の航跡を、しっかりと思い描く。

　芸術的なまでに精せい緻ちな紋もん様よう。

　その航跡図を初めて見たときは、ただただ圧倒された。

　だが、今夜に限っては違う。

　不安も恐怖も覚えなかった。

　今の自分たちならば、完遂できる気がした。

「もっと速く！　もっと高く！」

　夜空に光の航跡を描きつつ、アッシュはさらなる高みを目指す。

　やがて、翼の先端部分が接近する。

　この壮絶な演舞における、最難関だった。

　ルッカとガウェインの演舞を脳裏に思い描く。

　ルッカたちはほとんど減速することなく、あの急角度を曲がりきっていた。

　対照的に、数刻前までのアッシュたちは、必ず減速を必要としていた。

　案の定、ランスロットは急旋回にそなえて減速の気配を見せるが、

「大丈夫だ、ランスロット。今の俺たちなら、きっとできる！」

　アッシュは素早く手綱をさばくと、ランスロットの弱気を打ち払った。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶでは、常に自分たちの限界が試される。

　より速く、より高く、より美しく舞うことができれば、発動する魔法の効果も大きくなるのだ。

　そして〝双翼の誓雨オラトリオ〟に限っては、パートナーとの同期シンクロも必要となる。

　ルッカたちと同じスピードで舞うことができなければ、話にならないのだ。

「おおおおおんっ！」

　積極果敢に、ランスロットは旋回地点に飛びこんでいく。

　その巨体をギリギリまで傾けて、一気に旋回！

　夜空のキャンバスに、翼の先端部を描こうとする。

　その刹那、予想をはるかに超える遠心力が生じた。

　アッシュ自身の体重も急激に膨れあがり、血液が身体の左半分に集中する。

「うぐっ！」

　手綱を渾こん身しんの力で握りしめ、アッシュは心の中で叫ぶ。

　──耐えろ、ランスロット！　ルッカとガウェインの軌道を思い出せ！

「ぐぅぅうううおおおおおおおおおっ……！」

　ついに、ランスロットが苦悶の声をほとばしらせた。

「えっ!?」

　天地がぐるんと反転する。

　力学的な負荷に翻弄された結果、ランスロットは完全に自由を失っていた。

　ランスロットほどの巨大質量が、砲弾のごとく軽々と吹き飛ばされたのだ。

　もはや──制せい馭ぎよ不能。

　右の手綱が負荷に耐えきれず、ブツッと千切れた。

　ちょっとでも気を抜けば、アッシュの身体など木の葉のように吹き飛ばされるだろう。

　この高さから落下すれば、即死は免れない。

　──なんとか耐えてくれ、ランスロット……！

　アッシュは最悪の想像を振りはらいつつ、ランスロットの身体にしがみつく。

　ついにランスロットは夜空に弧を描くと、きりもみ降下を始めた。

「うわぁああああああああああっ！」
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「うっ……」

　涼やかな風を頰ほおに感じ、アッシュは覚醒した。

　自分が木陰に横たわっていることに気づく。

　既に、〈エルフの秘法領域エスパス・エルフイオレ〉は夜明けを迎えていた。

　周囲に視線を巡らせると、草原が広がっている。

　生活拠点である一軒家は、ここからずっと遠く離れた地点に、ぽつんと寂しげにたたずんでいた。その脇では、ランスロットとガウェインが身体を丸めて眠っている。

　どうして、自分はこんな場所で眠っていたのだろう？

　身体を起こそうとした瞬間、背中がズキリと痛んだ。

「俺は確か……そうだ！」

　ようやく昨夜の記憶が甦よみがえる。

　そう、アッシュとランスロットは墜落したのだ。

　衝撃の大半は、ランスロットが魔力を逆噴射させることで相殺してくれたのだが、それでもアッシュへの負荷は大きかった。

　ランスロットが不時着すると同時に、アッシュは宙に放りだされ、背中から地面に激突──そこで記憶はぷっつりと途絶えている。

　アッシュはゆっくりと、慎重に上体を起こした。

　肩までを覆っていた毛布が、はらりと落ちて──アッシュは目を剝いた。

「おわっ！　ルッカ!?」

　アッシュに寄り添うように、ルッカが眠っていた。

　すぅ、すぅ……と、安らかな寝息が聞こえてくる。

　右手には、大粒の竜綺華晶を握りしめていた。まだ竜媒魔法オラクルが発動中らしく、結晶体は明滅を続けている。

　その魔力反応に連動するように、ルッカの全身もうっすらと発光し、毛布の内側には心地よい気配が充ち満ちていた。

「治癒系の竜媒魔法オラクルか……」

　アッシュはようやく気づいた。

　ルッカは眠りながらも、治癒魔法の展開を続けていたのだ。

「それにしても……」

　アッシュは目のやり場に困ってしまう。

　ルッカは全裸なのだ。無邪気な寝顔を微笑ほほえましく思う一方で、その妖精的な美び貌ぼうと肢体には、ドキッとさせられた。

　魅了チヤームの魔法をかけられたように、視線を奪われそうになってしまい──。

「なっ！　なにを見てるんだよ、俺は！」

　アッシュは我に返った。

　カッと頰ほおを熱くすると、慌ててルッカに毛布を被かぶせる。

　そして、今さらながら肝心なことに気づいた。

「──って、俺も裸!?」

　下着は穿はいているが、それ以外はルッカが治療の際に脱がせたようだ。

　アッシュは改めて、自分の身体の具合を確かめる。

　頭や手足、肩から胸もとにかけて、包帯が巻かれている。

　肘や膝には湿布が貼られていた。

　身体を動かすたびに、ズキッと鋭い痛みが走る。

　ためしに立ち上がってみると──やはり膝や足首が鋭い痛みを訴えたものの、なんとか両足で地面を踏みしめることはできた。

　アッシュは胸を撫なで下おろした。

「ふう。これならなんとか、ランスロットには乗れそうだな……」

　とはいえ、ルッカの献けん身しんぶりから察するに、実はかなりの重傷だったのではないか──そんな思いが脳裏をよぎった。

　事実、地面に放置されていた衣類を手に取ってみると、生地のあちこちが無惨に破れているし、血の痕も生々しく残っている。

　だが、恐怖を覚えている場合ではない。既に訓練は六日目に突入しているのだ。

　アッシュが衣服を身に着けていると、

「んっ……。アッシュ？」

　ルッカが毛布の中で、もぞもぞと身じろぎをした。

　ぱちりとまぶたが開いて、紫水晶アメジストの瞳がアッシュの姿を捜さがす。

　やがて、互いの視線がぴたりと合った。

「心配かけて、ごめんな……」

「……アッシュ！」

　と、滅多に感情をあらわにしないルッカが、アッシュの胸もとに飛びこんできた。

　ルッカを覆っていた毛布が、ふわりと宙を舞う。

「わわっ！　ルッカ!?」

　アッシュは狼ろう狽ばいした。

　今のルッカは、素肌の上に毛布を羽織っただけの姿なのだ。熱いくらいの体温と、少女に特有の柔らかな感触が、毛布ごしにまざまざと伝わってくる。

　アッシュの胸に顔をうずめて、ルッカは泣いていた。

「良かった……。アッシュが無事で、本当に、良かった……」

「ありがとな、ルッカ」

　アッシュはルッカの背に腕を回した。

　ほっそりとした感触。

　こんなにも華きや奢しやな身体で、ルッカは夜を徹して治癒魔法を展開してくれたのだ。

「あと四日しかないけど──俺、絶対に騎き竜りゆう演えん舞ぶを成功させるよ」

　アッシュは決然として、ルッカの耳もとでささやいた。

「違うの、アッシュ……」

　と、ルッカが急に悲しげな表情をしたので、アッシュは戸惑った。

「なにが違うんだ……？」

　ルッカは指先で涙をぬぐうと、真顔でアッシュの顔を見上げた。

「今日は、八日目。だから、あと二日。アッシュ、ずっと意識を失ってた……」

「そんな！　貴重な練習時間を……俺の不注意で……」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ。頭を横殴りにされ、目の前が真っ暗になった気分だった。

　その瞬間、ルッカが動いた。

　羽織っていた毛布が、ふぁさり……と足もとに落ちる音がした。

「……！」

　アッシュは驚いて硬直したが、声をあげることはできなかった。

　ルッカが精一杯に背伸びをして、アッシュの唇をふさいだからだ。

　触れ合った唇を通じて、ルッカの真心が伝わってくる。

　やがて、ルッカはそっと唇を離した。よほど恥ずかしいのか、ぴんと尖とがった耳の先端からうなじに至るまで、薔ば薇ら色いろに染まっている。

「おまじない……」

　再びアッシュの胸に顔をうずめると、ルッカは小声を漏もらした。

「絶望しちゃ駄目。わたしも、一緒だから……」

「ルッカ……」

「残り時間、少ないけど──一緒に頑張る」

　ルッカの健気さに、アッシュは胸を打たれた。

　そう、絶望するにはまだ早い。

　貴重な二日間を失ったのは痛いが、アッシュはひとりではないのだ。

　こんなにもアッシュを想おもってくれているルッカが、そばに付いている──。

「ありがとう、ルッカ。おまじない、すごく効いたよ」

「うんっ！」

　返ってきたのは、花の咲くような笑顔だった。





　　　　◇






　深い、深い森の中──。

　何日も費やして探索した末に、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンは森の中心部にたどり着いた。鞄の中の保存食は、あと二日分といったところか。















　森の妖精と謳うたわれるエクブラッド人が、森の中でこれほどの苦労を要したのは、もちろん理由がある。

　幻術を駆使した迷宮結界が、幾重にも張り巡らされていたからだ。

　数日前、キーラが探索を続けていた脇では、ちょうど〈オーファンの儀〉が執り行われていた。

　参加した子どもたちは、百人前後。

　子どもたちの大半は「お呼びでない」とばかりに、迷宮結界に惑わされるばかりで、マザー・ドラゴンの聖域に近づくことすらできないでいた。

　それでも、キーラはたどり着いた。

　目の前には──巨大な老木。

　その太い幹や、天蓋のように張り巡らされた枝は、ドラゴンの体軀を彷彿とさせる。

　どれだけの樹齢を重ねれば、これほどの巨大樹になるのか──森で育ったキーラでさえ、想像もつかないほどだった。

「ふん。七歳のときはまんまと騙されたが……こんなモノが貴様の正体だったとはな」

　キーラは忌々しげにつぶやくと、頭部を覆っていたフードを下ろした。

　闇の中、キーラの双そう眸ぼうだけが爛らん々らんと輝いている。

「さっさと出てくるがいい、マザー・ドラゴン！」

　キーラは挑みかかるように、巨大樹を睨にらみすえた。

「我が名はキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセン！　この名に覚えはあるか？」

　と、キーラの言葉に応じるように、周囲の光景がぐにゃりと歪曲した。

　次の瞬間には、キーラは見覚えのある場所にたたずんでいた。

　森は消失し、あたかも鍾乳洞を思わせる空間が現れたのだ。

　ふと、甘い匂いを感じた。

　薬師のキーラは、すぐにアンサル・ハーブだと気づいた。竜族の嗜好品だ。

　天井は高く、無数の竜綺華晶が燦さん然ぜんと輝いている。

　前方には湖が広がり、天井から降り注ぐ光を反射して、黄金のように煌きらめいていた。

　湖のむこうには、古めかしい神殿があった。

　なにからなにまで、七年前に見た光景と同じだった。

　そう、ここはマザー・ドラゴンの結界内なのだ。

　七年前、ルッカと行動をともにしていたキーラも、この結界に足を踏み入れた。

　だが、マザー・ドラゴンは非情にも、キーラの夢をあっさりと打ち砕いた。

　そして、ルッカにだけ幼生オーフアンを授けた。

　マザー・ドラゴンにとって、キーラはルッカの付属品にすぎなかったのだ。

　あのときの絶望、そして屈辱は、一日たりとも忘れたことはない。

「──わたくしへの憎悪を募らせた結果、ダークエルフと化した少女よ……」

　と、ゆらりと空気が揺れて、神殿の前に人影が現れた。

「あなたの用件は、解わかっているつもりです」

　淑女の落ち着きを感じさせる、優しげな女性だった。

　腰まで垂らした髪は、深い緑を帯びている。

　驚くべきは、頭部に二本の角が生えていることだろう。無数に枝分かれした角は、ドラゴンの成体を彷彿とさせた。

　キーラは愕がく然ぜんとしたが、なんとか平静を装った。

「貴様、マザー・ドラゴンか？　あのときは竜の姿だったが、まさか人の姿にもなれるとは……。いや、見た目などどうでもいい。我われの目的は、貴様を殺すことだ！」

「急がずとも、わたくしの寿命は尽きつつあります。わたくしをわざわざ殺す意義が、本当にあるのでしょうか？」

「意義ならある！」

　キーラは嗤わらった。今ではもう、心の底から昂こう揚ようしていた。

「貴様は自然死ではなく、このキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンに殺害される──それだけでもう、我は満足なのだ！」

「……話し合いの余地はなさそうですね。ならば、わたくしも抵抗させていただきます」

　マザー・ドラゴンが毅然として宣言した直後、湖に異変が生じた。

　──どぉおおおおおおおおおおんっ！

　湖面が左右に爆はぜ割れて、壮絶な水しぶきが上がったかと思うと、水竜ハイドラの群れが出現したのである。

　いや、それは決して「群れ」ではなかった。

　あくまでも、七つの頭部を有する一体の巨竜なのだった。

「なんだとっ!?」

　キーラが目を剝いた瞬間、巨竜の腹部が割れた。

　グロテスクな腹腔から現れたのは、無数の触手。

　鋭い風切り音とともに、次々とキーラに襲いかかった。

「くっ……！」

　触手はキーラの四肢に絡みつくと、容赦なく持ちあげた。

　足の裏が地上を離れ、宙ちゆう吊づりにされてしまう。

　磔たつ刑けいに処された聖者のごとく、キーラは両腕を左右に広げた格好で、空中に固定されていた。

　そんなキーラに鋭い一いち瞥べつをくれると、マザー・ドラゴンは冷然と告げた。

「わたくしの守護獣にして、聖地アルビオンの防衛機構──レヴァイアサンです」

「……なるほど。いくら我われがエクブラッド人とはいえ、侵入者に対する警備が薄すぎるとは思っていた。あの迷宮結界にしても、一般人ならともかく、エクブラッド人なら破れるレベルだったからな」

「あなたには同情します。しかし、竜族の命脈を断つというのであれば──古代の賢竜会議における採決に従い、あなたを外敵と見なします。わたくしが命じれば、レヴァイアサンは一瞬にして、あなたの全身を砕きますよ？」

「……解わかった。降参だ」

「賢明な判断です」

「──などと、いうと思ったか？」

　宙ちゆう吊づりにされてなお、キーラはにやりと嗤わらった。

「貴様の手て管くだは、とっくに把握ずみだ。貴様の防衛手段は、幻属性の魔法なんだろう？　確かに、相手の脳に直接働きかける幻術は、並みの相手なら無敵を誇る。長い歴史を通じて、貴様の命が脅かされなかった事実が、その証拠だ。しかし──」

　キーラは嗜虐的な笑みを漏もらすと、奥歯をガリッと嚙かんだ。

　正確には、奥歯に仕込んでいた薬を──。

「まさか、あなたは……！」

　マザー・ドラゴンが、初めて動揺をあらわにする。

「我はエクブラッド人の薬師。お前の幻術、すなわち精神攻撃に対して、我ならば薬の力で対抗できる！」

　相手の脳内物質を操作することで、マザー・ドラゴンの幻術は成立する。その結果、様々な幻覚症状を引き起こすのだ。

　ならば、その作用を打ち消すような向精神薬を服用すれば、マザー・ドラゴンの幻術を破れるのではないか──それが、キーラの導きだした結論だった。

　無論、的中する可能性は低い。完成した薬物が、ピンポイントでマザー・ドラゴンの幻術に対抗できるかどうか、そんな保証はないのである。

　それでも、キーラはエクブラッド人が累積してきた知識に、ゼファロス帝国由来の科学をミックスし、研究に研究を重ねた。

　その結果、キーラは対マザー・ドラゴン戦の切り札になりそうな向精神薬を、なんとか開発したのである。

「大したものですね……。その執念には敬意を表しましょう。ですが、たとえ幻術とはいえ、レヴァイアサンがあなたを攻撃すれば、そのダメージはあなたの精神を直撃します。肉体は無事でも、精神的には死ぬのですよ？」

　マザー・ドラゴンは口を閉ざすと、無言で右手を挙げた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　それを合図に、レヴァイアサンが壮絶な咆ほう哮こうをあげる。

　キーラの全身を束縛する触手に、力がこめられていく。このままでは、先ほどマザー・ドラゴンが告げた通り、キーラの全身は完かん膚ぷ無きまでに砕かれるだろう。

　だが──次の瞬間。

　周囲の景色がぐにゃりと歪曲したかと思うと、キーラの視界は暗転した。





　　　　◇






　巨大樹の根元で、キーラは覚醒した。

「ふっ。薬の効果が現れたようだな」

　既にキーラの脳内では、あらゆる幻覚作用が遮断されている。

　一か八かの賭けだったが、キーラは勝ったのだ。

「ふん。こうなってしまったら、ただの老木だ」

　キーラは満足げにつぶやくと、巨大樹の根元に腰をおろした。そして、懐から小さな薬瓶を取りだす。瓶の中は、紫色の液体で満たされていた。

「こいつがなにか解わかるか、マザー？　いや、もう答えることもできないか」

　嘲ちよう笑しようを浮かべつつ、栓を抜く。

「こいつの名は、魔薬〈ネクローマ〉。名づけたのは我だがな」

　キーラは紫色の液体を、愛いとおしむように見つめた。

「魔薬〈ガラテア〉の調合を請け負う代わりに、我はこいつを調合するための材料をユリエルに要求した。そして、ユリエルは承諾した。あいつはなんのためらいもなく、六百六十六人の囚人を与えてくれた」

　キーラはゆっくりと薬瓶を傾けた。紫色の液体が、根元に滴したたり落ちる。

　見る見るうちに、薬液は土に染みこんでいった。

「植物体である貴様を殺すだけなら、物理的な方法がいくらでもある。だが、それでは面白くないだろう？　我が独自に開発した魔薬──思う存分、その立派な根から吸収するがいい。その結果、なにが起こるのかは……ふっ、見てのお楽しみだ」

　その双そう眸ぼうが、爛らん々らんと禍まが々まがしい輝きを帯びる。

「まずは、貴様が死に至る過程を見届けさせてもらおう。たとえ何日かかろうとも、付き合ってやるぞ──」





"Necroma ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第七話　アルビオンの凶事









「ふにゅう……」

　まだ朦もう朧ろうとした意識のまま、エーコがむくりと身を起こすと、

「偉いですわ、エーコちゃん。今朝も、ちゃんと起きられましたね」

　コゼットが笑みを浮かべて、寝台の脇に歩み寄ってきた。

「今、何時……？」

「もうすぐ八時半になりますわ」

「そう……」

　エーコは室内をぼんやりと眺めた。

　この部屋は、シルヴィア用の個室であると同時に、ロートレアモン騎士国の大使館でもある。ベッドが設置されている以外、生活感はあまり感じられない。事務机や本棚が室内の大半を占めており、粛然とした気配が漂っている。

　アッシュが独立国を立ち上げると決意した際、一度はエスカヴァロンを降りたものの、シルヴィアは戻ってきた──大使という地位を引ひっ提さげて。

　もちろん、それはアッシュのそばにいたいがための口実だったのだろうが、そこは真面目なシルヴィアだけあって、大使としての仕事にも本気で取り組むつもりなのだ。

　アッシュが修行のためエスカヴァロンを離れて以来、エーコはシルヴィアの部屋で暮らすようになっていた。アッシュと過ごした部屋は、エーコがひとりで生活するには広すぎて、寂しさが募る一方だったのだ。

　シルヴィアもコゼットも、そんなエーコを歓迎してくれた。

　そのシルヴィアだが、今朝も姿が見あたらない。

　相変わらず、日課のトレーニングに精を出しているのだろう。ランスロットが不在でも自主鍛錬を欠かさないところは、シルヴィアらしいといえた。

「いよいよ、今夜ですわね」

　壁に掛けたカレンダーの前で、コゼットがつぶやく。

　その言葉で、エーコの眠気は吹き飛んだ。

　アッシュとルッカが修行を始めてから、今日で十日目。

　満月の力を借りることで、騎き竜りゆう演えん舞ぶの効果を最大限に発揮できる日なのだが──。

「……！」

　エーコはハッとして、ベッドから飛び降りた。壁際に駆けよると、精一杯に背伸びをして、円窓から空を見上げる。

「うん、いい天気だわ！」

　エーコは歓声をあげた。

「騎き竜りゆう演えん舞ぶには最適な月夜になりそうですわね」

　コゼットも朗らかに応じた。

　そのときだった。

　突如として、エーコの視界が暗転したのだ。

「なんなの!?」

　まるで、夜空に投げこまれたような気がした。

　前後左右、そして上下の感覚もあやふやである。

　やがて、貴婦人のような雰囲気の女性が、ぼんやりと現れた。

　緑の髪に、緑の瞳。頭部にはドラゴンの成獣さながらの双角が生えている。

「誰……？」

　初対面のはずだが、エーコは不思議と懐かしい感じを覚えた。

　貴婦人は、なぜだか寂しそうな目をして、エーコを見つめている。

　やがて、貴婦人の唇から、か細い声が漏もれた。

『──さようなら、エーコ』





　　　　◇






「大丈夫ですか、エーコちゃん？」

　コゼットに肩を揺すられて、エーコはハッと顔を上げた。

　あの真っ暗な空間は消え去り、今ではもう、シルヴィアの部屋に戻っている。

　エーコはベッドに横たわった状態で、コゼットに介抱されていた。

「あたしってば、一体……？」

　エーコは上体を起こしつつ、自分の身体をまじまじと見下ろす。

　別段、異常は見あたらない。

「急に倒れたから、びっくりしましたわ。目の焦点も合っていませんでしたし、まるで……魂だけが別の場所に飛んでいたかのようでした。ちなみに、今はお昼の二時ですわ」

「そんなに眠っていたの!?　せっかく早起きできたと思ってたのに……」

　エーコは愕がく然ぜんとした。

　自分が我を失っていたのは、せいぜい五分程度のつもりだったのだが──現実世界では、何時間も流れていたのだ。

　エーコは改めて、先ほどの現象を脳裏に甦よみがえらせた。

　コゼットの比喩は、かなり的確だと思う。

　事実、エーコはどこか別の場所に、魂だけを召喚されたような状況に陥っていたのだ。

「……不思議な女の人に会ったわ」

「女の人ですか？」

「うん。女の人といっても、頭に角が生えてたから……たぶん竜族だと思うんだけど」

「──彼女はマザー・ドラゴンよ」

　突如、背後から鋭い声が響いたので、エーコは振り返った。

　実体化したナヴィーが、悠ゆう然ぜんと椅子にかけている。

「マザー・ドラゴンって……あの女の人が!?」

「わたしの身体と同じで、魔力で構築したイメージにすぎないのだけど──彼女がマザーなのは、間違いないわ」

「あれが、マザー……」

　エーコはつぶやくと、手首にはめた〈アヴァロンの腕輪〉にそっと触れた。

　今年の夏休み、エーコはアルビオンの森を訪れた。

　アッシュとシルヴィアも一緒だった。

　マザー・ドラゴンに呼ばれたから──というのが理由だったのだが、結局、マザーに謁見できたのは、アッシュだけだった。

　マザー・ドラゴンはアッシュを通じて、この腕輪をエーコに託したものの、やはり会えなかったのは残念だった。

　まさか、こんな形でマザー・ドラゴンと対面することになろうとは……あまりにも予想外で、エーコは混乱した。

　そもそも、ようやく対面できたというのに、マザーが告げた言葉は「さようなら、エーコ」だけであった。

「……なによ。母親が初めて娘にかけた言葉が、『さようなら』ですって？　一体、どういうつもりなの？」

　エーコは複雑な気持ちで、腕輪をじっと見つめた。

　そんなエーコに、ナヴィーは信じがたい言葉を突きつけたのである。

「どうやら、マザー・ドラゴンは己の死を悟ったようね──」
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　午後二時半を回った頃、艦内では緊急会議が開かれた。

　普段、このような場には顔を出さないナヴィーも、今朝は参加している。

　さらには、統領ラースと神官長フレデリカも列席していた。

「ナヴィーの報告によれば、マザー・ドラゴンは死を迎えつつある……ということです」

　第一声を放ったのは、ミラベルだった。

　たちまち、会議室は騒然となる。

「静粛に。ナヴィー、他に判明したことはあるかしら？」

　ミラベルに問われ、ナヴィーは遠えん慮りよがちに答えた。

「わたしにも、詳しいことはわからないわ。ただ……マザーの寿命が尽きるのは、もっと先だと思っていたの。こんな時期に亡くなるほど、衰弱していたとは思えないし……」

「ということは、マザーは何者かの手で──？」

　シルヴィアが鋭い目をして訊たずねる。

「断言はできないけれど、嫌な予感がするのは確かね。アルビオンの森で、なにかが起ころうとしている……」

　ナヴィーがこれほど沈痛な表情を見せるなど、よほどのことだろう。

　と、ラースが物々しい表情で告げた。

「どうやら、事態は切迫しているようだ。まずは、マザー・ドラゴンの状況を確かめるのが先決だと思うが？」

「ですが、わたくしたちは今夜、アッシュとルッカを迎えてあげねばなりません。今、エスカヴァロンを動かすわけには──」

　ミラベルが躊躇していると、

「いえ、わざわざエスカヴァロンを発進させる必要はありません」

　ずっと押し黙っていたフレデリカが口を開いた。

「どういうことかしら？」

　小首をかしげるミラベル。

「古来より〈三つの森トライ＝フオレスト〉はつながっていて、自由に往来が可能なのです。その〈門ゲート〉を開くことができるのは、我らエクブラッドの神官団のみ」

　聖職者としての矜持を覗のぞかせつつ、フレデリカは断言した。

「それなら話は早いわ。今すぐ開いていただきましょう。今からアルビオンの森に向かうメンバーだけど──」

　ぐるりと一同の顔を見わたしながら、ミラベルが問いかける。

　そのときにはもう、エーコの心は決まっていた。勢いよく立ち上がると、自分の決意を告げる。

「あたし、行くわ。アッシュのことも気になるけど……でもね、今は竜族の代表として、アルビオンの森に行かなくちゃいけない気がするの」

「姉上！　私も騎士国の代表として、行かせてください。なにやら嫌な予感がします」

　続けざま、シルヴィアが毅然として起立した。

「姫様がお出かけになるのでしたら、わたくしも付き添いますわ」

　ふんわりとした口調で告げたのは、戸口にたたずんでいたコゼットである。

「ならばアンサリヴァンの生徒会長として、わたしも同行しよう」

　凜りんとして最後を締めくくったのは、レベッカだった。
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　エーコたちは、レベッカの駆るクー・フリンに相乗りさせてもらうと、森の中の道を北へと進み──神官長フレデリカのいう〈門ゲート〉を目指した。

　統領ラースも、見送りのため聖竜マエストロロズ＝ベルグに騎乗して、同行している。こちらには、フレデリカが同乗していた。

「あれが、エクブラッドの〈門ゲート〉だ」

　やがてラースが指し示したのは、広場のような場所だった。

　ずっと頭上を覆っていた枝葉は、綺き麗れいな円を描くように途切れている。

　中央には、古めかしい巨石が環状に並べられていて、厳おごそかな雰囲気を漂わせていた。

　既に神官団の面々は先回りしており、巨石の脇でエーコたちを待ち受けていた。

　総勢、三十名ほどだろうか。神官服を着たエクブラッド人が、円環を為なす列石をぐるりと取り囲んでいる光景は物々しくて、ぴりぴりとした空気を感じさせる。

「既に準備は整っております、神官長」

　神官のひとりが、フレデリカに声をかけた。

「ご苦労さまです」

　フレデリカは神官をねぎらうと、ロズ＝ベルグの背から降りた。

「ふむ、いわゆる環状列石ストーンサークルというやつか。実物を見るのは初めてだ」

　列石を見下ろしつつ、シルヴィアが感心した風につぶやく。

「なんだか不思議な力を感じるわね。あれもエルフの遺産なのかしら？」

　エーコが小首をかしげると、

「その通りだ、エーコ殿。我らエクブラッド人は、先祖代々、この環状列石ストーンサークルとユルハ神殿を守ってきたのだ」

　遠い目をして、ラースが応えた。

　そのとき、フレデリカが指示を飛ばした。

「クー・フリンに騎乗したまま、サークル中央に移動してください」

　いわれた通り、レベッカはクー・フリンを前進させると、列石の直前でいったん制止させた。そして、慎重に巨石を跨またががせる。

　かろうじて、クー・フリンの巨体は環状列石ストーンサークルの内側に収まった。

「注意事項があります。門を開くことができるのは、一日に一度だけ。そして、ゲートの開放を維持できるのは、五時間が限界です。純血のエルフであれば、開閉も思いのままだったのでしょうが、人の血が混じった我々には、それが限界なのです」

　やや申し訳なさそうな顔をしたフレデリカに向けて、

「了解しました、神官長」

　レベッカは涼やかに応じた。

「それでは、〈門ゲート〉を開きます──」

　フレデリカが厳おごそかに宣言する。

「悠久の太古、偉大なる祖先が創り賜たまいし〈門ゲート〉よ……」

　フレデリカが呪文を唱え始める。続けて、神官団の面々も呪文を唱和する。

　エーコは直感した──環状列石ストーンサークルを中心に、魔力の環サークルが構築されていくのを。

　ついには烈風が吹き荒れて、足もとには複雑精せい緻ちな魔法円が描かれる。

　そして、蒼あお白じろい光輝が広場に充ち満ちる──！

「今ここに、アルビオンへと至る道を開け！」

　フレデリカが決然と告げた途端、光の柱が生じた。

　視界が真っ白に染まったかと思うと、エーコは奇妙な浮遊感を覚えた。
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　光の柱が消えると同時に、エーコの視界は復活した。

「うにゅ……」

　クー・フリンの背中にしがみついたまま、ゆっくりとまぶたを開く。

　またしても、環状列石ストーンサークルを中心とする広場だった。

　見た目の印象こそ似ていたが、フレデリカをはじめ神官団の姿はない。

　それに、空の色が決定的に違った。

　エクブラッド人自治区の空は晴れていたが、こちらはどんよりとした曇り空。しかも、雪がぱらぱらと舞っているのだ。思い出したように、エーコはブルッと身震いした。

　周囲に満ちている気配も、エクブラッドの森とは明らかに違う。眺めているだけで、胸の奥から懐かしい気持ちがこみ上げてくるのだ。

「間違いないわ。ここはアルビオンの森……」

　エーコの言葉に呼応するかのように、クー・フリンが動いた。ずしんと一歩を踏みだすと、環状列石ストーンサークルの外に出る。

　サークルの内側では、今もあの複雑な魔法円が描かれ、蒼白く発光していた。

　その魔法円に目を留めたレベッカが、思案げに腕組みをした。

「おそらく、あの魔法円の上にもう一度乗れば、エクブラッドの森に帰還できる──そういう仕組みなのだろうな」

「では、あの魔法円が消えるまで、あと五時間ということですね。早速、マザー・ドラゴンの拠点を目指しましょう！」

　エーコのすぐ隣で、シルヴィアがグッと拳を握りしめる。

「その意気ですわ、姫様」

　満面の笑みを浮かべて、コゼットが相槌を打つ。

「だけど、そう簡単に……マザー・ドラゴンの居場所にたどり着けるのかしら？」

　エーコは眉根を寄せた。夏休みの記憶が、ふと胸をよぎったのだ。

　あの日──マザー・ドラゴンに謁見できたのはアッシュだけで、エーコとシルヴィアは幻を延々と見せられていただけだった。アッシュとはぐれたときの心細さは、今でもはっきりと覚えている……。

『──幸か不幸か、その心配は無用よ』

　と、遣竜工房に戻ったナヴィーから念話が届いた。

「ナヴィー？　どういうこと？」

『わたしも今、びっくりしているんだけど……マザーが生みだした迷宮結界が、解除されているの。クー・フリンに任せれば、すぐにでもマザーのもとにたどり着けるわ』

　それっきり、ナヴィーからの念話は途絶えた。

「エーコ？　ナヴィーがなにかいってきたのか？」

　シルヴィアが訊たずねてきた。

　レベッカとコゼットも、エーコをまじまじと見つめている。

　エーコが、ナヴィーの情報をそのまま伝えると──。

「おおおおおおん！」

　突然、クー・フリンが吼ほえた。そして、大地を揺るがすような一歩を踏みだす。

「それではナヴィーのアドバイス通り、ここはクー・フリンに任せようじゃないか」

　レベッカが満足そうに微笑ほほえむと同時に、

　──ばさり！

　クー・フリンは一気に飛ひ翔しようすると、森のはるか上空に達した。

「なっ……！」

　エーコは目をみはった。

　アルビオンの森は、変貌を遂げていた。

　夏休み、エーコが飛行中のランスロットから見下ろしたときとは、まったく異なる様相を呈しているのだ。

　いや、森自体が変わったのではないのだろう。マザー・ドラゴンが展開していた魔法結界が解除されたことで、森の真なる姿が晒さらされているのだ。

　森の中央には、想像を絶するほどの巨大樹が、天を衝つくようにそびえている。それがマザー・ドラゴンの本体であることは、すぐに察知できた。

「あれが、アルビオンの森の……本来の姿なのか」

　シルヴィアも呆ぼう然ぜんとして、眼下の森を眺めやっている。

「あのう……マザー・ドラゴン様は、確か植物のはずですよね？」

　と、コゼットが今さらのように訊たずねた。

「それがどうかしたのか？」

　怪け訝げんそうに答えるシルヴィア。

「なんだか……動いていませんか？」

　コゼットがきょとんと小首をかしげた途端、

　──ひゅんっ！　ひゅんっ！

　砲弾のようななにかが次々と風を切って、クー・フリンの横腹をかすめた。

「ぐるるっ！」

　クー・フリンが不快そうに唸うなる。横腹の体毛が、少しだけ焦げていた。

「対空射撃だと!?」

　シルヴィアが愕がく然ぜんとして叫ぶ。

「……レベッカ・ランドールが命じる。汝が創成つくりし聖騎甲アークを我に献けん呈ていせよ！」

　レベッカの峻烈な声が、鉛色の雪空に響きわたった。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおん！」

　クー・フリンが、耳をつんざくような咆ほう哮こうを響かせる。

　レベッカの全身がまばゆい光輝に包まれて、真紅の甲かつ冑ちゆうが顕けん現げん。レベッカの裸身に次々と装着されていく。

　最後に、マントがばさりとひるがえった──第二形態の聖騎甲アークである。

「顕現せよ……一撃必中の魔槍。その銘なはゲイ・ボルグ！」

　レベッカは瞬時にして、臨戦態勢を整えていた。

「行け、クー・フリン！」

　レベッカの命を受け、クー・フリンは慎重に滑空を始める。右へ、左へ、謎の弾丸をかいくぐりながら、少しずつ距離を詰めていく。

「はぁっ！」

　と、レベッカが魔槍ゲイ・ボルグを一閃させた。

　がきぃん！　と鋭い音が響いて、騎竜球技で使われるボールのような物体が、エーコの胸もとにボスッと飛びこんできた。

「はわっ!?」

　エーコはびっくりして、その物体を抱き留める。

　生温かくて、硬い感触がした。

「ちょっと、レベッカ？　危ないじゃないの！」

　エーコは拳を振り上げて抗議する。ただでさえクー・フリンが弾丸を回避するたびに、エーコたちは振り落とされそうになっていたのだ。

　そこへ、いきなり異物が飛んできたのだから、ついつい声を荒らげてしまう。

「いや、すまんすまん。で、その弾丸は一体、なんなのだ？」

　レベッカは苦笑を浮かべると、頭上から応答した。

「弾丸って……これが？」

　エーコはきょとんとして、胸もとの物体を見つめた。

　表皮は茶褐色で、手触りは硬い。

　シルヴィアとコゼットも、まじまじと覗のぞきこんでくる。

「どう見ても、植物の種だな」

「種にしては大きすぎますけど、それ以外の表現は思いつきませんわね。どうやら、マザー・ドラゴン様の本体から飛んできているようですが……」

「どうして、マザーがあたしたちを攻撃しなくちゃならないの!?」

　エーコは混乱した。

　生殖システムが独特なので、一般的な母親とは違うかもしれない。

　だが、それでもエーコにとっては母親に相当する存在なのだ。〈アヴァロンの腕輪〉を託されたときは、心底から嬉しかった。

　その母が、どうして問答無用で攻撃してくるのだろう？

　エーコがショックを受けている間にも、種子の弾丸は次から次へと射出され、高速でクー・フリンの脇を通過していく。

「むぅ……。たかが種とはいえ、あんな速度で射出されているんだ。直撃を食らったら、クー・フリンといえども大おお怪け我がは免れん。ましてや、我々が食らったりしたら……ひとたまりもないぞ？」

　不安げにつぶやいたシルヴィアは、額に汗を浮かべている。

「大丈夫ですわ。姫様のお命は、わたくしが全力でお護まもりいたします」

　そんなシルヴィアを安心させるように、コゼットがにっこりと微笑ほほえむ。

「ふむ。このまま回避しているだけでは、埒が明かないな。三人とも、クー・フリンにしっかり捕まっていてくれ！」

　と、レベッカが決然として叫んだ。

「クー・フリン！　防御シールドを展開しつつ、全速力でマザーの懐に飛びこめ！」

　レベッカの決断に、エーコもシルヴィアも目を剝いたが、

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　クー・フリンは迷うことなく、レベッカに従った。前方に六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開すると、流星のごとく巨大樹の根元を目指したのである──。
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　クー・フリンが弾幕を突破し、巨大樹のそばに着陸するなり、

「バカな！　これがマザー・ドラゴンだというのか!?」

　シルヴィアが叫んだ。

「どういうことなの……？」

　エーコも血の気が引く思いで、マザー・ドラゴンの本体を眺めやった。

　巨大樹の幹や枝葉には、思わず目を背けたくなるほどの異変が生じていたのである。

　樹皮はタールを塗ったようにドロドロとして、漆黒に染まっている。

　あちこちに紫色の斑点が浮かんでいるのも不気味だった。

　樹木のはずなのに、今にもむくりと身を起こしそうな凄みさえ感じさせる。

　しかも、その巨大樹を中心に、どす黒い魔力が噴出しているのだ。

「なによ、これ……。こんなのが、あたしの〝お母さん〟だっていうの？」

　エーコはわなわなと拳を震わせる。

「くっくっくっ……」

　と、樹上から不敵な笑い声が降り注いだ。

「こいつの対空射撃を切りぬけるとは、さすがだな──」

　エーコがハッとして顔を上げると、たおやかな少女と視線が合った。

　少女は裾の長い外がい套とうを無造作に羽織り、枝の一本に腰かけている。

　切れ長の双そう眸ぼうは、獲物を狙いすます山猫さながら、爛らん々らんと輝いていた。

　見るからに、不思議な少女だった。

　耳の形状から察するにエクブラッド人なのだろうが、肌が黒いのだ。

　エクブラッドの森に滞在中、エーコは様々なエクブラッド人の女性を見てきたが、誰もが雪のように白い肌の持ち主だった。

　そんな個性を否定するかのように、少女の肌は黒い。いや、単に色黒なのとは違う。その存在自体が、闇に属しているような雰囲気を醸しだしているのだ。

「お前が魔薬の調合者、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンか!?」

　シルヴィアが怒りもあらわに問いただすと、キーラは妖しげな微笑を浮かべた。

　ルッカと同い年だとは思えないほど、大人びている。手足もすらりと伸びていて、むしろレベッカと同年代のように見えた。

「いかにも。一目で我われの正体を見抜いたということは……そうか。貴様らがユリエルを打ち倒した、アヴァロン聖竜皇騎士団だな？」

「ご明察だが、詳しく自己紹介をしている暇ひまはなさそうだ。君は一体、マザー・ドラゴンになにをした？　どことなく、屍灰竜ネクロマンシアに似た気配を感じさせるが……」

　レベッカが訊たずねると、キーラは枝の上で立ち上がった。

「こいつは屍竜魔樹ネクロプランタ。我が開発した魔薬〈ネクローマ〉を根から吸収させることで、マザー・ドラゴンの生体組織を変異させてやったのだ。竜族の遺灰さえあれば量産できる屍灰竜ネクロマンシアとは違って、唯一無二の存在なのはいうまでもないだろう」

「つまり、君がユリエルから調達した、六百六十六人の人間たちは……？」

　沈痛な表情を浮かべたレベッカとは対照的に、キーラは笑顔を浮かべたままだ。

「その通り。ひとり残らず星精アストラルを抽出し、結晶化させて、魔薬〈ネクローマ〉の材料として使わせてもらった」

「どうして……どうして、そんなことをしたのよ!?」

　エーコが涙の玉を散らしつつ、叫ぶ。

「どうして、だと？　無論、復ふく讐しゆうだ！　我われとの契約を拒んだマザー・ドラゴンを、絶対に赦ゆるすわけにはいかん！　積年の恨みを、ついに晴らすときがきたというわけだ」

「お前は、お前という奴は……そんな理由で、マザー・ドラゴンをこんな風にしたというのかっ!?」

　シルヴィアは憤ふん怒ぬの形相を浮かべている。

「そんな理由だと？　はっ、貴様になにが解わかるというのだ！」

「君の過去には同情するが、これではもう〈オーファンの儀〉は幕切れだ。新たな幼生オーフアンが子どもたちに授けられる機会は永遠に失われた。君のように竜騎士ドラグナーに憧れていた子どもたちの夢は、他ならぬ君自身のせいで、呆あつ気けなく奪われたんだ。君はこれから、その罪の重さと向き合う覚悟はあるのか？」

　レベッカの厳げん粛しゆくな問いかけに対し、キーラは底無しに冷たい眼まな差ざしで応じた。

「覚悟など糞食らえだ。マザー・ドラゴンを憎むあまり、我の心はとっくに壊れたのだからな。この黒き肌を見るがいい！　闇に堕ちた我の肌は、自然と黒く染まったのだ」

「そんなことって、あり得るの!?」

　エーコは啞あ然ぜんとしてつぶやいた。

「傲慢、嫉妬、憤怒、怠惰、強欲、暴食、色欲──エスパーダ聖庁が定めた〈七つの大罪〉のうち、三つ以上に取り憑かれたエクブラッド人の肌は、その罪を暴くように黒化するのだ」

　まるで他人事のように、キーラは冷淡な口調で答えた。

「大方、マザーに対する憤怒、ルッカに対する嫉妬、そして復讐を願うあまり芽生えた強欲──といったところか？　どうせなら怠惰に取り憑かれてくれれば、わたしたちも楽ができたのだがな」

　レベッカの皮肉を、キーラはあっさりと聞き流す。

「真珠のような肌を誇るエクブラッド人にとって、肌の黒化は忌むべき現象だ。高貴なるエルフの眷けん属ぞくでありながら、エルフに敵対した残酷非道な種族──ダークエルフを彷彿とさせるからな。だが、我は違う。むしろ嬉しく思ったのだ。そう、マザー・ドラゴンへの復ふく讐しゆうを誓ったとき、我はダークエルフとして生まれ変わったのだ！」

「……ならば、最後にもうひとつだけ聞かせてもらおう」

　話し合いの余地はないと判断したのか、レベッカの口調はきっぱりとしていた。

「君の復讐心は理解できないこともない。だが、復讐の方法には疑問が残る。単にマザーを殺したかっただけなら、莫大な犠牲を要する魔薬など必要なかったはずだ。違うか？」

「ふっ、なかなか鋭いな。無論、我の復讐には、まだまだ続きがあるのだ。〈オーファンの儀〉が終わったあと、ルッカばかりをちやほやして、我には目もくれなくなったエクブラッド人ども──」

　キーラは拳を握りしめると、屍竜魔樹ネクロプランタの幹をドンと叩たたいた。

「あの連中も同罪だ！　我はこいつに騎乗して、エクブラッドの森に凱がい旋せんする。そして、生まれ故郷を灰に変えてやるのだ！」

　キーラの全身から、漆黒の闘気オーラが噴出する。

「刮かつ目もくして見るがいい！　こいつが我が相パ棒ルだ！」

　そんなキーラの感情に反応したのか、屍竜魔樹ネクロプランタに異変が生じた。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　覚醒したドラゴンのごとく、その威容が震える。

　大地に血管のごとく張り巡らせた根が、次々と抜けていく。そして、根の一本一本が複雑に絡みあったかと思うと、複数の脚部を形成した。まるで蜘く蛛もの脚のようだ。

「移動できるのか!?」

　あのレベッカが驚きの声を漏もらしたほど、それは信じがたい光景だった。

　エーコとシルヴィアに至っては、声も出ない。

「レベッカ様。今すぐ環状列石ストーンサークルに引き返して、このことをエクブラッドの皆様にお伝えしなくては……！」

　コゼットの口調は、珍しく切迫していた。

「撤退するぞ、クー・フリン！」

　レベッカはすかさずクー・フリンに命じた。クー・フリンは従順に雄お叫たけびをあげると、方向転換。すぐさま翼を広げて飛び立とうとしたのだが──。

「今さら気づいても、もう遅い！」

　キーラが叫ぶと同時に、屍竜魔樹ネクロプランタの体軀から触手があふれだした。

　大樹の枝や根が変形したものに加えて、繊せん細さいだが俊敏な蔦つたも交ざっている。

「ぐるるるるっ！」

　牽制されたクー・フリンは、なかなか飛ぶことができない。

「飛行が無理なら、走れ！　全力で奴から遠ざかるんだ！」

　レベッカの命を受け、クー・フリンは疾走に転じる。

　聖竜マエストロの中でも最大級を誇る巨体は、樹木が密集した森の中では分が悪い。が、今は不利を承知で走るしかなかった。

「行け、屍竜魔樹ネクロプランタよ！　……そうだ、お前は相パ棒ルなのだから、ちゃんとした名前を授けてやらないとな」

　キーラは樹上で喜き悦えつの笑みを漏もらしつつ、しばらく思案していたが、やがて会心の笑みを浮かべた。

「……いや、考えるまでもなかったな。お前の名は、ガウェインだ！」




　頭部にレベッカを、背中にエーコとシルヴィアとコゼットを乗せて──クー・フリンは森の中を疾しつ駆くする。

　クー・フリンにしがみつきながら、エーコは背後を振り返った。

　──屍竜魔樹ネクロプランタ。

　マザー・ドラゴンの生体組織に魔薬を吸わせることで完成した、半竜半植物の生命体。

　神聖な気配すらまとっていた巨大樹は、今ではもう、竜族とも植物ともつかぬ異形と化している。しかも、無数の根を絡めて構築した多脚を器用に使い、前進しているのだ。

　森に棲すんでいた鳥たちが、恐怖に駆られて一斉に飛び立つ。

　見るからに強そうな獣たちでさえ、ほうほうの体ていで逃げだしていた。

　不幸中の幸いは、屍竜魔樹ネクロプランタの歩行速度が遅いことだ。ただでさえ屍竜魔樹ネクロプランタの質量は膨大だし、周囲の樹木を薙なぎ倒さねば前に進めない。だが、それでも──。

「来るわ……！」

　エーコは本能的な恐怖を感じて、叫んだ。

　──ひゅっ！　ひゅんっ！

　屍竜魔樹ネクロプランタの本体から、大量の蔓つる草くさが芽生える。次々と風を切っては、クー・フリンに迫った。いや、蔓草だけではない。

　──どん！　どぉんっ！

　この森に突入する際、レベッカとクー・フリンを悩ませた種子の弾丸も、絶え間なく飛んできたのである。次々と宙で弧を描いては、クー・フリンの足もとで炸裂する。

　二系統の攻撃を紙一重でかわしつつ、クー・フリンはさらに駆けた。

「もはや応戦するしかないな……」

　クー・フリンの頭上でつぶやいたレベッカを、しかし、コゼットがたしなめた。

「いけませんわ、レベッカ様。今は環状列石ストーンサークルにたどり着くことをだけを考えてくださいませ。あの屍竜魔樹ネクロプランタからは、ただならぬ気配を感じますわ」

「むう。確かに、コゼットさんのいう通りだとは思うが……」

　レベッカが苦渋のつぶやきを漏もらした直後、

「防御については、わたくしにお任せを──」

　コゼットは唐突に立ち上がると、後方を見据えた。懐から短い棒状の物体を取りだすと、かちりと金属的な音を鳴らす。

　棒は瞬時にして伸長すると、銀色の戦闘杖ロツドと化した。

「おい待て！　その程度の武器で防ぐつもりか!?」

　シルヴィアが呆あきれ顔で叫んだ途端、コゼットは軽く跳ちよう躍やく。クー・フリンの臀でん部ぶに移動するなり、仁王立ちとなった。

　そのたおやかな肢体から闘気オーラが立ち上り、ボブカットの髪が逆立つ。

　竜族であるエーコの視界には、その壮絶なまでの闘気オーラがまざまざと映しだされた。

　思わず、屍竜魔樹ネクロプランタ以上に恐ろしく感じたほどである。

「はぁっ！」

　コゼットが裂れつ帛ぱくの気合をほとばしらせる。

　戦闘杖ロツドを縦一閃！

　すぐそこまで迫っていた蔓つる草くさの群体を、容赦なく破断していた。

　──きぃん！　がきぃいいん！

　さらには、際限なく飛来する種子弾をも、コゼットは連続して叩たたきおとす──。

「うふふ、この通りですわ。背中はわたくしに預けて、レベッカ様は〈門ゲート〉に戻ることだけを考えてくださいませ」

　にっこりと笑みを浮かべるコゼット。

　エーコもシルヴィアも、ぽかんと呆ほうけてコゼットを眺めるばかり。

　さすがのレベッカでさえ、大人しく「了解です、コゼットさん」と答えると、前方に視線を定めたほどだった。

　やがて、クー・フリンが「うぉん！」と鳴いた。

「よし、〈門ゲート〉が見えてきたぞ！」

　レベッカが安あん堵どの声をあげる。

　ようやく、環状列石ストーンサークルの広場に戻ってきたのだ。

　思った以上に長居していたらしく、周囲は宵よい闇やみに覆われている。

　環状列石ストーンサークルの内側では、魔法円がまばゆいくらいに輝いていた。

　神官団が展開している呪文は、まだ生きているようだ。

「ゆけ、クー・フリン！」

　レベッカが命じると、クー・フリンは跳ちよう躍やく。環状列石ストーンサークルに飛びこんだ。
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　光に包まれたのは一瞬のこと、すぐに視界は晴れた。

「戻ったわ──！」

　エーコは思わず叫んでいた。

　環状列石ストーンサークルの周囲には、神官長フレデリカを筆頭とする神官団が待機している。

「緊急事態です、神官長！　今すぐゲートを閉じてください！」

　レベッカの鋭い口調から、ただならぬ気配を感じとったのだろう。

　フレデリカは理由を問いただすことなく、すぐさま反応した。

「閉門します！」

　フレデリカの命に応じ、神官団が閉門の呪文を唱える。開門よりは容易らしく、すぐさま魔法円は消失した。

「ふう……。なんとか間に合ったようだな」

　ホッと胸を撫なで下おろすシルヴィアとは対照的に、レベッカは渋じゆう面めんのままだった。

「レベッカ？　なにか気になることでも？」

　エーコが怪け訝げんに思って訊たずねると、レベッカはうなずいた。

「うむ。キーラは元々、あの屍竜魔樹ネクロプランタをどうやってエクブラッドの森に突入させるつもりだったのか、それが気になってな。どう考えても、アルビオンからエクブラッドまで、陸路を行かせるのは現実的ではないからな……」

　エーコはハッとした。

「キーラも〈門ゲート〉を使うつもりだったってこと？　でも、神官団がいないと〈門ゲート〉は開かないんじゃないの？」

「そう願いたいところだが、屍竜魔樹ネクロプランタの本体はマザー・ドラゴンだ。〈門ゲート〉の開閉くらいなら──」

　──どぉおおおおん！

　その刹那、壮絶な轟ごう音おんが広場を揺るがした。

　環状列石ストーンサークルを形成していた巨石が、一瞬にして吹き飛ぶ。

　と同時に、広場全体を埋めつくすほどの魔法円が顕けん現げんした。

　そして、地面から次々と、強靱そうな蔓つる草くさが生えてきたのである。

「やはり、キーラは最初から〈門ゲート〉を使うつもりだったか……」

　レベッカが苦渋の声を漏もらす。

　やがて──。

「生白いエクブラッド人どもめ！」

　キーラ自身もまた、ゆっくりと魔法円をくぐり抜けてきた。

「キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンが帰ってきたぞ！」

　竜の頭部に騎乗する騎士のごとく、キーラは威風堂々と構えている。

「……仕方あるまい。ここはわたしが食い止めよう」

　最悪の状況を前に、それでもレベッカは冷静さを失ってはいなかった。

「フレデリカ神官長、エーコたちをエスカヴァロンまで案内してやってください」

「そ、それは構いませんが……」

　まだ事情が吞のみこめていないフレデリカは、明らかに困惑している。

「待ってください、会長！　いくらなんでも、単騎で大丈夫なのですか!?」

　シルヴィアが愕がく然ぜんとして訊たずねると、

「わたしを誰だと思っているのだ？　栄えあるアンサリヴァン騎竜学院の生徒会長、レベッカ・ランドールだぞ」

　レベッカは凜々しく宣言すると、エーコたちに背を向けたのだった。





　　　　◇






　宵よい闇やみがあたりを覆い始めた頃、セレスはユルハ神殿の祭壇前にたたずんでいた。

　既に、東の空には月が顔を覗のぞかせている。

　予想通り、月は真円を描いていた。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶには最適の夜だ。

　逆に今夜を逃せば、あと一ヵ月は待たねばならなくなる。

「もうすぐだからな、オスカー」

　祭壇に横たえたオスカーに向けて、セレスはそっと語りかける。

「くぅうん……」

　ここまでセレスとオスカーを運んでくれたトリスタンが、心配げに鳴いた。

　あのトリスタンらしくもない声だと、セレスは思う。

　それでも、トリスタンの体調に異常が見られないのは、心の救いだった。たとえ生き人形と化しても、オスカーは星精路アストラル・フロウを通じてトリスタンとつながっている。そして、トリスタンに星精アストラルを供給しているのだ。

　神官長フレデリカの説明によると、このユルハ神殿こそが、エクブラッド人自治区において最も神聖な場所らしい。

　すなわち、アッシュとルッカが森の上空で騎竜演舞を舞った場合、その効果が最も強く現れるのが、このユルハ神殿なのだ。

「大丈夫。アッシュとルッカなら、必ず騎き竜りゆう演えん舞ぶを成功させてくれる。あたしは信じているぞ」

　トリスタンの横腹を撫なでながら、セレスが祈るようにつぶやいたそのとき──。

　突如、地鳴りのような音が轟然と響いた。

　続けざま、大地がぐらぐらと揺れる。

「なっ、なんだ？　地震か!?」

　セレスは慌てて、オスカーのそばにしゃがみこんだ。

　だが、地震にしては、揺れ方が不自然な気がした。

　それに、あの轟ごう音おん──地鳴りというよりは、爆発音に近かったような気がする。

「ぐるるるる……」

　案の定、トリスタンも警戒心をあらわにして、全身の体毛を逆立てていた。





　　　　◇






　エーコ、シルヴィア、そしてフレデリカを筆頭とする神官団がエスカヴァロンを目指して走っている間にも、屍竜魔樹ネクロプランタは森を侵蝕していた。

　エクブラッド人たちの悲鳴が、宵よい闇やみにこだまする──。

「ちょっと、どういうことなの!?　なんで、あいつの触手がこんなところまで……レベッカが食い止めてるはずなのに！」

　エーコが文句をいうと、フレデリカが走りながら答えた。

「どうやら……この森に点在するすべての〈門ゲート〉が、強制的に開放されたようですね」

　さすがは神官長を務めているだけあって、フレデリカはこんな状況でも冷徹に、事態を分析していた。

「なんですって？　〈門ゲート〉って一箇所じゃなかったの？」

「アルビオンとエクブラッドをつなぐ〈門ゲート〉でしたら、全部で十二箇所あります」

「そんなにあるのか!?　そのすべてから屍竜魔樹ネクロプランタが侵入しているとすれば……とんでもないことだぞ！」

　シルヴィアが真っ青になると、フレデリカは重々しくうなずいた。

「ご安心ください。〈門ゲート〉の場所は、すべて把握しております。やや遠回りになりますが、それらを避けて進めば、我々は襲撃を受けることなく、エスカヴァロンに戻れますよ」

　今はフレデリカを信じて、突き進むしかなさそうだった。
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　それから数刻後──。

　フレデリカの言葉通り、エーコたちは足止めを食うことなく、森の外に出ることができた。停泊しているエスカヴァロンの威容が、視界に飛びこんでくる。

　艦の周辺には、避難民がドッと押しよせていた。いつの間にか、森の外は避難所となっていたのである。

「重傷の方は、エスカヴァロンの医務室にお連れしますわ！」

　声を張りあげているのは、なんとジェシカである。ピンク色のナース服を着て、甲か斐い甲が斐いしく働いていた。

　そんな様子を前に、フレデリカが足を止めた。

「我々はジェシカ殿とともに、怪け我が人にんの治療に当たります。エクブラッドの神官団にとっては、医療も重要な務めですから」

「了解だ。ここまで案内してくれたこと、感謝する」

　シルヴィアが応じると、フレデリカと神官団は離脱して、避難民のほうに向かった。

「では、我々は操そう舵だ室しつに行くか。まずは、姉上に状況を報告しよう──」

　シルヴィアの言葉に、エーコとコゼットはうなずいた。




　エスカヴァロンの操舵室には、ミラベルとユニス、そしてアーニャが詰めていた。

　姿の見えないレイモンとマックスは、逃げ遅れた住民がいないか、各々の相パ棒ルに乗って捜索している最中だという。

　エーコとシルヴィアから状況説明を受けたミラベルは、喉の奥でうなった。

「薬師キーラが開発した魔薬で、マザー・ドラゴンが屍竜魔樹ネクロプランタなどという生命体に変貌したなんて……にわかには信じられない話だわ」

　ミラベルは顎あごに指を添えると、深く考えこんでいる。

「仮に、屍竜魔樹ネクロプランタの本体を主砲で撃ったりしたら……その余波で、エクブラッド人から故郷を奪うことになるわね。それに、そろそろアッシュとルッカが戻ってくる頃よ。予定通り、今夜は完璧な満月だわ。わたくしたちは、騎き竜りゆう演えん舞ぶを舞うアッシュとルッカを護まもりつつ、戦わなくてはならなくなる──」

「失礼しますぞ」

　そのとき、出入口の扉が開いて、統領ラースが入ってきた。身体のあちこちに包帯を巻き、杖を突いている。見るからに満まん身しん創そう痍いだった。

「面目ありませぬ、ミラベル殿。民を護るべき統領が、真っ先に戦闘不能になってしまうとは……。しかも貴重な戦力であるエスカヴァロンを、避難所代わりに使わせてしまって……本当に申し訳ない」

　高齢とはいえ、ラースは聖竜マエストロの乗り手である。ゼノグラヴィア戦争に参加したほどの猛も者さとも聞いている。

　そのラースが、あっさりと敗れたのだ。

　エーコは改めて、屍竜魔樹ネクロプランタの戦闘力を痛感した。

　このままでは、遠からずエクブラッドの森は壊滅するだろう。

　単騎で残ったレベッカの命も危ない。

　だが、アッシュとルッカはまだ戻ってこない。

　そもそも、アッシュとルッカは騎き竜りゆう演えん舞ぶを成功させ、オスカーを救うという使命を帯びている。今は頼りにするわけにはいかなかった。アッシュがランスロットをパートナーに選んだため、シルヴィアが戦えないのも不運といえた。

　そして、アッシュが不在のまま、アヴァロン聖竜皇に変身するような勇気を──エーコは持てずにいた。今までだって、アッシュが騎乗してくれたからこそ、エーコは安心して自分を解放することができたのだ。アッシュが一緒でなければ、帝国軍に無理やり覚醒させられたときのように、自我を失ってしまうかもしれない……。

「──エーコ。こうなったら、またお前の力を借りるしかなさそうだ」

　と、それまで黙っていたシルヴィアが、エーコの肩に手を置いた。

　シルヴィアも、エーコと同じ歯は痒がゆさを覚えていたところだったのだろう。

　しかし、その申し出こそは、エーコがいちばん恐れていたことだった。

「で、でも、あたし……。アッシュに乗ってもらわないと、ちゃんと自分の意識を保てるのかどうか……まだ自信がないの」

「そんなことをいっている場合か!?　この状況を見ろ！　今はエーコの力がどうしても必要なのだ！」

　シルヴィアの言葉は、決して間違っていない。

　エーコだって、できることなら皆の力になりたい。が、アッシュがいない今、確信のないまま変身して、悪い予感が的中したらどうなるか。

　エーコの脳裏に、最悪の光景が浮かぶ。完かん膚ぷ無きまでに破壊されたエスカヴァロン。そして、轟ごう々ごうと炎上する大森林。

「なによ！　自分はランスロットがいないからって、傍ぼう観かんを決めこむつもりのくせに……あたしだけに戦えっていうの!?　そんなの卑怯だわ！」

　違う。本当は、こんなことをいいたいわけではないのに──売り言葉に買い言葉というやつで、エーコはきつい言葉を並べてしまった。

「お前……！」

　シルヴィアが右手を振り上げる。エーコは思わず、ギュッと目をつぶった。

　……が、予想した痛みは、いっこうに訪れない。

「シルヴィア？」

　エーコはおそるおそる、目を開いた。

　シルヴィアは、いったんは振り上げた右手をグッと握りしめた。そして、エーコの想像をはるかに超える、とんでもない提案を告げたのである。

「そこまでいうのなら、私がお前に乗ってやる！　それでどうだ？」

　エーコは目を点にした。

　なにをいわれたのか、本気で理解に苦しんでしまう。

「はあ!?　そんなのお断りに決まってるでしょ！　大体、竜族は自分が契約した相手にしか、騎乗は認めないのよ！　それくらい学院生なら知ってるはずでしょ!?」

「無論だ。その上で、あえていおう！　私がお前を乗りこなしてやる！」

　シルヴィアは威風堂々、腕組みをして胸を張った。

「……本気なの？」

「ああ、本気だ。お前がひとりでは不安だというのなら、私がアッシュの代わりになってやる。ちょうど私の相パ棒ルも不在だしな」

「寂しい者同士で、手を組もうってわけ？　最悪、あんたを振り落とすだけじゃすまなくて、踏みつぶすかもしれないわよ？」

「大丈夫だ、私はエーコを信じている」

「なっ!?」

　エーコはうろたえた。カァッと頰ほおが熱くなってしまう。

「お前はアヴァロン聖竜皇なのだろう！　一般的なドラゴンのように、赤の他人に乗られたからといって、怒りのあまり我を失ったりはしないはずだ」

「そりゃあ、それが理想ではあるけど……あぁもう、コゼットもなんとかいいなさいよ！　専属メイドだったら、主人の過ちはちゃんと指摘しなさいよね！」

　ところが、コゼットはふんわりと微笑ほほえむのだった。

「わたくしは、姫様とエーコちゃんが力を合わせれば、必ず勝利して、無事にお帰りになる──そう信じていますわ」

「はぁ……あんたたち、大バカだわ！」

　ぶっきらぼうな言葉とは裏腹に、エーコはシルヴィアに向けて拳を突きだした。

　シルヴィアもまた、笑顔で拳を突きだす。

　互いの拳が触れ合ったのは一瞬のこと──。

　エーコとシルヴィアは駆けだしていた。




「困った子たちね……。わたくしに相談もしないで、勝手に飛びだすなんて」

　ミラベルが嘆息していると、操縦席のアーニャが笑みをこぼした。

「でも、エーコとシルヴィア殿下だったら大丈夫な気がします」















「だと良いのだけれど──」

　そのとき、緊急通信を意味するアラームが鳴った。

「こんなときに、誰かしら？」

「つなぎます！」

　アーニャがすぐさま反応し、通信装置を操作する。

『ミラベル先生、大変です！』

　画面に映しだされたのは、なんとラクエルⅣ世だった。

　妙に切羽詰まった表情を浮かべている。ミラベルは嫌な予感に打たれた。このタイミングで、ラクエルが焦る事態があるとすれば──ひとつしか思い浮かばなかったからだ。

『……ついに、シェブロン王国で内戦が勃ぼつ発ぱつしました』

　案の定、ミラベルの悪い予感は的中した。

「王位を狙う者たちは、ザカライアスⅢ世の喪が明けるのを待てなかったのですね？」

『はい……。現在、第二王子こそが正統なる世継ぎだと主張する勢力と、第四王子と第五王子の連合軍の小競り合いが始まっています。他の王子たちも着々と軍備を整えていて、最悪、王国全土が戦場になる可能性も……』

　珍しく、おろおろとした様子のラクエルを見ていたら、本人に失礼だとは思いつつ、ミラベルはくすりと微笑ほほえんだ。

『はわわっ!?　どっ、どうしてそこで笑ったりするんです!?』

「いえ、そうやって慌てているあなたは、年齢相応だと思っただけです」

『ひ、ひどいです！　ミラベル先生！』

「大丈夫ですよ。わたくしは信じています。アヴァロン聖竜皇騎士団のメンバーたちを。そして、アッシュ・ブレイクという少年の強さを──」





"The Death of Mother ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第八話　双翼の誓雨オラトリオ









「我は偉大なるアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えい……。その名は、エーコ・ペンドラゴン・アウローラ……」

　エーコは艦外に飛びだすなり、〈アヴァロンの腕輪〉を宙に高々と放り投げた。そして長大なフルネームを呪文のごとく唱えると、朗々と宣言する。

「我、真の姿を顕あらわす！」

　小柄な少女の姿が、まばゆいばかりの光輝に包まれた。

　膨大な魔力があふれ、烈風が轟ごう々ごうと吹き荒れる。

「むう。相変わらず壮観だな……」

　シルヴィアはエスカヴァロンの甲板に出て、エーコの変身を眼下に眺めていたが──しばらくすると、シルヴィアのほうが見下ろされる側になっていた。

　猛々しい角は三本。

　ピンク・シルバーのたてがみ。

　世界の深淵をも見通すような、真紅ルビーの双そう眸ぼう。

　エスカヴァロンが玩具の船に見えてしまうほどの巨軀。

　首もとを飾るのは、絢けん爛らんたる首飾り。

　アヴァロン聖竜皇の威容が、エスカヴァロンの真横にそびえ立っていた。

　やはり精神と肉体の不一致感に戸惑っているのか、エーコはしばらくぼんやりとしていたが──ふいに、甲板上のシルヴィアに目を留めた。

「ぐるるるっ……」

　真紅ルビーの双そう眸ぼうが、シルヴィアをじろりと見据える。

「まっ、待て！　私はまだ、お前に騎乗したわけでもないのだぞ!?」

　シルヴィアは冷や汗をかいた。

　やはりアッシュがいないと、エーコは自我を保てないのだろうか？

「落ち着くのだ、エーコ！」

　ここで正気を失ったエーコが暴れたりしたら、エスカヴァロンは破壊され、エクブラッド人自治区も全滅は免れない。これまでの努力が水の泡だ。

　それだけは絶対に避けねばならないが、エーコは聞く耳を持つことなく、ずしん！　と一歩を踏みだしてきた。

「あわわわわ……」

　シルヴィアは涙目になった。膝ががくがくと震えを帯びる。

「がるるるっ……」

　かすかに開いた口から、びっしりと生え揃そろった牙が覗のぞく。

「駄目だエーコ！　わっ、私を食べても、決しておいしくはないぞ!?」

　もはや失禁寸前、シルヴィアはその場でぺたんと尻餅をついたが──。

「がぉん」

　と、エーコは急に大人しくなると、右の前肢を差しだしてきた。どうやら「乗れ」といいたいらしい。

「おっ、お前という奴は……私をからかって楽しんでいたな！」

　ぷんぷんと怒りつつ、シルヴィアはエーコの前肢に乗った。

　エーコは前肢を持ちあげると、シルヴィアを頭部に運ぶ。

　その視点の高さに、シルヴィアはやや怯ひるんだが、気合で両足を踏ん張った。

　エーコは間違いなく、自我を保っている。もう、なにも恐れる必要はない。

　シルヴィアは額に汗の玉を浮かべつつも、安あん堵どの笑みを浮かべた。

「では行くぞ、エーコ！　目指すは屍竜魔樹ネクロプランタの本体だ！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　大地を揺るがす咆ほう哮こうとともに、エーコは三本の角と四肢の爪をピンク色に発光させた。

　そして、夕闇を斬り裂くように飛ひ翔しようする──。





　　　　◇






　時を同じくして──ユルハ神殿の〈奥の院〉。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　アッシュは大の字になって横たわっていた。息が荒く、汗だくである。

「はぁ、はぁ、はふぅ……」

　そんなアッシュに寄り添うように、ルッカもころんと寝転んでいる。汗に濡ぬれた銀髪が頰ほおに張りついて、なんだか艶めかしい。

　アッシュもルッカも、疲労は頂点に達していた。

　この二日間、睡眠もろくに取ることなく、鍛錬を続けていたのである。

　湖畔に視線を転じると、ランスロットとガウェインも身体を丸めて休憩していた。さすがは聖竜マエストロだけあって、その表情も呼吸も穏やかだ。まだまだ飛べるぞ、といわれたような気がした。

「なあ、ルッカ……」

　まるでボロ雑巾になった気分だったが、アッシュは下腹に気合をこめた。首だけを横に向けると、ルッカに声をかける。

「さっきの演舞だけど、八十点くらいかな？」

　ルッカは上体を起こすと、空を見上げた。

　つい先ほど、アッシュとルッカが描いた軌跡が、まだうっすらと残っている。

　雄大な翼の紋章が、左右に広がっていた。

　アッシュとしては、上う手まく描けたつもりだったのだが──。

「……七十点」

　期待に反し、ルッカの採点は厳しいものだった。

「そうか……」

　アッシュはがっくりとうなだれた。

　とはいえ、七十点に到達したのは初めてなので、上達しているのは確かだろう。

「せめて、あと一ヵ月。いや、二週間あったらなぁ……」

　アッシュはぼやくと、ルッカを見つめた。

　──大丈夫。わたし、アッシュを信じてる。

　──そうだな。俺もルッカを信じてるよ。

　アイコンタクトだけで、意思の疎通が成り立っていた。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶの完成度はともかく、メンタル面での成果は充分のようだ。

　互いの思考が同期シンクロしているのを実感すると、不思議な自信が芽生えた。

　と、ルッカが手もとの水筒を開けると、コップ代わりの蓋にトポトポと注いだ。

「はい、アッシュ」

「お、サンキュー──って、このどす黒い液体はもしかして!?」

「うん。〈アルランデルの霊草茶〉……最後の一杯」

「いや、それはルッカが飲んだほうが……」

「ううん。アッシュのほうが消耗してる」

「じゃあ……」

　アッシュは半分だけを飲むと、ルッカに湯飲みを差しだした。

「ん……ありがと」

　ルッカはしばらくの間、湯飲みの縁をじっと見つめていたが、グッと飲み干した。

　その途端、ルッカは耳全体を真っ赤に染めて、視線を逸らしてしまう。

　以前のアッシュなら、疑問に思ったかもしれない。

　だが、今のアッシュは違う。ルッカが間接キスを意識したのだと、すぐに察した。

　ルッカの気持ちが伝わってきて、アッシュまでが照れ臭くなってしまう。

　そのときだった。

　目の前で閃光が走ったかと思うと、光り輝く扉が出現したのである。

「おわっ！　なんだ……？」

　アッシュが目をみはっていると、扉の縁からセレスが顔を覗のぞかせた。

「お前たち、そこにいるのか！」

「セレス!?　まさか、お前が扉を……？」

「そんなわけないだろう！　オスカーをユルハ神殿に運びこんで、待機していたら……いきなりこの扉が勝手に現れたんだよ！」

「……どういうことだ？」

　アッシュが首をかしげると、ルッカがぼそぼそとつぶやいた。

「刻限が来たみたい。だから、扉……自動的に開いた」

「なるほど、そういうことか」

「吞のん気きに納得している場合か！　外では今、とんでもないことになっているんだぞ！」

　セレスの隻せき眼がんが、鋭い眼光を放つ。

「このままでは最悪、エクブラッドの森は壊滅する！」

　アッシュもルッカも声を失い、呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。





　　　　◇






　いったんエーコを滞空させると、シルヴィアは眼下に広がる森林地帯を見下ろした。

「むぅ……なんということだ」

　森を侵蝕しつつ、屍竜魔樹ネクロプランタの本体はゆっくりと前進を続けている。

　一方で、全部で十二箇所の〈門ゲート〉も蒼あお白じろく輝いているため、上空から視認することができた。

「いちいち〈門ゲート〉をつぶしている余裕はなさそうだな。本体を叩たたくしかあるまい」

　そこまでつぶやいて、シルヴィアはハッとした。

　巨大樹の進行方向に、ユルハ神殿が位置していることに気づいたのだ。

「いかん！　まずは奴を神殿から遠ざけねば！」

　いくらキーラでも、アッシュとルッカが〈奥の院〉で修行に励んでいることは知らないはずだ。とすれば、単にユルハ神殿がエクブラッドの聖地だから、真っ先につぶそうという魂胆なのだろう。

　──絶対に、屍竜魔樹ネクロプランタをユルハ神殿に近づけるわけにはいかない……！

　シルヴィアは片膝をつくと、エーコの頭部にそっと触れた。

「いいか、エーコ？　まずは奴の側面を衝つくことで、進行方向を変えさせる！　そして森の外に押し出すのだ！」

　それが、シルヴィアが導きだした結論だった。

　安全策を採るならば、エーコの息吹ブレスで焼き払うほうがいい。が、なんといってもアヴァロン聖竜皇の息吹ブレスである。森を焦土に変えてしまっては、元も子もない。

　エーコは素直に応じると、ぐんぐんと滑空した。

　──ずぅうううううううううん！

　そして、屍竜魔樹ネクロプランタの脇に着陸する。勢い余って、その巨体と尻尾が樹林を薙なぎ倒した。シルヴィアは心を痛めたが、この程度の被害は大目に見てもらうしかないだろう。

「うぉおおおおおおおおおおおんっ！」

　と、エーコが盛大な咆ほう哮こうをあげると、上体を起こして後あと肢あしで直立した。シルヴィアの視点がさらに上昇し、広大な森林地帯を一望できるほどの高みに達する。

「行くぞ！」

　シルヴィアの掛け声と同時に、エーコの後肢が地面を蹴った。

　──どぉおおおおおん！

　あたかも、山と山がぶつかり合ったかのような鳴動が、森を貫く。

　エーコの太い前肢が、屍竜魔樹ネクロプランタの幹を押さえていた。鋭利な爪が樹皮にめりこみ、どす黒い樹液が血のごとく滴したたり落ちる。

　それでも、屍竜魔樹ネクロプランタはエーコの圧力をものともせずに、ユルハ神殿の方角へ向けて進もうとする。

「ぐるるるるっ……！」

「負けるな！」

　シルヴィアが祈るように叫んだそのとき、

「はっ！　竜騎士ドラグナーともあろう者が、その体たらくはなんだ？　愚直にもほどがある！」

　屍竜魔樹ネクロプランタの樹上から、痛烈な声が飛んできた。

「こいつを見るがいい！」

　キーラは嗜虐的に嗤わらうと、ぱちんと指を鳴らした。

　その合図に呼応して、屍竜魔樹ネクロプランタの前進がぴたりと止まる。

　やがて、網のように絡まった蔓つる草くさが、はるか頭上からするすると降りてきた。

「なっ──!?」

　シルヴィアは息を吞のんだ。

　まるで蜘く蛛もの巣に捕らえられた蝶のごとく──。

　レベッカが全身を拘束されていたのである。

「会長！」

　シルヴィアが蒼そう白はくとなって呼びかけるも、レベッカはぐったりとして、返事をよこさない。既に意識を失っているか、あるいは──最悪の想像が胸をよぎる。

　シルヴィアは信じがたい気持ちで、拳を震わせた。

　真紅の聖騎甲アークは消失し、制服も切り裂かれている。生地の断片が、肌に張りついているような状態だった。露出した肌には、赤い痣が生々しく残っている。















「ぐるるるる……」

　エーコも衝撃を受けたのだろう。悔しそうに喉の奥でうなっている。

「安心しろ、まだ息はあるぞ。ふふっ……」

「人質というわけか。なんと卑劣な！」

「なにをいっている？　別に人質などという保険に頼らずとも、このガウェインならば一夜でエクブラッド人どもを絶滅に追いこめる」

「ならば、お前はどういうつもりで、会長を……？」

「なに、簡単なことだ。我われはただ、今の貴様が浮かべているような、人間が絶望した瞬間の顔を見てやりたかっただけさ。実に佳よい顔をしているぞ。ははっ！」

「お前という奴は、どこまで性根の腐った女なのだ!?」

　シルヴィアは拳を震わせた。

「ふん。我とて、好きでこんな自分になりたかったわけではない。すべての元凶は、マザー・ドラゴンだからな」

「……確かに、マザー・ドラゴンの選考基準は厳しい。私とて、幸運に恵まれなければ落とされていた」

　そう、七歳だったあの日──シルヴィアも〈オーファンの儀〉を受けていた。もし単独行動をとっていたら、確実に落選していたはずだ。

　だが、偶然にもアッシュと出会った。そして事態は変わった。当初はアッシュが授かる予定だったランスロットが、シルヴィアの肉体に宿ったのだ。

「──だがな、キーラ！　たとえ選ばれなかったとしても、それでマザー・ドラゴンを恨むのは、お門違いも甚だしい！」

「そんな台詞は、貴様が竜飼い人ブリーダーになれたからこそいえるのだ！　選ばれなかった者の悲劇が、貴様に理解できるはずもない！」

「確かに……そうだろう。だがな、そんな私にも、これだけはいえるぞ。お前が今のような人間に成り下がったのは、決してマザー・ドラゴンのせいではない！」

「……ほう。ならば、なにが悪かったというのだ？」

「それは無論、お前自身の弱さだ！」

　シルヴィアは臆することなく、断言してみせた。

「なっ!?」

　キーラが初めて、動揺をあらわにする。

「私自身、弱い人間だ。今だからいえる。以前の私は、自分の周囲に壁をつくることで、皆を遠ざけているつもりだった。だが、本当は違った。自分の弱さを悟られるのが、恐こわかっただけなのだ……」

「……なにがいいたい？」

　キーラが嘲あざけるように口を挟んだそのとき、茂みの奧でなにかがきらりと輝いた。

　その光は、まるで信号のように、ちかちかと瞬いている。

　その異変を視界の片隅で確認しつつも、シルヴィアは眉ひとすじ動かすことなく、キーラを睨にらみつけたままだ。

「友達をつくることもせず、勉学と騎竜訓練に没頭するだけの日々……。もしアッシュに出会っていなければ、今の私はなかった。少なくとも今の私は、あの頃の自分よりも強くなれたと、胸を張って断言できる！　だからこそ、キーラ！　私にはお前の弱さが鼻につくのだ！」

「ちっ。いわせておけば……！」

「そもそも、お前は自分が里抜けしたことで、ルッカがどんな気持ちになったのか考えたことがあるのか？　本当にルッカを大切に想おもっているのなら、お前は素直にルッカを祝福してやるべきだった！　大方、その調子では……お前はルッカに『おめでとう』の一言も伝えてはいないのだろう？」

「……！」

　キーラが息を吞のむのを見て、シルヴィアはさらにたたみかける。

「たとえ竜飼い人ブリーダーにはなれずとも、ルッカの友として生きていく道なら、他にいくらでもあったはずではないか！　結局、お前はルッカに負けたのが悔しくて、その事実を認められずに堕落しただけの──ただの子どもだ！」

「なん……だと……!?」

　キーラが愕がく然ぜんとして、立ちすくんだそのとき、シルヴィアは跳ちよう躍やくした。

「私に聖騎甲アークを！」

「がぉぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　エーコが吼ほえた直後、シルヴィアの全身を蒼あおい光輝が包みこむ。

　瞬時にして、シルヴィアは凜りんとした姫騎士に変貌していた。頭には黄金のティアラを戴き、その鎧は夜空に浮かぶ月のように、燦さん然ぜんと輝いている。もちろんエーコが複製したレプリカなのだが、本物と同等の機能をそなえているのは、周知の事実である。

　宙を舞いながら、シルヴィアは固有魔装を召喚する。

「聖騎銃アロンダイト──〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟！」

　顕けん現げんした聖騎銃の銃口から、蒼白い魔刃ブレイドが噴出する。

　そして一閃！　レベッカの全身に巻きついていた蔓つる草くさが、瞬時に破断された。

　レベッカの身体が宙を舞う。

「小癪な！」

　キーラが叫ぶと同時に、屍竜魔樹ネクロプランタがレベッカを再び捕らえようとする。

「今だ、クー・フリン！」

　シルヴィアが叫ぶと同時に、茂みの奧に潜んでいたクー・フリンが舞った。

「うぉおおおおおおおおおおおおんっ！」

　前肢でレベッカの身体をキャッチすると、傷ついた翼をはためかせる。

　間一髪で、屍竜魔樹ネクロプランタの攻撃は空を切った。




「よし、会長は取り戻したぞ！」

　エーコの頭部に戻ったシルヴィアは、エスカヴァロンの方角へ飛び去ったクー・フリンを見送ると、拳をグッと握りしめた。

　クー・フリンが付近の茂みに隠れていることは、先ほどの信号で気づいていた。シルヴィアの視界の隅でチカチカと輝いていたのは、クー・フリンが送った合図だったのだ。

　その信号パターンから、シルヴィアはクー・フリンの意図を悟った。満まん身しん創そう痍いのクー・フリンに唯一できることは、レベッカを連れて撤退することだけだったのだ。

「貴様！　我われの隙を衝つくために、わざとあんなことをいったのか!?」

　憤激するキーラとは対照的に、シルヴィアはあくまでも冷静だった。

「まあ、確かにそれもある。会長を無事に取り戻すためには、クー・フリンとの連携が必要だった。だがな、キーラ。あれは決して、お前を逆上させるためだけの言葉ではなかったのだぞ？　そんなことも解わからないとは、本当にお子様だな」

「ぐぬぬぬぬ……」

「反論の言葉も失ったか？　ならば、次は私たちの番だ！　エーコ、今度こそ屍竜魔樹ネクロプランタを森の外に押し出してしまえ！」

「がるるるるるっ！」

　シルヴィアの命を受け、エーコは牙を剝いた。

　その全身から魔力が噴出し、周辺地帯が白銀の光輝に満たされる。

　そして猛進。屍竜魔樹ネクロプランタに渾こん身しんの体当たりを食らわせる。

　壮絶な衝撃とともに、地面がぐらりと揺れた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　さらにエーコは前肢を突きだすと、屍竜魔樹ネクロプランタを少しずつ押していく。

　屍竜魔樹ネクロプランタの本体が初めて、横方向にずるずると滑り始めた。

「小癪な──！」

　キーラが屍竜魔樹ネクロプランタに新たな命令を飛ばそうとしたそのときだった。

　シルヴィアは頭上──正確には、夜天を煌こう々こうと照らす満月を指さした。

「見るがいい、キーラ。今宵は月が美しい。あのふたりにとっては、最高の晴れ舞台となるだろう」

「……どういう意味だ？」

　キーラが低い声を漏もらしたそのとき──。

　夜空に尾を引きながら、舞い上がる光点がふたつ、きらりと輝いた。

　逆さまにした流れ星のように、夜天をぐんぐんと駆け上がっていく。

「あれは……!?」

「今度はお前が刮かつ目もくする番だ！」

「まさか──」

「そう、あれはアッシュとルッカだ！」

　シルヴィアは宣言すると、会心の笑みを浮かべた。

　夜天の中央──。

　アッシュとルッカは超高速で飛行して、双翼の紋章を少しずつ描いていく。

「バカな！　二騎で舞う騎き竜りゆう演えん舞ぶといったら、〝双翼の誓雨オラトリオ〟しかあり得ない。だが、なんのために……？」

「魔薬〈ガラテア〉の呪いを断ち切るために決まっているだろう！　オスカーを救うため、そして、オスカーが救われることによって、さらに救われるであろうシェブロン王国のために──あのふたりは命を賭けて、〝双翼の誓雨オラトリオ〟に挑んでいるのだ！」

「ふん、そういうことか。確かに〝双翼の誓雨オラトリオ〟であれば、治療は可能かもしれん。だが無理だ！　エクブラッド人ではない者に、騎竜演舞が舞えるものか！」

「無理かどうかは、ふたりの演舞を見てから判断するのだな！」

　──ずぅん！

　シルヴィアの気迫に合わせて、エーコもさらに猛進する。

　ついに屍竜魔樹ネクロプランタの本体は、森の西端まで押されつつあった。

「頑張れ、エーコ！　このまま平原に押し出してしまえば、エクブラッド人に気兼ねすることなく、屍竜魔樹ネクロプランタを焼き尽くせるぞ！」

　シルヴィアが凜りんとして叫ぶと、エーコも勇壮な雄お叫たけびで応じる。

　そのときだった──。





　　　　◇






　キーラは混乱していた。

　ルッカと一緒に〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うこと。

　それは、かつてキーラが抱いていた夢。

　永遠に、失われた夢。

　ルッカのパートナーを務められる相手は、どこにもいないはずだった。

　その事実こそが、キーラにとっては唯一の慰めともいえたのだ。

　自分以外の誰かが、ルッカと一緒に〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞う場面など、絶対に見たくはなかった。想像したくもなかった。

　永遠に叶かなうことがなく──、

　もはや誰にも叶えることができない夢。

　だからこそ、過去の美しい想おもい出として、自分の胸に仕舞っておくことができた。

　だが──胸の奥に秘めた宝箱を、強引にこじ開けるように。

　夜空には、少しずつ双翼の紋章が描かれていく。

　それが想像を絶するほどの高速飛行であることは、遠目にも理解できた。

　いや、驚くべきは速度だけではない。

　アッシュとルッカは、あり得ないほど高度なレベルで同期シンクロしているのだ。

　よほど互いを理解しあい、信頼しあっていなければ、あんな同期シンクロは不可能だ。

　心の深い部分で、あのふたりは強く結びついている──。

「ちっ。どこまでも……度し難い連中だ」

　怒りも極限に達すると、逆に心は冷えていく。

　過去、キーラは同じような精神状態を、何度か経験したことがあった。

「……ガウェイン。お前も飛んでみせろ！」





　　　　◇






　キーラが叫んだ直後、屍竜魔樹ネクロプランタの全ぜん貌ぼうに異変が生じた。

　その本体から、怒濤のごとく魔力があふれてくる。

　屍竜魔樹ネクロプランタは明らかに、キーラの感情に反応していた。

「いかん！　こいつから離れるんだ！」

「がるるるるっ！」

　危険を察知したシルヴィアに従って、エーコは屍竜魔樹ネクロプランタから飛び離れた。

　今ではもう、屍竜魔樹ネクロプランタのほうから魔力を帯びた烈風が吹き荒れてくる。

　周囲の樹木が、次々と薙なぎ倒されていく。

「うぐっ」

　シルヴィアも、今やエーコの頭部に立っているのがやっとだった。もし聖騎甲アークを装備していなければ、とっくに吹き飛ばされていただろう。

　──ごごごごごごごごごごごごっ……！

　大地が鳴動していた。

　シルヴィアは薄目を開けながら、信じがたい光景を見た。

「……浮いている？　本気であの大質量を飛ばすつもりなのか!?　そもそも、植物ベースの生命体が……本当に空を飛べるのか!?」

　そんなシルヴィアの常識を打ち破るように──。

　屍竜魔樹ネクロプランタは浮上を始めていた。

　あたかも、城塞が丸ごと浮き上がったような光景だった。

　朦もう々もうと土煙が舞い上がり、シルヴィアの視界を奪う。

　土塊や小石が雨のごとく降り注ぎ、暴風に乗って運ばれてきた。

「くっ……！」

　シルヴィアは、もはや目を開けることすらできなかった。エーコの頭上で腹はら這ばいになると、なんとか風をやり過ごす。聖騎甲アークの加護すら通じないほど、風圧は増していた。

「ぐぉおおおおおおっ……！」

　エーコの巨体ですら風に圧され、じりじりと後退を始めている。

「耐えるんだ、エーコ！」

「ぐるるるるる……」

　やがて、暴風が徐々に収まっていく。

　シルヴィアはハッとして、夜空を仰いだ。

「なんということだ……！」

　屍竜魔樹ネクロプランタは、本当に浮上していた。

　そのグロテスクな全ぜん貌ぼうを、月夜に晒さらしている。

　あたかも、世界の終末を描いた神話に立ち会っているような気分だった。

「──我が相パ棒ル、ガウェイン！　全魔力を攻撃に集中させよ！」

　キーラが鋭く叫んだ瞬間、屍竜魔樹ネクロプランタに異変が起きた。

　枝や蔦つた、根が複雑に絡みあい、長大な円筒を構築していくのだ。

　シルヴィアは目をみはった。

　屍竜魔樹ネクロプランタの全貌が、攻撃に特化すべく変形を始めている。ついには、大型魔導艦の主砲に匹敵する砲身をそなえた、浮遊要塞と化した。

　キーラの命令通り、それは全魔力を攻撃に注ぎこむための形状だった。その砲口は明らかに、夜空の一角──アッシュとルッカの空域を狙い澄ましている。

「バカな！　正気なのか!?」

　キーラの意図を悟ったシルヴィアは、呆ぼう然ぜんとした。

　あんな大口径の魔導砲を撃ったりしたら、単に騎き竜りゆう演えん舞ぶを阻止するだけでなく、アッシュとルッカも巻き添えになるだろう。

　ルッカへの強すぎる想おもいゆえに、キーラは道を誤ったのではなかったか。

　そのキーラが、今ではルッカを容赦なく殺そうとしている──。

「なんとしても奴を止めるぞ、エーコ！」

「うぉおおおおおおんっ！」

　シルヴィアに応じて、エーコは翼のはためきとともに離陸する。

「そうはさせるか！」

　屍竜魔樹ネクロプランタの頂上から、キーラが忌々しげに叫んだ。

　新たな蔓つる草くさが降り注ぎ、雨のように襲いかかってくる。たちまち、エーコの四肢や翼に絡みついた。

　──ひゅん！　ひゅん！

　さらには、種子の弾丸までが飛んできた。

　触手網に加えて弾幕が張られたことで、ますます近づきにくくなってしまう。

　そうこうしているうちに、屍竜魔樹ネクロプランタの本体が緑色の光輝に包まれた。

　魔力を充塡しているのだろう。シルヴィアはぞくりと背筋を寒くした。

　とてつもない魔力反応を感じたのだ。

「今すぐ自由にしてやるからな！」

　シルヴィアは〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟を振り上げると、聖騎甲アークの力を借りて飛ひ翔しようした。エーコの周囲を飛び回り、その四肢を拘束している枝や蔓草を一本ずつ斬り払っていく。

「よし、これで飛べるぞ──」

　シルヴィアが最後の一本を切断し、エーコに声をかけた直後だった。

　──どんっ！

　シルヴィアの腹部に、種子弾丸が直撃したのだ。

「かはっ！」

　聖騎甲アークに亀裂が生じるほどの衝撃を食らい、シルヴィアの身体は転落──樹海に吞のみこまれた。





　　　　◇






　──シルヴィアが……！

　エーコは愕がく然ぜんとすると、シルヴィアを探索すべく着陸しようとしたのだが、

『駄目よ、エーコ。シルヴィアの意思を無駄にするつもり？　次の攻撃が来る前に、あなたは屍竜魔樹ネクロプランタの魔導砲からアッシュとルッカを護まもらなくてはならないわ』

　念話をよこしたのは、ナヴィーだった。

　──だけど、シルヴィアを放っておくわけには……！

『シルヴィアなら大丈夫よ。生体反応は確認しているし、傷ついた聖騎甲アークも生命維持装置として機能しているわ』

　──でも……。

『もしシルヴィアに意識があったなら、あなたになんていうと思う？』

　ナヴィーの口調は穏やかだったが、しかし、エーコは鞭打たれたようにハッとする。目が覚めた気分だった。

　──解わかったわ！

　エーコは全身に魔力をみなぎらせると、上空に浮遊する屍竜魔樹ネクロプランタに向けて、一直線に飛んだ。種子弾丸が飛来するが、右へ、左へとかわす。

　変則的な動きを見せる蔦つたと違い、弾丸は軌道が読みやすい。とはいえ、エーコを阻む弾幕は厚く、弾をかわしているうちに、屍竜魔樹ネクロプランタは遠ざかっていく。

　エーコは焦しよう燥そうに駆られつつ、ナヴィーに呼びかけた。

　──ナヴィー！　どうすればあいつを止められるの!?

『そうね……。ああなってしまっては、核コアを撃ち抜くしかないわ』

　──核コア？　つまり屍竜魔樹ネクロプランタにも弱点はあるってこと？　ていうか、どうしてそんなことが解るのよ!?

『あら、わたしは竜種の記憶ドラグワースよ？　マザー・ドラゴンの生体構造だって知っているわ』

　──じゃあ、マザー・ドラゴンの弱点が核コアなら、屍竜魔樹ネクロプランタも同じってことね？

『ご明察。屍竜魔樹ネクロプランタがマザー・ドラゴンの生体組織をベースにしている以上、同じ弱点からは逃れられない。ただ、あれだけの生体組織に覆われている以上、あなたでも核コアを撃ち抜けるかどうかは……微妙ね』

　ナヴィーが嘆息したそのときだった。

「魔力充塡完了！　照準を合わせよ！」

　キーラが鋭く叫んだのだ。その声に従い、屍竜魔樹ネクロプランタの砲身が蠢うごめいた。夜空を舞い続けるアッシュとルッカを狙うべく、じわじわと角度を調整する。

　──くっ、もうあいつを止めるのは無理よ！　こうなったら……！

　エーコの決意は一瞬だった。撃つのを阻止できないのなら、自分が壁になるまでだ。なにがなんでも、アッシュとルッカの邪魔はさせない……！

　エーコは屍竜魔樹ネクロプランタへの接近を断念すると、進路を変更した。たとえ弾幕と触手網をくぐり抜け、屍竜魔樹ネクロプランタに取りつくことができたとしても、あの要塞級の威容が動じるとは思えない。ならば、アッシュとルッカの楯になるほうがいいと思ったのだ。

　エーコは全速力で上昇する。そして、アッシュたちと屍竜魔樹ネクロプランタの中間地点に滞空した。

　──ナヴィー！　いちばん頑丈な防御魔法シールドを教えてちょうだい！

『了解よ。あらゆる防御魔法の中でも最高硬度を誇る、絶対障壁──〈聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〉を教えてあげるわ』

　ナヴィーも躊躇することなく、エーコの頼みに応じた。





　　　　◇






「今だ、撃てっ！」

　キーラが命じた直後、夜天が真っ白に染まるほどの閃光がほとばしった。

　魔導要塞と化した屍竜魔樹ネクロプランタの砲身から、蓄積された魔力がほとばしる。

　とてつもなく太い光の帯となって、夜空を斜め上に直進した。

「うぉおおおおおおおおおんっ！」

　と、屍竜魔樹ネクロプランタとアッシュたちを結ぶ直線上に滞空したエーコが咆ほう哮こうをあげると、その前方に防御魔法のシールドが展開されていく。

　その絶対障壁は、アヴァロン聖竜皇家の家紋を象かたどっていた。ダイアモンドのように高貴な輝きを放ちながら、屍竜魔樹ネクロプランタの魔導攻撃を食い止めている。

「小賢しい！　さっさと撃ち抜いてしまえ！」

　キーラの命を受け、魔導砲の出力が目に見えて増幅する。

　それでも、エーコは耐えている。

　騎き竜りゆう演えん舞ぶの航跡図を背にしたまま、決して退しりぞこうとしなかった。

　エーコが踏ん張っている間にも、アッシュとルッカは舞い続けている。

　既に、双翼の輪郭部分は綺き麗れいに描かれていた。

　あとは羽毛の紋もん様ようを描きこめば、完成なのだろう。

　いつしか、翼を広げたエーコの巨軀と、騎竜演舞によって描かれた翼が重なっている。

「あれは……！」

　キーラは目をみはったまま、言葉を失った。

　エーコの背に、もう一対の翼が芽生えたように映ったのだ。





　　　　◇






　──くっ。一体、森でなにが起こっているんだ!?

　騎竜演舞を舞いながらも、アッシュの脳裏では疑問が渦巻いていた。

　聖竜皇として覚醒したエーコの威容が、ちらりと視界をよぎる。

　真っ暗な森の中、エーコの毛並みは白銀に輝いて、その存在を知らしめていた。

　アッシュの騎乗が望めないにもかかわらず、エーコは自らの意志で戦うのを決めたのだろう。だとしたら、よほどの事態といえる。

　しかも、エーコは明らかに──アッシュとルッカの空域を護まもるべく、壁の役目を果たしていた。

　──エーコ……！

　アッシュは歯は嚙がみした。できることなら、今すぐにでも駆けつけたかった。

　──轟ごうっ！

　その刹那、耳もとで風が唸うなり、ランスロットとガウェインが空中で交差する。

「うっ！」

　互いの距離は、せいぜい指一本分。ほんの少しでも軌道がずれてしまえば、正面衝突もあり得る局面だった。

　ガウェインとすれ違った瞬間、アッシュは気づいた。

　ルッカの双そう眸ぼうが、なにかを訴えかけていたのである。

　その気持ちは、痛いくらいに理解できた。

　──そうだ。今は騎き竜りゆう演えん舞ぶのことだけを考えなければ……！

　エーコたちは身を挺ていして戦い続けている。もし、ここでアッシュが騎竜演舞を中断し、救援にかけつけたとして──それで喜んでくれるだろうか？

　いや、逆だ。そんなことをすれば、エーコたちの想おもいを裏切ることになる。

　アッシュは腹をくくると、エーコの背中から視線を外す。そして、騎竜演舞に意識を集中させた。中盤以降、演舞の難易度はうなぎ登りとなる。これから先は、一瞬たりとも気を散らすわけにはいかない。

　と、再び烈風が唸り、ランスロットとガウェインが交差する。

　ほんの一瞬、ルッカと目が合った。

　今度のルッカは、微笑ほほえみかけてくれたような気がした。





　　　　◇






　──くっ！　もうシールドがもたない……！　あいつの魔力、どうなっているのよ!?　おかしいんじゃないの!?

　エーコは切羽詰まっていた。

　ナヴィーの導きに従って、〈聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〉は無事に展開できた。

　だが、屍竜魔樹ネクロプランタの攻撃は決して途絶えることがない。無尽蔵の魔力を蓄えているとしか思えなかった。

　いつしか、エーコは圧されている。

　せっかくの〈聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〉も、まもなく消失するだろう。

　──どういうことなの、ナヴィー!?

『マザー・ドラゴンの生体組織を素材にしているだけあって、魔力量が桁違いなんだわ。永い歴史を通じて、マザーは莫大な魔力を蓄えていたから……』

　ナヴィーの声も切迫している。

『まずいわね。このままじゃアッシュとルッカを護まもりきれない……』

　──ああもう！　そんな言葉を聞かせるくらいなら、黙ってたほうがマシだわ！　たとえ〈聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〉が消えたって、あたしはこの空域を動かないわよ！

『ちょっと、どうするつもり!?』

　──決まってるでしょ！　あたしにはまだ、この無駄に大きな身体があるのよ！　こいつを楯にしてやるわ！

『──っ！』

　ナヴィーが息を吞のむ気配が、確かに伝わってきた。きっと呆あきれているのだろう。エーコだって無茶は承知だ。あんな魔導砲をまともに浴びれば、いくらアヴァロン聖竜皇の肉体といえども、長くは保つまい。

　それでも──今、ここを動くわけにはいかないのだ。アッシュとルッカの騎き竜りゆう演えん舞ぶを、絶対に邪魔させるわけにはいかない……！

『……強くなったわね、エーコ』

　意外にも、ナヴィーは止めようとしなかった。

　それどころか、我が子を見守る母のように、優しげな言葉をかけたのである。

　そして──ついに〈聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〉が瓦が解かいする。

　アヴァロン聖竜皇家の家紋が無惨にも砕け散り、魔力の結晶体となって、雪のごとく夜空に散った。

　──来るわ！

　そして、莫大な熱量がエーコの肉体に襲いかかる。

　咄とつ嗟さに前肢を突きだして、魔力の波動を受けとめる。

　とてつもない衝撃に襲われて、エーコは墜落しそうになった。それでも耐える。前肢から腕にかけて、信じがたい熱さを覚えていた。

　──熱っ！　なんて熱さなの……！

　今にも意識を持っていかれそうな激痛に、エーコは煩はん悶もんした。それでも、この空域を離脱するわけにはいかないのだ。

　エーコの背後では、今もアッシュとルッカが舞っているのだから──。

　苦悶の声をあげることさえ、エーコは我慢した。アッシュなら、エーコの鳴き声がなにを意味するのか、すぐに察してくれるだろう。ならばこそ、自分が苦しんでいることを悟らせるわけにはいかない。

　今、アッシュが為なすべきことは、騎竜演舞を完成させること。

　だから、エーコはアッシュの相パ棒ルとして、身を挺ていしてでもアッシュを護り抜く！

　──絶対に、絶対に退ひかないんだからぁああああっ！

　エーコが心の叫びを放ったそのときだった。

　──へっ!?

　突如として、屍竜魔樹ネクロプランタの魔導攻撃が勢いを弱めたのである。

　──どういうこと……？

　エーコはいぶかしんだ。屍竜魔樹ネクロプランタの本体には、まだ莫大な魔力が残っているはずだ。にもかかわらず、攻撃は徐々に減衰していき──ついには、完全に止まった。

　次の瞬間、エーコの視界に光が満ちる。

　とても優しくて、温かくて、春の木こ漏もれ日のように心地よい光だった。





　　　　◇






「ここは……？」

　少女の姿に戻ったエーコは、真っ白な光に包まれながら、きょとんと小首をかしげた。

　前後左右の感覚すらあやふやで、足もとがおぼつかない。

「──エーコ」

　と、深みのある声に呼ばれて、エーコは振り返った。

　そこには、淑しとやかな雰囲気の女性が、ひっそりとたたずんでいた。

　緑の髪に、緑の瞳。頭部には成竜の角を生やしている。

「もしかして……マザー・ドラゴン？」

　エーコが遠えん慮りよがちに訊たずねると、女性はこくんとうなずいた。

「まだ意識が残っていたのね!?」

「いえ、厳密には……わたくしはもう、死んでいます。いわば、わたくしは……マザー・ドラゴンの記憶のかけら──とでもいうべき存在なのです」

「そんな難しいことをいわれても、あたしには解わからないわ！　それより、この状況は一体……どういうわけ？」

　エーコはきょろきょろと周囲を見わたした。

「よろしいですか、エーコ？　わたくしの本体は、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンの魔薬によって、完全に支配されてしまいました。ですが、あなたの心の叫びが、わたくしを一時的とはいえ、呼び覚ましたのです」

「……！」

　エーコは声を吞のんで、マザー・ドラゴンの顔を見つめた。

「これから、わたくしは全身全霊を賭けて、屍竜魔樹ネクロプランタの意思に介入します。そして、あなたに唯一無二のチャンスを与えます。どうか……必ず、あの忌まわしき屍竜魔樹ネクロプランタを消滅させてください」

「……解ったわ」

　本当は、伝えたいことが山ほどあった。

　なんといっても、相手はエーコの母親に相当する存在なのだ。

　だが、いざ対面すると、なにも言葉が出てこない……。

　エーコが涙を浮かべ、唇を嚙かみしめていると、ふいにマザー・ドラゴンが手を伸ばしてきた。そして、エーコの頭を、優しく撫なでる。

「……マザー？」

「あなたには、苛酷な運命を背負わせてばかりで……母親らしいことだって、なにひとつしてあげられませんでした。本当に……ごめんなさい」

「そんな謝罪、こんなときに聞きたくないわよ！　バカバカバカ！」

　涙があふれた。本当は、こんな暴言を吐くつもりはないのだ。

　一秒でも長く、母親と一緒の時間を過ごしたかった。

　だが、そんなエーコの願いを阻むかのように──。

「えっ!?」

　突如として生じた烈風が、エーコの身体を無慈悲にも運んでいく。

　マザー・ドラゴンとの距離が、見る見るうちに離れていった。

「お母さん！」

　エーコは涙の粒を散らしつつ、叫んだ。

「いっとくけど、お母さんに謝られるような理由なんて、これっぽちもないわ！」

　いざとなると、なにも言葉が出てこなかったエーコ。

　だが、これだけは伝えておかないと、あとで絶対に後悔すると思った。

　だからこそ、エーコは声を振りしぼった。

「あたしね、アッシュの相パ棒ルになれて、とても幸せ！　アッシュに巡り合わせてくれて、本当にありがとう……！」

　その瞬間、エーコの目には──。

　花の蕾が開くように、マザー・ドラゴンが微笑ほほえんだように見えた。





　　　　◇






『エーコ!?　ちょっと、返事をして、エーコ！』

　ナヴィーにしては珍しく、焦った声をあげている。

　その声に引き寄せられるように、エーコは現実世界に帰ってきた。

　たちまち、火傷を負った前肢が激痛を発する。

　──痛つうっ……。戻ったわよ、ナヴィー。

『やっと目覚めたのね、エーコ』

　どうやら、ナヴィーからは眠っているように見えたらしい。

　──ちょっとね、お母さんと会ってきた。

『……なにをいっているの？　それよりも、屍竜魔樹ネクロプランタを見て！　急に変形を始めたと思ったら、核コアが見えつつあるわ！　自分から弱点をさらすだなんて、どういうことかしら？』

　エーコは目をみはった。ナヴィーの言葉通り、屍竜魔樹ネクロプランタはさらなる変貌を遂げつつあった。キーラが慌ててなにかを叫んでいるが、屍竜魔樹ネクロプランタはまったく応じない。

　しかも、見るからに硬そうな樹皮が縦に裂けて、そこから紫色の球体が覗のぞいていた。

　──あれが核コアね！

　エーコはすぐに悟った。

　マザー・ドラゴンが与えるといった、「唯一無二のチャンス」。

　おそらく、マザー・ドラゴンが屍竜魔樹ネクロプランタの意識に介入できる時間は限られているのだろう。この好機を逃したら、もはやエーコたちに勝ち目はない。だからこそ「唯一無二」なのだ。

　──ありがとう……お母さんが与えてくれたチャンス、無駄にはしない！

　エーコは余力を振り絞ると、滑空する。

『……エーコ？　どうするつもりなの!?』

　──シルヴィアがクラウ・ソラスの残骸を壊したときと同じよ！　零距離射撃で、確実に当ててやるわ！

　エーコは屍竜魔樹ネクロプランタの樹皮に張りつくと、四肢の爪を立てた。

　そして、エーコの頭部よりも大きな核コアと向かいあう。

　──行くわよ！　〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉！

　すべての魔力を、息吹に変えて。

　エーコは渾こん身しんの一撃を核コアに叩たたきこんだ。





　　　　◇






　──すごい……！

　アッシュは全身で風を感じていた。

　一度はエーコたちの戦いに気を取られ、ルッカに視線で諭されたアッシュだったが、いつしか風と一体化したかのように、縦横無尽に舞っている。

　今ではもう、自分たちの進むべき軌道が、目の前に浮かんでいるかのよう。

　ルッカとの同期シンクロも完璧だった。

　互いに同じ速度で飛び、同じタイミングで曲がることが、ごく自然にできている。訓練を始めたばかりの頃は、そんな基本的なことですら、至難の業だったというのに。

　いつしか、アッシュは不思議な昂こう揚よう感を覚えていた。

　──そうか、ルッカも同じ気持ちなんだな。

　アッシュはようやく気づいた。

　完全に同期シンクロしているのは、決して速度や航跡だけではない。

　互いの心もまた、同期シンクロしているのだ。

　そして──。

　アッシュとルッカは、最後の軌道を全力で駆け抜ける。

　その軌道を描ききることだけに、渾こん身しんの想おもいをこめて。




「騎き竜りゆう演えん舞ぶ、零の舞──〝双翼の誓雨オラトリオ〟！」




　ついに双翼を完成させたふたりは、声を合わせて叫んでいた。





　　　　◇






　ユルハ神殿に詰めていたセレスは、祈るような気分で夜空を眺めていた。

　セレスの祈りは、確かに通じた。

　騎竜演舞〝双翼の誓雨オラトリオ〟は、見事に完成したのである。

「なんという……！」

　夜空に描かれた翼を眺めつつ、セレスは息を吞のんだ。

　完全なる左右対称シンメトリー。

　羽毛のレベルまで描かれた精せい緻ちさ。

　世界中の人に見せたいと願ってしまうほどの美しさ。

　蒼あお白じろい月も、〝双翼の誓雨オラトリオ〟に神秘の輝きを与えている。

　いや、煌こう々こうと輝く満月までもが、〝双翼の誓雨オラトリオ〟という作品の一部であるかのように映っていた。

　そして──完成に導かれた騎竜演舞は、ひとつの魔法をもたらす。

　双翼の紋章が燦さん然ぜんと輝いて、夜空を真っ白に染めたのだ。

「うっ！　なんて光だ……！　冥星石プルートウを宿した身には、ちょっとつらいな……」

　隻せき眼がんを手のひらで覆いつつ、セレスはうめいた。

　そのとき、異変が起きた。

　祭壇に横たえられたオスカーの身体から、どす黒い障気があふれたのだ。

「おわっ！　なにが起こって……もしや、魔薬の呪いか!?」

　セレスがハッとして身構えたときにはもう、障気は清浄なる光輝に照らされて、霧のように消え去っていた。

「んっ……」

　と、小さなうめき声が聞こえた。

　ぴくり……と、オスカーの指が震える。

「オスカー!?　おい、オスカー！」

　セレスは祭壇に駆けよると、オスカーの肩を抱いた。まるで人形のように冷たく、硬直していた身体からは、今、確かな温ぬくもりと柔らかさが伝わってきた。

　やがて、虚無を映していただけの双そう眸ぼうに、確固たる意志の光が甦よみがえる。

「オスカー！」

　セレスは感極まって、ぼろぼろと涙をこぼした。そして、オスカーの胸に顔をうずめようとしたのだが──。

「ふわぁああああああああ……」

　突然、オスカーは大きなあくびをすると、「う～ん、よく寝たなあ」と続けた。

「き、貴様という奴はっ！」

　──どごっ！

　セレスの足蹴りが炸裂し、オスカーは吹っ飛ばされてしまう。

「いっ、痛いじゃないか！　なにをそんなに怒っているんだい!?　……というか、どうして僕は女装しているんだ!?　いや、僕は女なのだから、女装じゃなかったか。これは一本取られたね！　それにしても……ここはどこだい？　見慣れない場所だが……」

　その瞬間、セレスはオスカーの胸に飛びこんでいた。

「ううっ……本当に、本当に治ったんだな！　オスカー！　オスカー！　オスカー！」

　セレスは顔をぐしゃぐしゃにして、子どものように泣きじゃくった。

「どうやら……心配をかけてしまったようだね」

　オスカーもようやく真顔になると、セレスを優しく抱きしめた。そして、今も夜空に燦さん然ぜんと輝く双翼の紋章を眺める。

「ずっと……夢を見ていた気がするんだ。とても長い夢をね」

「夢だと？」

「ああ。夢の中で、アッシュたちは疵きずだらけになりながらも、ずっと前を向いて戦い続けていた。どうやら、僕はまたしても……アッシュたちに救われたらしい。あとで、ちゃんと礼をいわないとね」

「ああ、そうだな。あいつらには、どんなに感謝しても足りないぞ……」

「もちろん、セレスにもたくさん感謝しているよ。ずっと、僕のそばにいてくれたんだろう？」

　そういって、オスカーはセレスの頭にポンと手を置いた。

「そっ、そういう恥ずかしいことを、堂々と口にするんじゃないっ！」

　たちまちセレスは真っ赤になってしまう。

「くぅ～ん」

　と、一部始終を眺めていたトリスタンが、ゆっくりと起き上がった。

「……お前にも、心配をかけたようだね」

　相パ棒ルの鼻先を撫なでながら、オスカーは微笑を浮かべた。

　トリスタンは甘えるように鳴くと、オスカーの手のひらを嬉しそうに受けいれている。

　しばらくの間、その光景を微笑ほほえましく眺めていたセレスだったが、やがて手の甲でごしごしと涙をぬぐうと、鋭い目をした。

「いいか、オスカー？　今のお前に、もう休んでいる暇ひまはないのだからな！　さっさと無能な王子どもを倒して、王座を獲とるぞ！」

　オスカーは不敵な笑みをこぼすと、セレスの手を借りて立ち上がった。

「ふっ、そうだね。鈍った身体をほぐすには、ちょうどいい運動になりそうだ──」





"The Resurrection ～A.S.B.1365.12～" is closed.















エピローグ









　それから、およそ二ヵ月が過ぎた。

　──聖誕暦一三六六年、宝瓶宮アクエリウスの月。第十五の日。




　大陸の北東──「竜の翼」とも呼ばれる半島に、エスパーダ聖庁は位置している。

　周囲を壮麗な壁で囲まれた都市国家にして、ロサ・マリア教の総本山である。

　中でも聖ロサ・マリア大聖堂は、世界一と謳うたわれる天井画で有名だ。

　約三千名が収容可能な大聖堂の会衆席は、既に満員であった。

　その大半は、シェブロン王国の王侯貴族である。

　一度はオスカーに魔薬を盛った養父母も赦しや免めんされ、最前列に着席している。

　あのユリエル元第三王子もまた、オスカーの意思により、列席を許されていた。

　ロートレアモン騎士国からも、騎士王オズワルドやヴェロニカ第一王女、シルヴィア第四王女などなど、名だたる王侯貴族が招待された。

　さらには、ヴェロニカの部下であるアヴドーチャも付き従っていた。

　アヴドーチャの隣席には、仮面を装着した少女が、肩身が狭そうな雰囲気で、ひっそりと腰かけている。

　その双そう眸ぼうに冥星石プルートウを宿した帝国人の少女、クリームヒルトであった。冥星石プルートウつながりということで、オスカーが特別に招待状を送ったのである。

　そして、アッシュとエーコを筆頭に、アヴァロン聖竜皇騎士団のための座席も、特別に用意されていた。




　祭壇には、教皇ラクエルⅣ世の姿があった。

　その脇には、きらびやかな王冠と、壮麗なる宝剣ティル・ナ・ノーグが置かれている。

　祭壇に向かって、赤絨毯が敷き詰められた通路を進む人影があった。

　王位継承権、第一〇八位──オスカー・ブレイスフォード。

　もはや男装ではなく、壮麗なるドレス姿であった。

　その背後、びっくりするほど長い裾を持ちあげて、厳げん粛しゆくな顔で付き従っているのは、専属メイドのセレスである。




　この二ヵ月間、オスカーは八面六臂の活躍を見せた。

　聖竜マエストロトリスタンに騎乗して、颯さつ爽そうと帰国するやいなや、既に戦端を開いていた第二王子軍及び、第四王子と第五王子の連合軍を叩たたきつぶしたのである。

　彼らはザカライアスⅢ世の喪が明ける前に、ラクエルⅣ世の厳命を破って内戦を勃ぼつ発ぱつさせた連中である。同情の余地は皆無であった。

　その後、オスカーは王国全土を飛び回り、各地で燻くすぶっていた火種を事前に消すことに成功した。そんなオスカーの活躍を見て、王宮ではオスカーの支持派が芽生えた。

　ついには王国民もオスカーを全面的に支持し、報道機関もオスカーの英雄的行為を称賛するようになった。




　アッシュたちもまた、アヴァロン聖竜皇騎士団として、陰ながらオスカーを援護した。

　隠密行動に徹したため、アッシュたちの功労が世に知れることはなかったが、そのほうが都合が良かった。別段、名誉や地位が欲しくて活動しているわけではないのだから。

　もっとも、最近では国内外の報道機関が、アヴァロン聖竜皇騎士団に注目しているのも事実だ。アッシュとしては、なるべく平穏無事に過ごしたいところだが……。




　一方、マザー・ドラゴンの死によってもたらされた衝撃は、まだ余韻を残している。

　ロートレアモン騎士国の伝統行事である〈オーファンの儀〉は完全に途絶え、これから先、竜飼い人ブリーダーが誕生する機会は永遠に失われたのだ──。




　ここ最近は鳴りをひそめているが、カサンドラ第二王女と冥竜王モルドレッドについても、気がかりだった。第二王女が冥竜王をその身に宿し、行方不明となったことで、騎士国の宮廷では、今もてんやわんやの大騒ぎが続いているという。




　なお、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンの身柄は、今なお発見されていない。

　捜索に当たったアルビオン＝フォレスト修道騎士団の見解によれば、どうやらキーラは生き延びて、森の外に逃亡したらしい。魔薬を調合できる危険な薬師が、これからどこに向かうのか……それも気になる問題といえた。




　頭の痛い問題は、まだまだ山積している。

　だが、今はオスカーの晴れ舞台に注目すべきだと、アッシュは気持ちを切り換えた。

　やがて教皇ラクエルⅣ世の声が、森しん閑かんとした堂内に、凜りんとして響きわたる。




「それでは、これよりオスカー・ブレイスフォード改め、オスケイアⅠ世の戴冠式を始めます──」





"The Avalon Knight Dragner V" is closed.










あとがき




　第二部完結編となった『星刻の竜騎士ドラグナーⅩ』、いかがだったでしょうか。

　巻数もついに、二桁の大台に乗りました。

　ひとえに、ずっと応援していただいた読者様のおかげです。

　この感謝の気持ちは、続編をしっかりと書き続けることでお返ししたいです。




　たいへん嬉しいことに、『星刻』シリーズを取りまく環境は、どんどん熱くなる一方だったりします。

　まずは、七月。ＭＦ文庫Ｊの十周年を記念したコンピレーションアルバム『うたＪ』がリリースされました。『星刻』のイメージソング『Ａｓｔｒａｌ　Ｆｌｏｗ』が収録されています。

　ボーカルは、なんと霜しも月つきはるかさん！　実は私、ずっと以前からファンでした。担当さんから「霜月さんに決まりました」と教えてもらった際は、大興奮の渦に巻きこまれてしまいましたよ。

　作詞と作編曲は、ニコニコ動画でボカロＰとしても活躍されている作曲家、稲いな井いゆうさんにお願いしました。稲井さんとの出会いも、本当に大きかったです。ちなみに私も趣味で音楽をやっていることもあり、こっそり作詞作曲に関わらせてもらいました（笑）。




「コミカライズの極致がここに！」──ＲＡＮ先生の筆致が冴えるコミック版も、この文庫第十巻と同時に第三巻が店頭に並びました。

　原作文庫第二巻のエピソードを最後まで描ききっていただくと同時に、コミック版でしか読めないショート・ストーリーが収録されています。私が提出したアイデアをもとに、ＲＡＮ先生が一本の読切として仕上げてくださいました。こうした試みは、どんな化学反応が生じるのか解らないというドキドキ感も相まって、また挑戦できたらいいなと熱望しています。

　一方、月刊コミックアライブ誌上では、ルッカが登場する選抜合宿編が始まっていますので、お見逃しなく！




　さらにさらに、このたび『星刻』のドラマＣＤを制作していただきました。

　実は八月末日、私自身も収録現場にお邪魔しまして、豪華声優陣の熱演を聴いて胸を熱くしました。これまでは各キャラクターの声について、ぼんやりとした印象しか抱いてはいなかったのですが、今後はリアルな声を想像しつつ執筆できそうです。

　お忙しい中、スタジオに駆けつけてくださったキャストの皆様、音響を担当していただいた株式会社グルーヴ様、そしてメディアファクトリー映像事業部の皆様に、厚く御礼申し上げます。




　そろそろ紙幅が尽きてきました。

　担当の庄しよう司じさんには、本巻を執筆する上でも貴重なアドバイスをたくさんいただきました。本当に頭の下がる思いです。

　〆しめさばコハダ先生にも、これまで以上にお世話になりました。エーコが表紙に登場するのはこれで三度目ですが、一巻、五巻、十巻と進むにつれ、エーコの成長ぶりが伝わってくるようで、作者として感無量です。次巻以降もよろしくお願いいたします。

　ここまで作者と『星刻』シリーズを支えてくださったすべての皆様に、厚く御礼申し上げます。




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻からは、いよいよ第三部に突入します！





二〇一二年十月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　ついに二桁の大台に乗った「星刻」シリーズ、まだまだ続きます。豪華声優陣の熱演が聴けるドラマＣＤ、そしてボーカルを霜月はるかさんにお願いしたイメージソングも是非、お楽しみくださいませ。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com/




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/
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